
(別紙様式4)

令和 6年 8月 31日

職業実践専門課程等の基本情報について

福岡医健・スポーツ専門学校 平成14年 4月 ,日 古谷野 潔 福岡県福岡 石城町7番 30号

学校法人 滋慶学園 昭和58年 12月 23日 浮舟 茅Б彦 )東 京都江戸川区 丁目16番 2号

文化・教養 文化・教養専門課程 平成16(2004)年度 平成26(2014)年度

学科の目的

スポーツ選手の健康管理、ケガの予防、スポーツ障害、外傷の応急処置、アスレティックリハビリテーション、体カトレーエング、コンディショニングを学び、
傷害予防とコンディショエングの専門家としての役割だけでなく、アスリートの教育者、相談役、また選手をサポートしていく上でのコーディネートができる人
材を育成する。

学科の特徴
(主な教育内容、取
得可能な資格 等)

、産学連携教育を桂として人材育成を行い、目標とする資格取得を目指す。
< >

、アスレティックトレーナー、SAQインストラクター レベ,レ 1、 NSCA― CPT、 トレーエング指導者、FTPマットピラティス、
士

修業年限 昼夜
全課程の修 7に必要な総授業時敏又は総―
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企業等と連携 した
実習等の実施状況
(A、 Bいずれか
に記入 )

(A:単位時間による算定 )

(B:単位数による算定 )

2865単 位時間

うち企業等と連携 した実験 ,実習・実枚の授業時数 60単位時間

うち企集等と連続tた演督の授業時鼓 30単位時間

765単位時間

0単位時間

うち必体授案時数

30単位時間

素時敬

(う ち企案等と連携したインターンシップの授案時数) 0単位時間

単位

うち企案等と連携 した実験 ,実習 ,実枝の単位数 単位

うち企業等と連携tた 演習の単位数 単位

単位

単位

うち必修単位敬

単位

(う ち企案等と蓮協 したインターンシップの単位敬 ) 単位

教員の属性 (尊任
教員について記
入 )

上記①～⑤のうち、実務稼教員 (分野におけるおおむね 6年以上の実務の経験を有し、かつ、i葛
度の実務の能力を有する者を想定)の数

4人

① 専体学校の尊問課程を体了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であつて、当B女専
円を黒程の修案年眼と当骸業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

(専修学按設置基準第■1条第1頑第 1号 ) 0人

② 学士の学位を有する者等 (尊修学校設置基準第41条第1項第2号 ) 3人

⑤ 高等学校執鱗等経験者 (専修学校設置基準第41条第 1項第3弓 ) 0人

④ 修との学位又は尊爵職学位 (専修学校餃雷基準第41条 第1頂第4号 ) 0人

③ その他 (尊 ,争学校設置基準第41条第1項第5号 ) 2人

計 5人



1「専攻分野に関する企業、団体等 (以下「企業等」―という。)との連携体制を確保して、授業科目の開―設その他の教育課程の編成を行つていること。」関係

(¬ )教育課程の編成(授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。)における企業等との連携に関する基本方針

業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体の役職員及び実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業の役職員が
参画する教育課程編成委員会を年2回実施し、業界の動向や変化、それに伴うニーズや必要な人材像を把握すると共に、実施している授業やカリキュラム等を各委員に
検証してもらいアドバイスや意見を頂く。また、教員による実習先訪問や就職担当による企業訪間を通して更なる情報収集を図る。それらを十分に生かしつつ、カリキュ
ラムや授業方法の改善、摂業科日の開設等を図り、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施する。

(2)教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程の編成は、理事会の下に設置された教育課程編成委員会において討議した内容を十分に考慮したうえで、学科会議において編成を行うものとし、委員会の
適切な運営は理事会が担保することになつている。また、教員組織規則において、「委員会の審議を通じて示された企業等の要請その他の情報、意見を十分に生かし、
実践的かつ専門的な職業教育を実施する教育課程の編成に努める」ことが明記され、この定めに従つて委員会を運営する。(以下図により、編成意思決定の過程を示
す)

(学校・学科)
Do:実イ予

(教育課程編成委員会)
Checkiチェック

(学校・学科 )

Acuon:改善

(教育課程編成委員会 )

PBn:計 画

名  前 所    属 任   期 種   別

前田 弘 公益財団法人 日本サッカー協会 医学委員会委員 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) ①

安積 研二 AcroBats株式会社 取締役会長 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) ③

土本 佳正
福 1士l医健・スボーツ尋門学校
事務局長・スポーツ科学科 学科長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

古谷野 潔 福岡医健・スポーツ専門学校 学校長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

河口 青児 福岡医健・スポーツ専門学校 冨1校長・教務部長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

松原 敏昭 福岡医健・スポーツ専門学校 教務事務部長 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

(3)教育課程編成委員会等の全委員の名簿

令和6年 4月 1日 現在

※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
(当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「―」を記載してください。)
①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
地方公共団体等の役職員(1企業や関係施設の役職員は該当しません。)
②学会や学術機関等の有識者
③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

(4)教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

(年間の開催数及び開催時期 )

教育課程編成委員会は年2回 開催し、第1回 目を毎年5月 、第2回 目を翌年1月 に実施している。今年度開催 (予定)日 時は以下の通り。また、委員会欠席委員に対し
ては個別に意見聴取を行うなど、必要に応じて、適宜適切に分科会等を開催する場合がある。

(開催日時 (実績))
第1回 令和 6年 5月 17
第2回 令和 7年 1月 24

日 15:30～ 17
日 13:00～ 15 )(予定

(5)教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

専門学校の役割は「各種資格の合格率をあげること」「一つでも多くの資格を取得させること」「希望する仕事・産業界に就職させること」などの意見を多くの委員から頂
いた。
特にAT資格は、医療系国家資格ではないが医療系国家資格よりも難しくイ面値は高いので、AT資格の合格率を上げることが重要との意見を頂いた。そこで、通常授業
以外の空いた時間に補講として過去問題をひたすら解く機会を設けると共に、AT理論試験突破に向けた合宿を計画している。また、「やる気スイッチ」・「現場での楽し
さ」などモチベーションを高めていくことにも努めている。
また、良い就職を勝ち取る為には実践力の強化が重要である旨のアドバイスを頂いたので、現場経験の積み重ねや実習の強化として、ソフトバンクホークスでの実習、
女子サッカー福岡」・アンクラスやアメリカンフットボール福岡SUNSでの活動等年間通したゼミ活動の展開などの改善を図つている。



2'全 票 寺 と連 携 して 、笑 奮 、芙 子貢、笑 駁 Xは 浸 曽 (以 下 1冥智・涙 習
‐
寺 」とし1つ 。)の操 慕 各行 つて い る こと。ど関 1系

(1)実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

本校は、「学校と業界が協力をして、業界が求める即戦力の人材を育成し、業界に送り出す」という「産学共同教育」を開校以来実践してきた。即戦力としての職業大教
育を行うため、業界と連携して専門知識・技術、人間力を有した人材育成を行つている。このため、特に実習・演習科目に於いては、現場の第一線で活躍するプロに非常
勤講師を依頼するなど、損業内容を業界関係者と共に企画立案し、その実施及び達成度評価を行つている。

(2)実習・演習等における企業等との連携内容

連携企業等と講師業務委託契約を交わした上で、現場の第一線のプロが非常勤講師として授業を行つている。学校と非常勤講師が協議して作成したシラバスを基に
授業は進行され、成績評価は毎授業での到達目標達成度及び学期ごとに行う定期試験の結果をもつて総合的に評価される。また、担当非常勤講師と学科専任教員は
常に連携を密にし、情報を共有しながら授業運営に係る問題解決や授業改善に協力して取り組んでいる。
更に、業界研修・臨床実習等を実施し、企業等の指導担当者の下、現場体験を深め即戦力としての更なる知識・技術の習得に努めている。実習実施前の協議を徹底
すると共に、教員による実習巡回を通して指導担当者と教員の連携・情報共有を図り、協力体制を強化して教育効果の向上に努めている。

(3)具体的な連携の例※科目数については代表的な5科目について記載。

1【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

力の構成概念に基づいた各要素の知識
体力測定法 と共に、それぞれの正しい体力測 株式会社ライコ 計¬施設

を理解し、説明することができる。

3【校外】企業内実習
(4に該当するものを
除く。)

した知識・技術を実践で用い、実践力 加野病院、スポーツクラブNAS博多、ゴールドジム博多リバレイン、
セントラルウェルネス クラブ24野間大池、スポーツクラブエスタクオ
リア千早+24 他 計10施設

業 界 研 修 や社会人基礎力を身につけることができ
る。

3「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行つていること。l関係

(1)推薦学科の教員に対する研修・研究 (以下「研修等」という。)の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

学園の定める教職員規定において、専門技術・知i哉の向上、授業内容・教育技法の改善、クラス運営力の向上、マネジメント能力や指導力の向上などを研修の目的と
して、職歴や能力・経験、職責、担当業務に合わせて、定期的・継続的に業界と連携して研修を実施している。企業・業界団体等が開催する研修会や講習会に専任教員
を計画的に参加させ、業界の変化やニーズを的確に把握すると共に、最新の技術・矢日識の習得に努めている。

(2)研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等

研修名 :健康運動実践指導者養成校養成講座主任教員研修会
主 催 :公益財団法人 健康・体力づくり事業財団
実施日:令和6年 3月 13日

参加者 :スポーツ科学科専任教員2名
内 容 :健康運動実践指導者資格に関わる実務内容 (テキスト改訂/評価総括/R6年認定試験実施計画など)について
②指導力の修得・向上のための研修等

研修名 :キャリア教育インストラクター研修
主 催 :滋慶教育科学研究所
実施日:令和6年 1月 19日
参加者 :スポーツ科学科専任教員1名
内 容 :キャリア教育を実践するための指導法や評価法について
(3)研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等

研修名 :第 13回 日本アスレティックトレーニング学会
主 催 :日 本アスレティックトレーニング学会
実施日:令和6年 9月 14・ 15日
参加者 :スポーツ科学科専任教員1名
内 容 :アスレティックトレーニングを支える経験・研究・教育の連携
②指導力の修得・向上のための研修等

研修名:2024年 度 FDミクロレベル研修 I
主 催 :滋慶教育科学研究所
実施日:令和6年 4月 12日
参加者 :スポーツ科学科専任教員2名
内 容 :学生変化に沿つた教授法の基本 (マインドとスキル)を習得



4「学校教育法施行規則第189条において準用する同規1則第67条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価を行うに当たっては、当―該専修学校
の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

(1)学校関係者評価の基本方針

「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、学校関係者として、卒業生、保護者、地域住民、高等学校、企業により構成される学校関係者評価委員会を組織
し、この委員会が、学校が行つた自己点検・自己評価の内容を審議・評価して、様々な角度からアドバイスや支援を行うことを通して、学校運営の改善に活用することを
方針とする。

(2)「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

(1)教育理念・目標 教育理念・目的・育成人材像

(2)学校運営 学校運営

(3)教育活動 教育活動

(4)学修成果 教育成果

(5)学生支援 学生支援

(6)教育環境 教育環境

(7)学生の受入れ募集 学生の募集と受け入れ

(8)財務 財務

(9)法令等の遵守 法令等の遵守

(10)社会貢献・地域貢献 社会貢献

(11)国際交流

10 11 こつ

(3)学校関係者評価結果の活用状況

運営部長を始め、学校長、事務局長、教務部長、学科長等で共有し、全スタッフに周知して、多岐に渡る学校運営の改善に努めている。特に、日々の学校運営の中で
直ちに改善・対応が可能なことは、学校長の指導の下、学校全体に係る事案は事務局長・教務部長が中心となり速やかに改善に取り組み、学科に係ることは学科長が
中心となり速やかに改善を図つている。また、改善に新たな予算確保が必要な案件は事務局長が中心となって次年度に向けて予算組を行い、改善を図つている。加え
て、学則変更等が必要な案件は、学校長の指導の下、教務部長が中心となつて学則変更手続きを行いながら改善を図つている。
学校関係者評価委員会を開催し、文部科学省が策定した「専修学校における学校評価ガイドライン」に沿つて実施した昨年度の学校自己点検報告書について、当校に
関係の深い13名の学校関係者評価委員に評価していただき、各項目について概ね「優れている」との評価を頂いた。また「入学定員の充足」「中途退学者の低減」「地
域との交流を更に深める」など多くのご意見を頂いた。
学校のリーダー会議、学科会議、全体会議などでこれらの意見を共有し、検討・環境整備に取り組んでいきます。

(4)学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名  前 所    属 任   期 種   別

村田 栄治 村田整骨院 院長 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 3¬ 日(1年 ) 企業等委員 (柔道整復科 )

要  信義 要鍼灸院 院長 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企 業等 委 員 (↑う

'灸

科 )

橋本 修二
主

令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (救急救命公務員科 )

福田 智 医療法人 せと山荘クリニック 統括部長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (理学療法科 )

丸田 淳司 医療法人説和会 牟田病院 医療部門科長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (作業療法科 )

案西 浩平
クリニック

令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (歯科衛生士科 )

平野 千恵美 医療法人相生会 宮田病院 看護師長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企 業 等 委 員 (看 護 科 )

安積 研二 取締役会長 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(スポーツ科学科)

中西 祐介 社サンドラッグ 人事部採用課主任 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企 業 等 委 員 (薬 業 科 )

谷口 貴隆 卒業生 令和6年 4月 司日～令和7年 3月 31日 (1年 ) 卒 業 生 代

冨崎 尚美 (鋭灸科3年 )保護者 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 3¬ 日(1年 ) 保  護  者  代

清輔 正孝 県立香椎高等学校 校長 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 高 等 学 校 関 係

戎崎 浮
~ 福岡市博多区大浜公民館 館長 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 地 域 関 係

(5)学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

広報誌等の刊行物 ・ その他 ( ))

URL:httpst//www ken acjp/schoo1/public― nfo/

公表時期 :令和6年 5月 31日

ム ペ



3「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情報を提供していること。」関係

(1)企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

学校で毎年定める事業計画の実行方針で提起された目標 (カリキュラムのイノベーション、中途退学率の低減、就職100%、 国家試験合格率100%等 )を具現化するため
に、企業等からヒアリングを行い、業界の動向を踏まえた実行計画を作成している。その為にも、学校の方針や考え方に加え、様々な詳細情報を十分に理解して頂いた
上で、意見やアドバイス、支援を頂くことが重要となる。企業等への具体的な情報提供方法としては、学校関係者評価委員会や教育課程編成委員会、業界関係者であ
る非常勤講師との講師会、キャリアセンタースタッフによる企業訪問、企業とタイアップして行うイベント等あらゆる機会を活用して、積極的に情報の提供を行つている。

(2)「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

※ (10)及 (11)について

カイドウインの工負
1日

宰 予受が 譜 7す る珀 目 |

(1)軍校 の オ肱t豊、日程 及 ひ 計 国 学 校 長 名 所 在 地 運 絡 先 学 校 の 沿 軍 建 字 の理 念 学 校 安 全 関連 保健 対 策

(2)各学科等の教育
支 人 力 法 疋 貝 仕 校 鉦 叡 刀り千 ユフム

~子
牛 盾 各 早 科叡 甫 日程 叡 科 日程 ンフハ ス 牛 栗遅 イ快判 冠基 手

取得する称号
(3〕 数冊歯 敦 H説 員 数

~子
硬 組 織 凹 教 員 の 実 績

産 字 連 積 教 育 キ ヤリア教 育 ロー ドマ ツフ 実 界 研 修 キ ヤ IJアセ ンター 献 冊 指 運

譜 偏 紹 介 題 外
~妄
字 研 修 部 君 動 軍 万 会 清 勧 腰 薬 界・行 政・11“燈 μの 極 終

(6,早生の生店更 f差 甲 逐 選 早 l力止 文 丁表 琥 月載文 被 健 康 文 f茂 早 賞 不日E灸 進 崎 究 貝 文 磯 文 磯 機 関 更 崚 希B度
~子
生 環

(7)字生細付釜・修 ~子更携 学 費 一 覧 字 責 サ ボー ト(奨字 金・教 育 ロー ン案 内・学 賢 分 割 納 入 制 度 等 )
(8)軍種の財≠3; 法 人 財 務 資 料
(9)軍稜評 4山 自己 点検・自己 評 価 と学校 関 係 者 評 価
(10)I主 I際揮事_その男丈況 留 早 生 :更帳 海 外 研 修 実 績

社 会・地 域 貫 献 (ポ ランテイア 活 動 )

(3)情報提供方法

Φ その他 ( ))

URL

公表時期 :随時



授業科目等の概要

(文化・教養専門課程 スポーツ科学科 アスレティックトレーナーコース)
分 類

授業科目名 授業科目概要

配
当

年
次

・
学

期

授

業

時

数

単

　

位

　

数

場所 教 員

企

業

等

と

の

連

携

必

　

　

修

選

択

必

修

自
由
選
提

講

　

　

義

演

　

　

習

実

験

・
実

習

・
実

技

校

　

　

内

校

　

　

外

尊

　

　

任

兼

　

　

任

O 英会話
国際化に対応できる日常英会話 を身につけるとともに
ローバルな感性を養 うことがてきる。

グ ヽ

前
30 2 ○ ○ ○

2 ○ コミュニケーンヨンスキル 対人援助職として必要なコミュニケーションを行うことがで
きる。

１

前
30 2 ○ ○ ○

3 O コンピュータ
ビジネス能力の一つ として、Microsoft off ceの 基礎技術を
修得することができる。

１

後
30 2 ○ O O

O 就職試験対策講座
就耳説活動て必要となるスキルとマナーを身につけ、就職活動
に活かすことができる。

２

前
30 2 O ○ O

O 機能的解割学
人体の構造や生理学的な仕組みを学習 し

構造や機能の説明をすることができる。
運動に関わる身体 １

前
30 2 ○ O ○

6 ○ 機能的解剖学 2
人体の構造や生理学的な仕組みを学習し、運動に関わる身体
構造や機能の説明をすることができる。

１

後
30 2 ○ O ○

○ スポーツ生理学
運動によつて生 じる体の変化や適応状態について基礎的な知
識を持ち、教育によって起 こる身体的機能変化を理解するこ
とができる。

１

一剛
30 2 ○ O ○

3 O スポーツ生理学2
運動によって生

識を持ち、教育
とができる。

じる
によ
体の変化や適応状態について基礎的な矢t
つて起 こる身体的機能変化を理解ずるこ

１

後
30 2 ○ ○ ○

9 ○ 発育発達
発達段階に応 した運動指導を学び、指導を行うことがてき
る。

１

後 30 2 ○ ○ ○

10 ○ 健康管理概論
健康づ くりや疾病予防の基礎的な知識の考え方を理解 し
代層に応 じた健康指導を説明することができる。

年 ２

前
30 2 O ○ O

O ボディケア ケアの基本的なテクニックを学び
践することができる。

ポディケアを身につけ実 １
前
30 2 O ○ ○

12 ○ スポーツ障害 運動によって生じる整形外科的障害を理解し
テーピングを実践することができる。

目的に応 した １
前 30 2 O ○ ○

○ スポーツ医学
スポーツ障害にもならず、内科的疾病を有する人々のスポー
ツ医学や築物の基礎知識をI里解 し、障害予防てのリハ ビリ
テーション、コンディショ三ングを修得することができる。

１

後
30 2 ○ ○ ○

14 O スポーツ心理学
た電動指導する際に心理学に関する科学的な専門知識を身につ
け、指導に活かすことができる。

１

前
30 2 〇 ○ O

15 ○ 体力測定法
体力の構成概念に基づいた各要素の知識を深めると共に、そ
れぞれの正しい体力測定法を理解 し、説明することができ
る。

１

前
30 2 ○ ○ ○ ○

O スポーツ栄養学
一般人の健康維持のための栄養  食事摂取の重要性を正 しく
理解 し、コンディシ ョニングと競技方向上を目指 した食事の
実践方法を説明することができる。

ヽ

前
30 2 ○ ○ ○

○ スポーツ栄養学2
一般人の健康維持のための栄養 食事摂取の重要性 を正 しく
理解 し、コンディショニングと競技力向上を目指 した食事の

実践方法を説明することができる。

１

後
30 2 ○ O ○

18 ○ スポーツ社会学
スポーツの歴史を学び、スポーツが社会へ及ぼす影響につい
て、読み解く力を身につけまとめることができる。

１

″償
30 2 ○ O ○



19 O プログラムデザイン 対象者別の トレーニングプログラムの作成方法を学び、作成
することができる。

１

後 30 2 〇 ○ ○

20 O スポーッパイォメカニクス
ス ポーツや日常生活にある動作を説明でき、スポーツ動作改
や障害の予防と関連付けることができる。

２

前 30 2 ○ O ○

○ スポーップログラミング
トレーエングの原則と効果、ウォーミングアップ、クーリン
グダウン、ストレッチの理論を説明することができる。

２

前 30 2 ○ ○ ○

22 O コーチング論
運動指導に必要な指導法や、コーチングにおける知識を学ぷ
と同時に、具体例を提示し実用的なコーチングスキルを身に
つけ、まとめることができる。

２

前
30 2 ○ O ○

23 O コンディショエング 身体の調整を行うための技術を身につけ、実際に身体調整を
することができる。

１

前
30 2 ○ ○ O

24 ○ フィットネスエクササイズ
エアロビック
ンディショニ

な運動の特性を理解し、正しいステップ・筋コ
ングの技術を身につけることができる。

１

前
30 2 O ○ O

25 ○ レジスタンス
トレーニング指導をするうえて必要な知識を学び、目的に応
したトレーニングの指導をすることができる。

１

前 30 2 O O O

26 ○ レジスタンス2 トレーニング指導をするうえで必要な知識を学び、目的に応
したトレーニングの指導をすることができる。

１

後
30 2 ○ ○ ○

27 O トレーニング科学 各種 ト
グ指導

レーニングの基礎知識、指導方法を学び、 トレーニン
をすることができる。

２

前
30 2 ○ ○ ○

28 ○ 水中運動指導法
水の特性を学び、対象者に応じた水中運動の指導法を学ぷと
ともに水泳の基本動作を指導することができる。

１

前 15 1 ○ ○ ○ ○

29 O 進路指導
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
の進路を考えることができる。

１

前
30 2 ○ ○ O

30 ○ 進路指導2
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
の進路を考えることができる。

１

後
30 2 ○ O ○

O 進路指導3
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
の進路を考えることができる。

２

前
30 2 ○ ○ O

32 ○ 進路指導4
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い
の進路を考えることができる。

自 ら ２

後 30 2 ○ ○ O

33 O ゼミ

現場活動を通して求められるスキルや▽インドを身につける
とともに、活動て起こる問題について討論を行い、現場力を
身につけることがてきる。

２

前
30 2 ○ ○ ○ O ○

34 ○ ゼミ2
現場活動を通 して求め られ るスキルやマイン ドを身につける
とともに、活動で起 こる問題について討論を行い、現場力を
身につけることができる。

２

後
30 2 ○ O O O O

O 進級制作
ゼミ活動を通して研究した成果についてまとめ
とおくできる。

発表するこ ２
前
30 2 ○ O ○ O

○ 卒業制作
ゼミ活動を通して研究した成果についてまとめ
とができる。

発表するこ ２
後
30 2 ○ ○ O

○ 業界研修
学習 した知識・技術を実践で用い、実践力や社会人基礎力を
身につけることができる。

１

後
60 2 ○ ○ O O

O インターンシップ インターンシップを通して職業観を養い、就職活動に活かす
ことがてきる。

２

前
60 2 ○ O ○ O O

39 ○ 専門実技演習
専門的な実習を通し、より専門性の高い指導や説明すること
ができる。

２

前
30 2 ○ O ○



40 ○ 専 P弓科目
さらに高めたい専門性について学ぷと同時に追求 し
指導力を向上させることができる。

矢ai哉 と ２
前
30 2 ○ △ O O

○ 専門科目2
さらに高めたい専門性について学ふと同時に追求 し
指導力を向上させることができる。

知識と ２
前
30 2 ○ △ O O

42 ○ 専門科目3
さらに高めたい専門性について学ぷと同時に追求し、知識と
指導力を向上させることができる。

２

後
30 2 ○ △ ○ O

43 O 専門科目4
さらに高めたい専門性
指導力を向上させるこ

について学ぷと同時に追求し、知識と
とができる。

２

後 30 2 ○ △ ○ O

44 O イベント・ボランティア活動
学内外て行われる様々なイベン トやポランティア活動を通 し
てリーダーシップ、フォローヮーシップを体得することがて
きる。

１

通

・
２

稲

60 2 ○ ○ O O

45 ○ 海外実学研修
海外の歴史や文化に触れ、国際的な感性を養う。また、施設
の見学を通して最先端の技術を学び、学んできたことへの理
解を深めることができる。

１

後 O ○ O

46 ○ 特別講義
業界で活躍 している特別講師を招き、最新の話題についての
講義を受け、理解を深めることがてきる。

１
通

・
２

涌

○ O O

47 O 健康運動実践指導者基礎講座

「健康運動実践指導者」資格を通して、積極的な健康づくり
を目的とした運動を安全かつ効果的に実践指導ができるよう
になる。

２

前
30 2 O ○ O

48 O 健康運動実践指導者筆記試験対策講座

「健康運動実践指導者」資格を通して、積極的な健康づくり
を目的とした運動を安全かつ効果的に実践指導ができるよう
な る

２

後
30 2 O O ○

49 ○ 健康運動実践指導者実技試験対策講座

「健康運動実践指導者」資格を通して、積極的な健康づくり
を目的とした運動を安全かつ効果的に実践指導ができるよう
になる。

２

後 30 2 ○ ○ ○

50 O アスリートフードマイスター
アスリートのパフォーマンスを最大化するための最適な食プ
ログラムを学び、クライアントに合わせた食事指導をするこ
とができる。

１

前 15 1 O O ○

5, ○ SAQインストラクター レベル 試ヽ験対策講座
スピードシステムや解割学的な視点から知識や動作を獲得
し、ョーチング視点を身につけることができる。

１

前
30 2 O ○ O

52 ○ 幼児体育指導者

子どもに身体を重力かす楽 しさや素晴らしさを伝えることがて
きる。理論  指導手順・ 手本・補助 を正 しく学び、自信 を
持つて指導できるスキルを身につけることができる。

１
通

。
２
通

15 1 ○ ○ ○

53 ○ FTPマ ットピラティス受験対策講座
身体の内側に意識 を集中させ、全身をバランスよく動か しな
が ら、身体の筋肉を鍛えゆがみのない柔軟性のあるしなやか
な身体を身につけ、指導することができる。

２

前
30 2 ○ O O

54 O ADI華記試験対策講座
集回を動かす指導力と実演力、様々なグループエクササィズ
に対応できる応用力を身につけることができる。

２

前 30 2 ○ ○ O

SS ○ ADI実故試験対策講座
集団を動かす指導力と実演力、様々なグループエクササィズ
に対応できる応用力を身につけることができる。

２

前 30 2 O O ○

56 O スキリレアップ 集団を動かす指導力と実演力、様々なグループエクササイズ
に対応できる応用力を身につけることができる。

２

前 30 2 O ○ O

57 ○ トレーエング指導者基礎講座
科学的根拠に基づ く適切な運動プElグ ラム を作成 指導する
ために必要な知識を修得 し、スポーッ選手や一般人を対象と
した トレーニング指導ができるようになる。

２

前 30 2 O O O

58 O トレーニング指導者受験対策講座
科学的根拠に基づ く適切な運動 プログラムを作成・指導する
ために必要な知識 を修得 し、スポーツ選手や一般人を対象 と
した トレーニング指導ができるようになる。

２

後
30 2 O ○ O

59 O スポーッシューフィッター
足の機能解剖や疾患の評価、治療に関
サイジング技術を修得。目的に合った
インツール選択のア ドバイスができる

する知識や形
正 しい シュー

ようになる。

態観察と
ズ選びと

１

後
16 1 O O O

60 ○ AT受験対策講座

専門的な医学矢a識 を有 し、競技者の健康管理、スポー ツ障
害・外傷の予防、救急処置 、アス レティック リハ ビリテー
ション及び体カ トレーエング、コンディショエングなどがで
きるようになる。

１

後 30 2 O O O



61 〇 AT受験対策講座 2

専門的な医学知識 を有 し、競技者の健康管理、スポー ツ障
害・ 外傷の予防、救急処置、アス レテ ィック リハ ビリテー
ション及び体カトレーニング、コンディショエングなどがて
きるようになる。

２

前
30 2 ○ ○ O

62 ○ AT受験対策講座 9

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、スポーツ障
害 外傷の予防、救急処置、アスレティックリハビリテー
ション及び体カトレーニング、コンディショニングなどがで
きるようになる。

２

後
30 2 ○ ○ ○

○ AT受 験対策講座4

専門的な医学知識を有 し、競技者の健康管理、スポーツ,、首

害 ,外 傷の予防、救急処置、アスレティックリハビリテー
ション及び体カ トレーニング、コンディショニングなどがで
きるようになる。

２

後
30 2 ○ O O

64 ○ AT実技対策講座

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、スポーツ障
害・外傷の予防、救急処置、アスレティックリハビリテー
ション及び体カトレーニング、コンディンョエングなどがで
きるようになる。

２

後 30 2 ○ ○ O

65 O RF受験対策講座
バーベルとプレー トを使用した
論に基づく、全身の筋方向上を
ムの指導ができるようになる。

アスレチックトレーニング理
目的とした画期的なプログラ

２

前 30 2 O ○ ○

66 O RF受験対策講座 2
バーベルとプレー トを使用したアスレチックトレーエング理
論に基づく、全身の筋力向上を目的とした画期的なプログラ
ムの指導がてきるようになる。

２

後
30 2 ○ ○ O

67 O リトモス受験対策講座
各種の
シ、ジ
になる

ダンス (ヒ
ヤズ、アラ

ツプホツプ、ラテン、ダンス、サルサト
ビアン、レゲトン)レ ッスンがてきるよう

２

後
30 2 O O ○

68 ○ 健康予防管理専門士受験対策講座
年齢・性別や生活習慣に合わせて健康管理・指導
防を実施する知識と具体的方法を講じることがで
なる。

など一次予
きるように

１

後
30 2 ○ ○ ○

69 ○ 健康予防管理専門士受験対策講座 2
年齢・性別や生活習慣に合わせて健康管理・指導など一次予
防を実施する知識と具体的方法を講じることができるように
なる。

２

前 15 1 ○ ○ ○

70 ○ NSCA受 験対策講座
年齢・性別・経験を間わず幅広い層に対して トレーエング指
導を行うため、 トレーニングの知識に加え、医学的、運動生
理学的な専門知識とトレーニング指導ができるようになる。

２

前
30 2 ○ ○ ○

,1 O NSCA受験対策講座 2
年齢・性別 。経験を問わず幅広い層に対して トレーニング指
導を行うため、 トレーエングの知識に加え、医学的、運動生
理学的な専門知識とトレーニング指導がてきるようになる。

２

後
30 2 ○ ○ O

72 O MOSスペシャリスト受験講座 ビジ
うに
ネ
な
スシーンで必要となるパソコンスキルを惨得できるよ
る。

２

前
30 2 O ○ ○

73 O MOSスペシャリスト受験講座 2 ビジネスシーンで必要となるパソコンスキルを修得てきるよ
うになる。

２

後
30 2 ○ ○ O

O 救急法
人工呼吸や心臓マッサージの方法、 AED(自 動体外式除細
動器 )を 用いた除細動などを修得できるようになる。

１

後
30 2 ○ O O

75 ○ アスレティックトレーナー論
スポーツ環境におけるアスレティックトレーナーの役割とそ
の業務を具体的に説明することができる。

，

一削
30 2 ○ ○ O

76 O スポーツ整形外科学
アス
外傷
レティック トレーナーが活動を行う上で必要なスポーツ
・障害について適切な対処ができる。

１

前
30 2 ○ ○ O

○ ピラテイス 体幹を中心に身体の動き
ニング方法を学び、実践

を作り出すストレッチング トレー
てきる。

ヽ

前
30 2 O ○ ○

78 ○ スポーツ障害2 運動によ
テービン

って生じる整形外科的障害を理解し、目的に応した
グができる。

１

後 30 2 ○ ○ O

○ スポーツ整形外科学2
アスレティックトレーナーが活動を行う上で必要なスポーツ
外傷・障害について適切な対処ができる。

１

後 30 2 O ○ O

80 ○ スポーツ心理学2
心理学に関する科学的な専門知識を身につけ、主と
ポーツと人間形成や行動規範などの指導に生かすこ
る。

し
と
てス
ができ

１

後
30 2 O O O

○ コンディショニング演習
コンデ
学び、
る。

ィショニング評価の必要性を理解 し、その評価方法を
評価に適 した トレーニング計画の立案、設計ができ

１

後
30 2 ○ ○ O



82 O スポーツ内科学
内牡載器官などの疾患の病態、症状について認識できるように
なるとともに、運動時の対応策 (運動許可の条件を含む)、
処置、予防策を講しることができる。

１

後 30 2 ○ ○ ○

83 ○ 応急処置
救急処置を実施する者は正しい知識とモラルを十分に持つ必
要があることを理解し、救急処置を実施する上て必要となる
基本的な留意点について理解てきる。

２

前 30 2 ○ O ○

84 ○ ′貝l定評十]11

機能評価のプロセスを説明できるようになり、機能評価に必
要な検査測定の項目をあげることができる。機能評価におけ
る検査測定結果を解釈し、運動機能に関する問題点を抽出で
きる。

２

前
30 2 ○ ○ ○

85 ○ アスレティックリアヽビリテーション
アスレティックリハビリテーションの概要 (目 標、
係職種と役割、考慮すべき事項等)について理解し
テイックリハビリテーションを講じることができる。

過程、関
アスレ

２

前
30 2 ○ ○ ○

○ コンディショエング演習2
コンディショニング評価の必要性を理解し、その評価方法を
学び評価に適した トレーニング計画の立案、設計ができる。

２

前
30 2 ○ ○ ○

87 ○ トレーナー講座
コンディショニング評価の必要性を理解し、その評価方法を
学び評価に適した計画の立案、設計がてきる。

２

前
30 2 ○ ○ ○

88 ○ アスレティックリハビリテーション2
アス レティックリハ ビリテーションの概要 (目 標、
係職種 と役割、考慮すべき事項等)について理解 し
ティックリハビリテーションを講 じることができる。

過程、関
、アスレ

２

後 30 2 O ○ O

89 ○ 測定評価2

機能評価のプロセスを説明できるようになり、機能評価に必
要な検査測定の項目をあげることができる。機能評価におけ
る検査測定結果を解釈し、運動機能に関する問題点を抽出て
きる。

２

後 30 2 ○ O ○

90 ○ アスレティックリハビリテーション3
アスレティックリハビリテーシヨンの概要 (目 標、過程、関
係職種と役割、考慮すべき事項等)に ついて理解し、アスレ
ティックリハビリテーションを講じることができる。

２

後
30 2 ○ ○ ○

91 ○ ポディケア2 ケアの基本的なテクニックを学び、ボディケアを身につけ実
践できる。

２

後 30 2 O ○ ○

92 ○ アスレティックトレーナー実習
実際のスポーツ現場における実習を通 して、アスレティック
トレーナーとしての技術を身につけることができる。

―

通

・

２

桶

180 6 ○ ○ ○

92 科目 179     J

卒業要件及び履修方法 授業期間等

卒業要件
当・該学年において、履惨すべき学科目のうち、履修を認定されない学科目 (不合格)が 1科 目以上あれば卒業できな
い。また、履惨すべき学科目のいずれかについて、出席回数が総授業倒数の 3分の 2未満の者は卒業できない。

1学年の学期区分 2期

履修方法
講義 演習・実技・実習のいずれかにより、またはこれらの併用により行う。選択必修科目と自由選択科目を履惨
し、各科目66 796以上の出席し試験等による60点以上の評定で単位取得する。 1学期の授業期間 15週

(留意事項 )
 ヽ 一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実校のうち二以上の方法の併用により行 う場合
については、主たる方法についてOを 付し、その他の方法について△を付すこと。
2 企業等との連携については、実施要項の 3(3)の 要件に該当する授業科目について○を付すこと。



(別紙様式4)

令和 6年 8月 91日

職業実践専門課程等の基本情報について

福岡医健・スポーツ専門学校 平成14年 4月 1日 古谷野 潔 (住所 )
(電話 )

8司 Z― O032
福岡県福岡市博多区石城町7番30号
092-262-2119

学校法人 滋慶学園 昭和58年 12月 23日 浮舟 邦彦 (住 所 )

`雷

貢吾)

134-0084
東京都江戸川区東葛西 6丁 目16番 2号
03-5878-3311

文化・教養 文化・教養専門課程 (スポーツトレーナーコース) 平成16(2004)年 度 平成26(2014)年 度

学科の目的
一般の方からトップアスリートまでスポーッ選手を中心に、トレーニング指導、コンディシヨニングの維持管理、傷害の予防・処置、リハビリテーションなどを
行える人材を育成する。

1 学科の特徴|―
(とな教育内容tttЧ
得可能な資権 1等 )

<主な教育内容>
スボーツ業界から求められる即戦力を養うため、産学連携教育を柱として人材育成を行い、目標とする資格取得を目指す。
く取得可能な資格>
SAQイ ンストラクターレベル1、 NSCA一 CPT、 健康予防管理専門士、健康運動実践指導者、トレーエング指導者、ラディカルパワー、ADI

修業年限 ■ 議義 実験 実技

2 ※単位時間、単位いずれ
力Чこ君己入

1,700単 位時間 1.365単位1寺間

単 位

1.380単 位時間 300単 位時間

単 位

0単位時間

単 位

o単位,寺問

単位 単位 単位

生徒総定員 留学生害ll合(B/Al. 中退率

38  人 人 0   % 3   
“

(令和  5  年度卒深者に円する令和6年 5月 ]口 Pf点 の‖苓t)
■主な就職先、業界等

(令和5年度卒業生)

スポーツクラブ スポーツ施設 整骨院

160 人の内数

就職等の状況

第二者による
学校評価

評価団体 受審年月
評mi詰引tを ,も

'1、

した
オームベージURL

当=該学科の
ホームページ
URL

littps¨ 塑生Ourse/sponsl sc■ 嘘 /

企業等と連携した
実習等の実施状況―

(A、 Bいずれか
に記入)

(A:単位時間による算定 )

(B:単位数による算定 )

総単位数 単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

3045単 位時間

うち企桑等と速携した実験 ,実督・実校の授業時数 60単位時間

うち企菜等と連携した演習の授業時数 30単位時間

765単位時間

0単位時間

うち必修授業鋳敬

30単位時間

(う ち企業等と連携したインターンシップの授業時数) 0単位時間

教員の属性 (専任

教員について記
入 )

① 専修学校の導F弓と黒程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者てあって、当骸専
円漂程の修業年限と当と寃素務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

(専修学校設置基準第41条第 1】貫毎 I号 ) 0人

② 学との学位を有する者等 (専修学校設置基準第41条第 1項第2号 ) 3人

③ 高等学校教諭等経験者 (専修学校設置基準第41条第 1項黛3号 ) 0人

④ 修との学位又は専門職学位 (専修学校設置基準第4,条第 1項第4号 ) 0人

⑤ その他 (専修学校設置基準第41条第 lI員算6号 ) 2人

計 5人

上記①～⑤のうち、実務家教員 (分野におけるおおむね5年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定)の数

4人



1「専攻分野に関する企業、団体等 (以下「企業等」という。)との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編成を行つていること。」関係

(1)教育課程の編成 (授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。)における企業等との連携に関する基本方針

業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体の役職員及び実務に関する知識、技術、機能について知見を有する企業の役職員が
参画する教育課程編成委員会を年2回実施し、業界の動向や変化、それに伴うニーズや必要な人材像を把握すると共に、実施している授業やカリキュラム等を各委員に
検証してもらいアドバイスや意見を頂く。また、教員による実習先訪問や就職担当による企業訪間を通して更なる情報収集を図る。それらを十分に生かしつつ、カリキュ
ラムや授業方法の改善、授業科目の開設等を図り、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施する。

(2)教育課程編成委員
※教育課程の編成に関する

会等の位置付け
意思決定の過程を明記

教育課程の編成は、理事会の下に設置された教育課程編成委員会において討議した内容を十分に考慮したうえで、学科会議において編成を行うものとし、委員会の
適切な運営は理事会が担保することになつている。また、教員組織規則において、「委員会の審議を通じて示された企業等の要請その他の情報、意見を十分に生かし、
実践的かつ専門的な職業教育を実施する教育課程の編成に努める」ことが明記され、この定めに従つて委員会を運営する。(以下図により、編成意思決定の過程を示
す)

(教育課程編成委員会 )

日an:計 画

(学校・学科 )

Do:実行

(教育課程編成委員会)
Check!チェック

(学校・学科 )

Ac●on:改 善

名  前 所    属 任   期 種  別

前田 弘 公益財回法人 日本サッカー協会 医学委員会委員 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) ①

安積 研二 AcrOBats株式会社 取締役会長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (呵 年) ③

土本 佳正
福岡医健・スポーツ専門学校
事務局長・スポーツ科学科 学科長

令和6年 4月 1日 ～令和7年3月 3¬ 日(1年 )

古谷野 潔 福岡医健・スポーツ専門学校 学校長 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

河口 青児 福岡医健・スポーツ専門学校 冨J校長・教務部長 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

松原 敏昭 福岡医健・スポーツ専門学校 教務事務部長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

(3)教育課程編成委員会等の全委員の名簿

令和6年 4月 1日 現在

※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
(当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別のオ巨司は「一」を記載してください。)
①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
地方公共団体等の役職員(1企業や関係施設の役職員は該当しません。)
②学会や学術機関等の有識者
③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

(4)教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

(年間の開催数及び開催時期)

教育課程編成委員会は年2回開催し、第 1回 目を毎年5月 、第2回 目を翌年1月 に実施している。今年度開催 (予定)日 時は以下の通り。また、委員会欠席委員に対し
ては個別に意見聴取を行うなど、必要に応じて、適宜適切に分科会等を開催する場合がある。

(開催日時(実績))
第1回 令和 6年 5月 17日 司5:30～ 17:00
第2回 令和 7年 1月 24日 13:00～ 15:00(予定)

(5)教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

専門学校の役割は「各種資格の合格率をあげること」「一つでも多くの資格を取得させること」「希望する仕事・産業界に就職させること」などの意見を多くの委員から頂
いた。
特にAT資格は、医療系国家資格ではないが医療系国家資格よりも難しく価十直は高いので、AT資格の合格率を上げることが重要との意見を頂いた。そこで、通常授業
以外の空いた時間に補講として過去問題をひたすら解く機会を設けると共に、AT理論試験突破に向けた合宿を計画している。また、「やる気スイッチ」・「現場での楽し
さ」などモチベーションを高めていくことにも努めている。
また、良い就職を勝ち取る為には実践力の強化が重要である旨のアドバイスを頂いたので、現場経験の積み重ねや実習の強化として、ソフトバンクホークスでの実習、
女子サッカー福岡」・アンクラスやアメリカンフットボール福岡SUNSでの活動等年間通したゼミ活動の展開などの改善を図つている。



本検は、「学校と業界が協力をして、業界が求める即戦力の人材を育成し、業界に送り出す」という「産学共同教育」を開校以来実践してきた。即戦力としての職業大教
育を行うため、業界と連携して専門知識・技術、人間力を有した人材育成を行つている。このため、特に実習・演習科目に於いては、現場の第一線で活躍するプロに非常
勤講師を依頼するなど、授業内容を業界関係者と共に企画立案し、その実施及び達成度評価を行つている。

(2)実習・演習等における企業等との連携内容

連携企業等と講師業務委託契約を交わした上で、現場の第一線のプロが非常勤講師として授業を行つている。学校と非常勤講師が協議して作成したシラバスを基に
授業は進行され、成績評価は毎授業での到達目標達成度及び学期ごとに行う定期試験の結果をもつて総合的に評価される。また、担当非常勤講師と学科専任教員は
常に連携を密にし、情報を共有しながら授業運営に係る問題解決や授業改善に協力して取り組んでいる。
更に、業鼻研修・臨床実習等を実施し、企業等の指導担当者の下、現場体験を深め即戦力としての更なる知識・技術の習得に努めている。実習実施前の協議を徹底
すると共に、教員による実習巡回を通して指導担当者と教員の連携・情報共有を図り、協力体制を強化して教育効果の向上に努めている。

(1)実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

(3)具体的な連携の例※科目数については代表的な5科目について記載。

1【検内】企業等から
の講師が全ての授業体力測定法 計1施設

業 界 研 修
3【校外】企業内実習
(4に該当するものを

学習した知識・技術を実践で用い、実践カ
や社会人基礎力を身につけることができ

加野病院、スポーツクラブNAS博多、ゴールドジム博多リバレイン、
セントラルウェルネスクラブ24野問大池、スポーツクラブエスタクオ

体力の構成概念に基づいた各要素の知識
を深めると共に、それぞれの正しい体力測 株式会社ライコ

を主担当

リア千早+24 他 計10施設る除く。)

定法を理解し、説明することができる。

3r企業等と連携して、教員に対し、尊攻分野における実務に関する研修を組織的に行つていること。j関係

学国の定める教職員規定において、専門技術・知識の向上、授業内容・教育技法の改善、クラス運営力の向上、マネジメント能力や指導力の向上などを研修の目的と
して、職歴や能力・経験、職責、担当業務に合わせて、定期的・継続的に業界と連携して研修を実施している。企業・業界団体等が開催する研修会や講習会に専任教員
を計画的に参加させ、業界の変化やニーズを的確に把握すると共に、最新の技術・矢日識の習得に努めている。

(1)推薦学科の教員に対する研修・研究 (以下「研修等」という。)の基本方針

※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

(2)研修等の実績

⑦専攻分野における実務に関する研修等

研修名 :健康運動実践指導者養成検養成講座主任教員研修会
主 催 :公益財回法人 健康・体力づくり事業財団
実施日:令和6年 3月 13日

参加者 :スポーツ科学科専任教員2名
内 容 :健康運動実践指導者資格に関わる実務内容 (テキスト改訂/評価総括/R6年認定試験実施計画など)について
②指導力の修得・向上のための研修等

研修名〔キャリア教育インストラクター研修
主 催 :滋慶教育科学研究所
実施日:令和6年 1月 19日
参加者 :スポーツ科学科専任教員1名
内 容 :キャリア教育を実践するための指導法や評価法について
(3)研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等

研修名
主 催
実施日
参加者
内 容

第13回 日本アスレティックトレーニング学会
日本アスレティックトレーニング学会
令和6年 9月 14・ 15日
スポーツ科学科専任教員1名
アスレティックトレーニングを支える経験・研究・教育の連携

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名:2024年度 FDミクロレベル研修 I
主 催 :滋慶教育科学研究所
実施日:令和6年4月 12日
参加者 :スポーツ科学科専任教員2名
内 容 :学生変化に沿つた教授法の基本 (マインドとスキル)を習得



4「学校教育法施行規則第189条において準用する同規則第67条に定める評価を行い、その結1果を公表していること。また、評価を行うに当たつては、当該専修学校
の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

(1)学校関係者評価の基本方針

「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、学校関係者として、卒業生、保護者、地域住民、高等学校、企業により構成される学校関係者評価委員会を組織
し、この委員会が、学校が行つた自己点検・自己評価の内容を審議・評価して、様々な角度からアドバイスや支援を行うことを通して、学校運営の改善に活用することを
方針とする。

(2)「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

(1)教育理念・目標 教育理念・目的・育成人材像

(2)学校運営 学校運営

(3)教育活動 教育活動

(4)学修成果 教育成果

(5)学生支援 学生支援

(6)教育環境 教育環境

(7)学生の受入れ募集 学生の募集と受け入れ

(8)財務 財務

(9)法令等の遵守 法令等の遵守

(10)社会貢献・地域貢献 社会貢献

(11)国際交流

10 11 について

(3)学校関係者評価結果の活用状況

運営部長を始め、学校長、事務局長、教務部長、学科長等で共有し、全スタッフに周知して、多岐に渡る学校運営の改善に努めている。特に、日々の学校運営の中で
直ちに改善・対応が可能なことは、学校長の指導の下、学校全体に係る事案は事務局長・教務部長が中心となり速やかに改善に取り組み、学科に係ることは学科長が
中心となり速やかに改善を図つている。また、改善に新たな予算確保が必要な案件は事務局長が中心となって次年度に向けて予算組を行い、改善を図つている。加え
て、学則変更等が必要な案件は、学校長の指導の下、教務部長が中心となって学則変更手続きを行いながら改善を図つている。
学校関係者評価委員会を開催し、文部科学省が策定した「専修学校における学校評価ガイドライン」に沿って実施した昨年度の学校自己点検報告書について、当校に
関係の深い13名 の学校関係者評価委員に評価していただき、各項目について概ね「優れている」との評価を頂いた。また「入学定員の充足」「中途退学者の低減」「地
域との交流を更に深める」など多くのご意見を頂いた。
学校のリーダー会議、学科会議、全体会議などでこれらの意見を共有し、検討・環境整備に取り組んでいきます。

(4)学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名  前 所    属 任   期 種   別

村田 栄治 村田整骨院 院長 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (柔道整復科 )

要  信義 要
'成

灸院 院長 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (¬ 年) 業 等 委 員 (鍼 灸 科 )

橋本 修二 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (救急救命公務員科 )

福田 智 医療法人 せと山荘クリニック 統括部長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 業等委員 (理学療法科 )

丸田 淳司 医療法人誠和会 牟田病院 医療部門科長 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (作業療法科 )

案西 浩平 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (歯科衛生士科 )

平野 千恵美 医療法人相生会 宮田病院 看護師長 令和6年 4月 呵日～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企 業 等 委 員 (看 護 科 )

安積 研二 取締役会長 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(スボーツ科学科)

中西 祐介 会社サンドラッグ 人事部採用課主任 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企 業 等委 員 (薬 業科 )

谷国 貴隆 スポーツ科学科 卒業生 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 卒 業 生 代 表

冨崎 尚美 生 (↑1費灸科3年 )保護者 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 保 護 者 代 表

清輔 正孝 県立香椎高等学校 校長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 高 等 学 校 関 係 者

戎崎 淳― 多区大浜公民館 館長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 地 域 関 係 者

(5)学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

広報誌等の刊行物 。その他 ( ))

URL:https://wwwiken acjp/schoo1/pub ic― infO/

公表時期 :令和6年 5月 31日

ムペー



31T企1業等との連携1及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校め教育活動その他の学校運営の状況に関する情報を提供していることと」関係

(呵 )企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

学校で毎年定める事業計画の実行方針で提起された目標 (カリキュラムのイノベーション、中途退学率の低減、就職100%、 国家試験合格率100%等 )を具現化するため
に、企業等からヒアリングを行い、業界の動向を踏まえた実行計画を作成している。その為にも、学校の方針や考え方に加え、様々な詳細情報を十分に理解して頂いた
上で、意見やアドバイス、支援を頂くことが重要となる。企業等への具体的な情報提供方法としては、学校関係者評価委員会や教育課程編成委員会、業界関係者であ
る非常勤講師との講師会、キャリアセンタースタッフによる企業訪間、企業とタイアップして行うイベント等あらゆる機会を活用して、積極的に情報の提供を行つている。

(2)「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

※ (10)及 (11)については任意記載。

(2)各学科等の教育

(3)

その他 (

URL:httpsノ /www

公表時期 :随時

))



授業科目等の概要

(文化・教養専門課孝星 スポーツ科学科 スポーツ トレーナーコース )
分類―

授業科目名 lス
風業科目概要

配
当

年

次

・
学

期
‐

授

業

時

数

単

　

位

　

数

授業方法 場所 教員
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業

等
と

の
連

携

必

　

　

修

選

択

必
修

自

由

選

択

講

　

　

義

演

　

　

習

実
験

・
実

習

・
実

技

校

　

　

内

検

　

　

外

専

　

　

任

兼

　

　

優

○ 英会話
国際化に
ローパル

対応できる日常英会話 を身につけるとともに、グ
な感性を養 うことができる。

１

前
30 2 O O O

2 ○ コミュニケーションスキ,レ 対人援助職として必要なコミュニケーションを行うことがで
きる。

１

前
30 2 ○ ○ ○

3 O コンピュータ
ビジネ
惨得す

ス能力
ること
の一
がで
つとして、M crosoft officeの 基礎技術を
きる。

１

後
30 2 ○ ○ ○

4 ○ 就職試験対策講座
就職活動で必要となるスキルとマナーを身につけ、就職活動
に活かすことができる。

２

前
30 2 O O ○

5 ○ 機能的解剖学
人体の構造や生理学的な仕組みを学習し、運動に関わる身体
構造や機能の説明をすることができる。

１

一削
30 2 ○ ○ ○

O 機能的解剖学2
人体の構造や生理学的な仕組みを学習し、運動に関わる身体
構造や機能の説明をすることができる。

１

後
30 2 O ○ O

○ スポーツ生理学
運動によって生じる体の変化や適応状態について基礎的な知
識を持ち、教育によって起こる身体的機能変化を理解するこ
とができる。

１

前
30 2 O O O

○ スポーツ生理学2
運動によつて生 じる体の変化や適応状態について基礎的な知
識を持ち、教育によって起 こる身体的機能変化を理解す るこ
とができる。

１

後
30 2 ○ ○ 〇

9 ○ 発育発達
発達段階に応 した運雲力指導を学び、指導を行うことができ
る。

１

後
30 2 ○ ○ ○

10 ○ 健康管理概論
健康づ くりや疾病予防の基礎的な知識の考え方を理解 し、年
代層に応 した健康指導を説明することができる。

２

前
30 2 ○ O ○

○ ボディケア
ケアの基本的なテクニックを学び、ボディケアを身につけ実
践することができる。

１

前
30 2 O O ○

12 O スポーツ障害 運動によつて生じる整形外科釣障害を理解し、目的に応じた
テーピングを実践することができる。

１

前 30 2 O ○ O

○ スポーツ医学
スポーツ障害にもならず、内科的疾病を有する人々のスポー
ツ医学や薬物の基礎知識を理解し、障害予防でのリハビリ
テーション、コンディンョニングを修得することがてきる。

１

後
30 2 ○ O O

O スポーツ心理学 運動指導する際に心理学に関する科学的な専門知識を身につ
け、指導に活かすことができる。

１

前
30 2 O O ○

○ 体力測定法
体力の構成概念に基づいた各要素の知識を深めると共に、そ
れぞれの正しい体力測定法を理解 し、説明することができ
る。

ヽ

前
30 2 ○ ○ O O

○ スポーツ栄養学
一般人の健康維持のための栄養 食事摂取の重要性 を正 しく
理解 し、コンディシ ョニングと競技力向上を目指 した食事の
実践方法を説明することができる。

ヽ

一剛
30 2 ○ ○ O

17 ○ スポーツ栄養学2
一般人の健康維持のための栄養 食事摂取の重要性 を正 しく
理解 し、コンディショニングと競技力向上を目指 した食事の
実践方法を説明することができる。

ヽ

後
30 2 ○ ○ O

18 ○ スポーツ社会学
スポーツの歴史を学び、スボーッが社会へ及ぼす影響につい
て、読み解 く力を身につけまとめることができる。

１

後
30 2 O ○ ○



19 ○ プElグラムデザイン 対象者別のトレーニングプログラムの作成方法を学び、作成
することができる。

１

後
30 2 ○ O O

20 O スポーツパイオメカニクス
スポーツや日常生活にある動作を説明でき、スポーツ動作改
善や障害の予防と関連付けることができる。

２

前
30 2 O ○ 〇

21 O スポーップログラミング
トレーニングの原則と効果、ウォーミングアップ、クーリン
グダウン、ス トレッチの理論を説明することができる。

２

前
30 2 O O ○

22 ○ コーチング論
運動指導に必要な指導法や、コーチングにおける知識を学ぷ
と同時に、具体例を提示し実用的なコーチングスキルを身に
つけ、まとめることができる。

２

前
30 2 ○ O O

23 O コンディショニング 身体の調整を行うための技術を身につけ、実際に身体調整を
ずることができる。

ヽ

前 30 2 ○ ○ ○

24 O フィットネスエクササイズ
エアロビックな運動の特性を理解し、正しいステップ・筋コ
ンディショニングの技術を身につけることができる。

１

前 30 2 O O O

25 ○ レジスタンス トレーニング指導をするうえで必要な知識を学び、目的に応
した トレーエングの指導をすることができる。

１

前
30 2 O O O

O レジスタンス2
トレーニング指導をするうえで必要な知識を学び
した トレーニングの指導をすることができる。

目的に応 １

後
30 2 ○ O ○

27 ○ トレーニング科学 各種 トレーニングの基礎知識、指導方法を学び、 トレーニン
グ指導をすることができる。

２

前 30 2 O ○ ○

28 ○ 水中運動指導法
水の特性を学び、対象者に応じた水中運動の指導法を学ぶと
ともに水泳の基本動作を指導することができる。

１

前
15 1 O ○ O ○

29 ○ 進路指導
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
の進路を考えることができる。

１

前 30 2 ○ ○ O

○ 進路指導 2
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い
の進路を考えることができる。

自 ら １

後 30 2 ○ ○ O

31 O 進路指導3
業界研修、
の進路を考

就職活動、資格取得に向けての準備を行い
えることができる。

自 ら ２

前 30 2 O ○ O

32 ○ 進路指導4
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
の進路を考えることができる。

２

後
30 2 ○ ○ ○

33 ○ ゼミ

現場活動を通して求められるスキルやマイ
とともに、活動で起こる問題について討論
身につけることができる。

ンドを身につける
を行い、現場力を

２

前 30 2 ○ O ○ ○ ○

34 ○ ゼミ2
現場活動を通して求められるスキルやマインドを身につける
とともに、活動で起こる問題について討論を行い、現場力を
身につけることができる。

２

後 30 2 ○ O O ○ ○

35 ○ 進級制作
ゼミ活動を通して研究した成果についてまとめ、発表するこ
とがてきる。

２

前 30 2 ○ O O O

36 O 卒業制作
ゼミ活動
とができ
を通して研究した成果についてまとめ、発表するこ
る。

２

後
30 2 O ○ ○

37 O 業界研修
学習 し

身につ
た知識・
けること

技術を実践で用い、実践力や社会人基礎力を
ができる。

１

後 60 2 O O O ○

38 ○ インターンシップ イン
こと
ターンシップを通して職業観を養い、就職活動に活かす
ができる。

２

前
60 2 ○ ○ ○ 〇 O

O 専門実技演習
専門的な実習を通し、より専門性の高い指導や説明すること
ができる。

２

前 30 2 ○ ○ O



40 O 専門科目
さらに高めたい専門性について学ぷと同時に追求し
指導力を向上させることができる。

矢a識 と ２
前
30 2 ○ △ O O

41 O 専門科目2
さらに高めたい専門性について学ぷと同時に追求し
指導力を向上させることができる。

知識と ２
前 30 2 O △ 〇 ○

42 O 専門科目3
さらに高めたい専門性について学ぶと同時に追求し
指導力を向上させることができる。

矢ΠE就と ２
後 30 2 ○ △ ○ ○

43 ○ 専門科目4 さらに高めたい専門性について学らtと 同時に追求し、矢a識 と
指導力を向上させることができる。

２

後
30 2 O △ O O

44 ○ イベント・ポランティア活動
学内外で行われる様 な々イベントやポランティア活動を通し
てリーダーシップ、フォローヮーシップを体得することがで
きる。

１
通

・
２
嶺

60 2 O O ○ ○

45 O 海外案学研修
海外の歴史や文化に触れ、国際的な感性を養 う。また、施設
の見学を通 して最先端の技術を学び、学んできたことへの理
解を深めることができる。

１

後
時敷による O O O

46 O 特別講義
業界て活躍している特別講師を招き、最新の話題についての
講義を受け、理解を深めることができる。

１
通

。
２
漏

O ○ O

47 ○ 健康運動実践指導者基礎講座

「健康運動実践指導者J資格を通して、積極的な健康づくり
を目的とした運動を安全かつ効果的に実践指導ができるよう
になる。

２

前
30 2 O ○ O

48 ○ 健康運動実践指導者筆記試験対策講座

「健康運動実践指導者」資格を通して、積極的な健康づくり
を目的とした運動を安全かつ効果的に実践指導ができるよう
になる。

２

後 30 2 O ○ O

49 O 健康運動実践指導者実技試験対策講座
「健康運動実践指導者」資格を通して、積極的な健康づくり
を目的とした運動を安全かつ効果的に実践指導ができるよう
になる。

２

後
30 2 ○ ○ O

50 ○ アスリートフードマイスター
アスリー
ログラム
とができ

卜のパフォーマンスを最大化するための最適な食
='を学び、クライアントに合わせた食事指導をするこ

る。

１

前 15 1 O ○ ○

5, O SAQインストラクター レベル 1試験対策講座
スピードシステムや解剖学的な視点から知識や動作を獲得
し、コーチング視点を身につけることができる。

１

前
30 2 ○ O O

52 ○ 幼児体育指導者
子どもに身体を動かす楽しさや素晴らしさを伝えることがで
きる。理論・指導手

'侵

・手本・補助を正しく学び、自信を
持つて指導できるスキルを身につけることができる。

１
通

・
２
通

15 1 O ○ O

53 ○ F「Pマットピラティス受験対策講座
身体の内側に意識を集中させ、全身をバランスよく動か しな
がら、身体の筋肉を鍛えゆがみのない柔軟性のあるしなやか
な身体を身につけ、指導することができる。

２

前 30 2 O ○ ○

54 O ADI筆記試験対策講座
集団を動かす指導力と実演力、様々なグループエクササィズ
に対応できる応用力を身につけることができる。

２

前
30 2 O O O

5S O ADI実技試験対策講座
集団を動かす指導力と実演力、
に対応できる応用力を身につけ

様々なグループエクササィズ
ることができる。

２

前
30 2 ○ O O

56 ○ スキルアップ 集団を動かす指導力と実演力、様々なグループエクササィズ
に対応できる応用力を身につけることができる。

２

前
30 2 O O ○

57 O トレーニング指導者基礎講座
科学的根拠に基づく適切な運動プログラムを作成 指導する
ために必要な知識を修得し、スポーッ選手や一般人を対象と
した トレーニング指導ができるようになる。

２

前
30 2 O O ○

58 ○ トレーニング指導者受験対策講座
科学的根拠に基づく適切な運動プログラムを作成 指導する
ために必要な知識を修得し、スポーッ選手や一般人を対象と
した トレーニング指導ができるようになる。

２

後 30 2 O ○ ○

59 ○ スポーツシューフィッター
足の機能解割や疾患の評価、治療に関する知識や形態観察と
サイジング技術を修得。目的に合った正 しいシューズ選びと
インツール選択のア ドバイスができるようになる。

１

後 15 1 O ○ O

60 O AT受験対策講座

専門的な医学知識を有 し、競技者の健康管理、スポーツ障
害・外傷の予防、救急処置、アスレティックリハビリテー
ション及び体カ トレーニング、コンディショニングなどがで
きるようになる。

１

後
30 2 ○ O O



○ AT受験対策講座 2

専門的な医学知識を有 し、競技者の健康管理、スポーツ膊
害 外傷の予防、救急処置、アスレティックリハビリテー
ション及び体カ トレーニング、コンディショニングなどがで
きるようになる。

２

前 30 2 ○ ○ ○

O AT受験対策講座 3

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、スポーツ障
害・外傷の予防、救急処置、アスレティックリハビリテー
ション及び体カ トレーニング、コンディショニングなどがで
きるようになる。

２

後 30 2 ○ O ○

O AT受験対策講座4

専門的な医学知識を有 し、競技者の健康管理、スポーツ鱒
害・外傷の予防、救急処置、アス レティックリハビリテー
ション及び体カ トレーニング、コンディショニングなどがで
きるようになる。

２

後
30 2 O ○ ○

64 ○ AT実 技対策講座

専門的な医学知識を有 し、競技者の健康管理、スボーツR申
害・外傷の予防、救急処置、アス レティックリハビリテー
ション及び体カ トレーニング、コンディショニングなどがで
きるようになる。

２

後 30 2 ○ ○ O

65 O RF受験対策講座
バーベルとプレー トを使用したアスレチック トレーエング理
論に基づく、全身の筋力向上を目的とした画期的なプログラ
ムの指導ができるようになる。

２

前
30 2 ○ O ○

○ RF受験対策講座 2
バーペルとプレー トを使用したアスレチック トレーニング理
論に基づく、全身の筋力向上を目的とした画期的なプログラ
ムの指導ができるようになる。

２

後
30 2 O ○ O

67 O リトモス受験対策講座
各種のダンス (ヒ ップホップ、ラテン、ダンス、サルサト
ン、ジャズ、アラビアン、レゲトン)レ ッスンができるよう
になる。

２

後 30 2 O ○ ○

68 ○ 健康予防管理専門士受験対策講座
年齢・性別や生活習慣に合わせて健康管理・指導など一次予
防を実施する知識と具体的方法を講じることができるように
なる。

１

後
30 2 ○ ○ ○

O 健康予防管理専門士受験対策講座 2
年齢・性別や生活習慣に合わせて
防を実施する知識と具体的方法を
なる。

健康管理・

講 じること
指導など一次予
ができるように

２

前
15 1 O ○ ○

70 O NSCA受 験対策講座
年齢・性別・経験を問わず幅広い層に対して トレーニング指
導を行うため、 トレーエングの知識に加え、医学的、運動生
理学的な専門知識とトレーエング指導ができるようになる。

２

前
30 2 O O ○

71 ○ NSCA受 験対策講座 2
年齢・性別 。経験を問わず幅広い層に対して トレーニング指
導を行うため、 トレーエングの知識に加え、医学的、運動生
理学的な専門知識とトレーエング指導ができるようになる。

２

後
30 2 ○ ○ O

72 ○ MOSス ペシャリスト受験講座
ビジネスシーンで必要となるパソコンスキルを修得できるよ
うになる。

２

前 30 2 ○ ○ O

73 O MOSス ペシャリスト受験講座2
ビジネスシーンで必要となるパソコンスキルを修得てきるよ
うになる。

２

後
30 2 O ○ O

○ 救急法
人工呼吸や心朧マッサージの方法、 AED(自 動体外式除細
動器 )を 用いた除細動などを搭得できるようになる。

１

後 30 2 ○ ○ O

75 O トレーエング演習 対象者を考慮した トレーニング計画を学び、対象者に応じた
筋カ トレーエングの指導力を身につけることができる。

ヽ

前 30 2 O ○ O

76 ○ コーディネーショントレーニング 体の動
法を学
きや
び、
力加減を調整する能力を鍛えるトレーエング指導
実践することができる。

１

前
30 2 ○ ○ O

'7
○ ピラテイス 体幹を中心に身体の動きを作り出すス トレッチング

ニング方法を学び、実践てきる。
トレー ヽ

前
30 2 ○ ○ O

○ ボディケア2
ケアの基本的なテクニックを学び、ポディケアを身につけ実
践できる。

１

後
30 2 ○ O ○

○ ′`ランストレーエング
パランス トレーニングの様々なツールを使用した指導法を学
ふ。指導プログラムを立案てきる。

１

後
30 2 ○ O O

80 O フィットネスエクササイズ2
エアロビックな運動の特性を理解し、正しいステップ・筋コ
ンディショニングの技術を身につけることができる。

１

後 30 2 ○ O O

81 O スクールトレーナー対策座学

スクール トレーナー実習の トレーエング計画案や実習マナー
を身につけるとともに、スクール トレーナー実習に活かすこ
とができる。

１

後
30 2 O O O



O スクールトレーナー対策実技

スクール トレーナー実習の トレーエング計画案や実習マナー

を身につけるとともに、スクール トレーナー実習に活かすこ
とができる。

１

後 30 2 O O ○

83 O スクールトレーナー実習
出身中学校や出身高校の部活動に トレーナー として参加 し
指導力や社会人基礎力を身につけることができる。

１

後 120 4 ○ ○ ○

84 ○ 機能解割学演習
解割学的特性を理解し、目的に応した適切な運動プログラム
を提案することができる。

２

前
30 2 ○ O O

85 ○ 対象者別運動指導
解剖学的特性を理解し、目的に応した適切な運動プログラム
を提案することができる。

２

前 30 2 ○ O O

86 ○ トレーエング演習2
対象者を考慮した トレーニング計画を学び、対象者に応じた
筋カ トレーニングの指導ができる。

２

前
30 2 O O ○

O チーム指導法
チームに適したトレーニングメニュー作成から指導方法を学
び、チーム全体のコンディショエングを整えることがてき
る。

２

前
30 2 ○ ○ O

88 O リコンディショニング
スポー
る様々
ツ障害予防として、選手のコンディショニングに関わ
な技術を学ぶことができる。

２

前 30 2 O O ○

89 O 評価分析
クライアントの特徴について評価方法を学び、静的アライメ
ントおよび動作を評価することができる。

２

前 30 2 O O O

90 ○ パーツナル指導法

パーツナル指導の流れや トレーニングメニューの組み立てを
実際の症例をもとに学び、クライアントに合わせた指導がで
きる。

２

前
30 2 ○ O ○

91 ○ パーソナルセッション
身体機能改善を目的とし、クライアントの現状把握から修正
方法、 トレーエングと一連の指導法を学び、技術を身につけ
ることができる。

２

前 30 2 ○ ○ ○

92 O モーションパルペーション 脊柱と四肢の関節に、正常な関節運動があるかどうか調べる
検査方法を身につけることができる。

２

前
30 2 O O O

93 O テクニック
カイロプラクティックで用いる様々なテクニックを修得する
ことができる。

２

前 30 2 O O ○

94 ○ フアンクショナルトレーニング 身体の構造を理解するとともに身体機能を
グ方法を学び、指導てきるようになる。

高める トレーニン ２
前
30 2 O ○ ○

95 O トレーニング分析
トレーニング指導者としての知識はもちろん様々なデータを
活用し、データに基づき専門性を活かした指導ができる。

２

前 30 2 O O ○

96 ○ トレーニング総論
「 トレーニング」「体養」「栄養」について理解し、対象者
に応した適切な計画を立てることができる。

２

後 30 2 ○ O ○

97 O パーツナル指導法 2
パーツナル指導の流れや トレーニングメニューの組み立て
を、実際の症例をもとに学び、クライアントに合わせた指導
ができる。

２

後 30 2 O O O

98 O ′く―ツナルセッション2
身体機能改善を目的とし、クライアントの現状把握から修正
方法、 トレーエングと一連の指導法を学び、実践することが
できる。

２

後
30 2 ○ O ○

99 ○ モーションパルペーション2 脊柱と四肢の関節に、正常な関節運動があるかどうか調べる
検査方法を身につけることができる。

２

後
30 2 O ○ O

i00 ○ テクニック2
カイロプラクテイックで用いる様々なテクニックを修得する
ことができる。

２

後
30 2 O O ○

Hoo 科目 193     1

罪 莱安件及 び腫悟万法 投業期間等

卒業要件
当該学年において、履修すべき学科目のうち、履搭を認定されない学科目 (不合格)が ヽ科目以上あれば卒業できな
い。また、履修すべき学科目のいずれかについて、出席回数が総 l受業回数の 3分 の 2未満の者は卒業できない。

1学年の学期区分 2期

履修方法
講義・演習・案技 実習のいずれかにより、またはこれらの併用により行う。選択必修科目と自由選択科目を履棒
し、各科目66796以 上の出席し試験等による60点 以上の評定て単位取得する。 1学期の授業期間 15週

(留意事項 )



(別紙様式4)

令和 6年8月 31日

職業実践専門課程等の基本情報について

福岡医健・スポーツ専門学校 平成14年 4月 1日 古谷野 潔
〒  812-0032
(住所)福 岡県福岡市博多区石城町7番 30号
廻襲蚤)_p92-262-2119

学校法人 滋慶学園 昭和58年 12月 23日 浮舟 邦彦
〒  134-0084
(住所)東 京都江戸川区束葛西 6丁 目16番 2号
廻輩孟1 03-5878-3911

文化・教養 文化 ,教養専門課程 平成16(2004)年度 平成26(2014)年度

学科の目的
健康増進施設や公共施設でスポーツの楽しさや運動の重要性を伝えるとともに、子どもから高齢者まで幅広い対象者に安全な運動プログラム作成及び
指導ができる運動指導者を目標とする。また、身体的特徴やライフスタイルに寄り添うことのできる指導者であり、更に複数の参加者に対するグループレッ
スン指導を強みとし、卒業後に即戦力として活躍できる人材養成を目指す。

学科の特徴
(主な教育内容(取
得可能な資格 等 )

>
ら求められる即戦力を養うため、産学連携教育を柱として人材育成を行い、日標とする資格取得を目指す。

<
FTPマ ットピラティスインストラクター、 タンド、パーソナルトレーナー、健康予防管理専門士

2級、トレーエン

惨業等眼 昼夜
全悟票程の修予に必要な総投集時数又は総―
     単位数 講義 演習 実験 実技

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
力‖こ記入

1700単位時間

単 位

1,365単位1寺問

単 位

1,140単位時間

単 位

180単位晴問

単 位

0単位晴問

単 位

0単位時間

単 位

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数(■篠妄貫の中数)(B) 留学生割合(3/A) 中退率|

8  人 人 O   X

0
0

の割合 (F/E)

0/6

~        0/6

0
%
人

(令和ュ  5  年度卒文者に 、ヽ〕する令和 0年 5月 1口 時点の1古 韓)
日主な就職先、業界等

(令和5年度卒業生)

<対象者なし>

160 人の内数

就職等の状況

第二番による
学校評価

日民 無
※有の場合

評
′
F団 体 上常年Л

評価結果を掲載した
ホームページuIく L

当該学科の

ホームページ
URL

httDSツ/WWw kenac D/COurse/soOns― sc ence/

企業等と運鶴 した

実習等の実施状況 !

(A、 8いずれか
に記入 )

(Ai単位時間による算定 )

総授菜時数 2685単 位時間

60単位時間

30単位時間

765単 位時間

0単位時間

30単位時間

0単位時間

(B:単位数による算定 )
1総単位数 単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

教員の属性 (専任
教員について記
入 )

① 専修学校の専開課程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当族専
門謀程の修案年限と当該業務に従軍した期間とを通算
して六年以上となる者

(専務学校設置基準第11条第1項第1号 ) 0人

の 学士の学性を有する者等 (専修学校設置基準第41条 第1瑛第2号 ) 3人

③ 高等学校教議等経験者 (専募字較設置基準第41条第1頂第3号 ) 0人

⑥ 修士の単位又は専門職挙位 (専体学校般琶善奉第41条第1項第4号 ) O人

⑤ その他 (尊修学校設置基準第41条第1項第S号 ) 2人

計 5人

上記①～eの うち、実務家教員 (分野におけるおおむね S年以上の案務の経験を有し、かつ、高
度の実務の能力を有する者を想定)の数 4人



1「専攻分野に関する企業、団体等 (以下「企業等」という。)との連携体制を確保して、授業科目のP"建設その他の教育課程の編成を行つていること。」関係

(1)教 育課程の編成 (摂業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。)における企業等との連携に関する基本方針

業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体の役職員及び実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業の役職員が
参画する教育課程編成委員会を年2回実施し、業界の動向や変化、それに伴うニーズや必要な人材像を把握すると共に、実施している授業やカリキュラム等を各委員に
検証してもらいアドバイスや意見を頂く。また、教員による実習先訪問や就職担当による企業訪問を通して更なる情報収集を図る。それらを十分に生かしつつ、カリキュ
ラムや授業方法の改善、授業科目の開設等を図り、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施する。

教育課程の編成は、理事会の下に設置された教育課程編成委員会において討議した内容を十分に考慮したうえで、学科会議において編成を行うものとし、委員会の
適切な運営は理事会が担保することになっている。また、教員組織規則において、「委員会の審議を通じて示された企業等の要請その他の情報、意見を十分に生かし、
実践的かつ専門的な職業教育を実施する教育課程の編成に努める」ことが明記され、この定めに従つて委員会を運営する。(以下図により、編成意思決定の過程を示
す)

(教育課程編成委員会 )

Pttn:計 画

(2)教 育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

――――― ―――――――J

(学校・学科 )

Do:実行

(学校・学科 )

Acuon:改善

(教育課程編成委員会)
Check:チェック

※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
(当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「―」を記載してください。)
①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
地方公共団体等の役職員(1企業や関係施設の役職員は該当しません。)
②学会や学術機関等の有識者
③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

名  前 所    属 任   期 種  別

前田 弘 公益財団法人 日本サッカー協会 医学委員会委員 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) ①

安積 研二 AcroBats株式会社 取締役会長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) ③

土本 佳正
福岡医健・スボーツ尋門学校
事務局長・スポーツ科学科 学科長

令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

古谷野 潔 福岡医健・スポーツ専門学校 学校長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

河口 青児 福岡医健・スポーツ専門学校 副校長・教務部長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

松原 敏昭 福岡医健・スポーツ専門学校 教務事務部長 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

(3)教 育課程編成委員会等の全委員の名簿

令和6年 4月 1日 現在

(4)教 育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

(年間の開催数及び開催時期)

教育課程編成委員会は年2回開催し、第1回 目を毎年5月 、第2回 目を翌年 1月 に実施している。今年度開催 (予定)日時は以下の通り。また、委員会欠席委員に対し
ては個別に意見聴取を行うなど、必要に応じて、適宜適切に分科会等を開催する場合がある。

(開催日時 (実績))
第1回 令和 6年 5月 17日
第2回 令和 7年 ¬月24日

(5)教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

専門学校の役害けは「各種資格の合格率をあげること」「一つでも多くの資格を取得させること」「希望する仕事・産業界に就職させること」などの意見を多くの委員から頂
いた。
特にAT資格は、医療系国家資格ではないが医療系国家資格よりも難しく価値は高いので、AT資格の合格率を上げることが重要との意見を頂いた。そこで、通常授業
以外の空いた時間に補講として過去問題をひたすら解く機会を設けると共に、AT理論試験突破に向けた合宿を計画している。また、「やる気スイッチ」・「現場での楽し
さ」などモチベーションを高めていくことにも努めている。
また、良い就職を勝ち取る為には実践力の強化が重要である旨のアドバイスを頂いたので、現場経験の積み重ねや実習の強化として、ソフトバンクホークスでの実習、
女子サッカー福岡」・アンクラスやアメリカンフットボール福岡SUNSでの活動等年間通したゼミ活動の展開などの改善を図つている。

予定)

Ｏ

Ｏ

０

０

々

々

０

０

３

０



(1)実 習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

本校は、「学校と業界が協力をして、業界が求める即戦力の人材を育成し、業界に送り出す」という「産学共
育を行うため、業界と連携して専門知識・技術、人間力を有した人材育成を行つている。このため、特に実習・
勤講師を依頼するなど、授業内容を業界関係者と共に企画立案し、その実施及び達成度評価を行つている。

(2)実習・演習等における企業等との連携内容

同教育」を開校以来実践してきた。即戦力としての職業人教
演習科目に於いては、現場の第一線で活躍するプロに非常

(3)具体的な連携の例※科目数については代表的な5科目について記載。

体力測定法

業 界 研 修

コ 計1施設

ルドジム博多リパレイン、
スポーツクラブエスタクオ

コスポーツクラブNAS博多
トラ レウェルネスクラブ24野間大池

3【校外】企業内実習 学習した知識・技術を実践で用い、実践カ
(4に該当するものを や社会人基礎力を身につけることができ

を理解し、説明することができる。
と共に、それぞれの正しい体力測
に基づいた各要素の知識

る除く。)

1【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

リア千早+24 他 計 10施設

3「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行つていること。」関係

(1)推薦学科の教員に対する研修・研究 (以下「研修等」という。)の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

学園の定める教H説員規定において、専門技術・知識の向上、授業内容・教育技法の改善、クラス運営力の向上、マネジメント能力や指導力の向上などを研修の目的と
して、職歴や能力・経験、職責、担当業務に合わせて、定期的・継続的に業界と連携して研修を実施している。企業・業界団体等が開催する研修会や講習会に専任教員
を計画的に参加させ、業界の変化やニーズを的確に把握すると共に、最新の技術・知識の習得に努めている。

(2)研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等

研修名 :健康運動実践指導者養成検養成講座主任教員研修会
主 催 :公益財団法人 健康・体力づくり事業財団
実施日:令和6年 3月 13日
参加者 :スポーツ科学科専任教員2名
内 容 :健康運動実践指導者資格に関わる実務内容 (テキスト改訂/言平1面総括/R6年認定試験実施計画など)について
②指導力の修得・向上のための研修等

研修名 :キャリア教育インストラクター研修
主 催 :滋慶教育科学研究所
実施日:令和6年 1月 19日
参加者 :スポーツ科学科専任教員1名
内 容 :キャリア教育を実践するための指導法や評価法について
(3)研修等の計画

⑦専攻分野における実務に関する研修等

研修名 :第 13回 日本アスレティックトレーニング学会
主 催 :日 本アスレティックトレーニング学会
実施日:令和6年 9月 14・ 15日
参加者 :スポーツ科学科専任教員1名
内 容 :アスレティックトレーニングを支える経験・研究・教育の連携
②指導力の修得・向上のための研修等

研修名:2024年度 FDミクロレベル研修 I
主 催 :滋慶教育科学研究所
実施日:令和6年 4月 12日
参加者 :スポーツ科学科専任教員2名
内 容 :学生変化に沿つた教授法の基本 (マインドとスキル)を習得



4「学校教育法施行規則第 189条において準用する同規則第67条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校
の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

(1)学校関係者評価の基本方針

「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、学校関係者として、卒業生、保護者、地域住民、高等学校、企業により構成される学校関係者評価委員会を組織
し、この委員会が、学校が行つた自己点検・自己評価の内容を審議・評価して、様々な角度からアドバイスや支援を行うことを通して、学校運営の改善に活用することを
方針とする。

(2)「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

(1)教育理念・目標 教育理念・目的・育成人材像

(2)学校運営 学校運営

(3)教育活動 教育活動

(4)学修成果 教育成果

(5)学生支援 学生支援

(6)教育環境 教育環境

(7)学生の受入れ募集 学生の募集と受け入れ

(8)財務 財務

(9)法令等の連守 法令等の連守

(10)社会貢献・地域貢献 社会貢献

(11)国際交流

つ

(3)学校関係者評価結果の活用状況

運営部長を始め、学校長、事務局長、教務部長、学科長等で共有し、全スタッフに周知して、多岐に渡る学校運営の改善に努めている。特に、日々の学校運営の中で
直ちに改善・対応が可能なことは、学校長の指導の下、学校全体に係る事案は事務局長・教務部長が中心となり速やかに改善に取り組み、学科に係ることは学科長が
中心となり速やかに改善を図つている。また、改善に新たな予算確保が必要な案件は事務局長が中心となって次年度に向けて予算組を行い、改善を図つている。加え
て、学則変更等が必要な案件は、学校長の指導の下、教務部長が中心となって学則変更手続きを行いながら改善を図っている。
学校関係者評価委員会を開催し、文部科学省が策定した「専修学校における学校評価ガイドライン」に沿つて実施した昨年度の学校自己点検報告書について、当校に
関係の深い13名 の学校関係者評価委員に評価していただき、各項目について概ね「優れている」との評価を頂いた。また「入学定員の充足」「中途退学者の低減」「地
域との交流を更に深める」など多くのご意見を頂いた。
学校のリーダー会議、学科会議、全体会議などでこれらの意見を共有し、検討・環境整備に取り組んでいきます。

(4)学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名  前 所    属 任   期 種  別

村田 栄治 村田整骨院 院長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 3可 日(1年 ) 企業等委員 (柔道整復科 )

要  信義 要鍼灸院 院長 令和6年 4月 ¬日～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企 業等委 員 (鍼 灸科 )

橋本 修二
医療連携室 主幹

令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (救急救命公務員科 )

福田 智 医療法人 せと山荘クリニック 統括部長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (理学療法科 )

丸田 淳司 医療法人誠和会 牟田病院 医療部門科長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (作業療法科 )

案西 浩平
リニック 理事長

令和6年 4月 1日 ～令和7年3月 31日 (1年 ) 業等委員 (歯科衛生士科 )

平野 千恵美 医療法人相生会 宮田病院 看護師長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企 業 等 委 員 (看 護 科 )

安積 研二 ats株式会社 取締役会長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 業等委員 (スポーツ科学科 )

中西 祐介 会社サンドラッグ 人事部採用課主任 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 業等委 員 (薬 業科 )

谷口 貴隆 ―ツ科学科 卒業生 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 業 生 代 表

冨崎 尚美 生 (鍼灸科3年 )保護者 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 3可 日(1年 ) 護 者 代 表

清輔 正孝 県立香椎高等学校 校長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 等 学 校 関 係 者

裁崎 淳― 市博多区大浜公民館 館長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 地 域 関 係 者

(5)学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

広報誌等の刊行物 ・ その他 ( ))

URL

公表時期 :令和6年 5月 31日

scho。 1/pub ic― infO/



3_「企業等との連携及び協力の推進に資するため、1企業等に対.し 当ヽ該華修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情報を提供していること。す関係

(1)企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

学校で毎年定める事業計画の実行方針で提起された日標 (カリキュラムのイノベーション、中途退学率の低減、就職100%、 国家試験合格率100%等 )を具現化するため
に、企業等からヒアリングを行い、業界の動向を踏まえた実行計画を作成している。その為にも、学校の方針や考え方に加え、様々な詳細情報を十分に理解して頂いた
上で、意見やアドバイス、支援を頂くことが重要となる。企業等への具体的な情報提供方法としては、学校関係者評価委員会や教育課程編成委員会、業界関係者であ
る非常勤講師との講師会、キャリアセンタースタッフによる企業訪問、企業とタイアップして行うイベント等あらゆる機会を活用して、積極的に情報の提供を行つている。

(2)各学科等の教育 取得す

ロ

等の刊

(2)「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

その他 ( ))

(3)

※(10)及び(11)については任意記載。

公表時期 :随時

URと :httpsノ



授業科目等の概要

ンストラクターヨー

分 類

授業科目名 授業科目極要

配

当

年
次

・
学
期

援

案

時

数

単
　
一位

　

数

投業方法 場 所 教 員

企
業

等

と

の
連

携

必

　

　

修

選

択

必

修

自

由

選

択

実

験

・
案

習

・
実
技

校

　

　

内

核

　

　

外

奪

　

　

任

兼

　

　

任

○ 英会話
国際化に対応てきる日常英会話 を身につけるとともに
ローバルな感性を養 うことができる。

グ １

前
30 2 O O O

2 ○ コミュニケーションスキル 対人援助職として必要なコミュニケーションを行うことがで
きる。

１

前 30 2 O O O

3 ○ ョンピュータ
ビジネス能力の一つとして、Microsoft off ceの 基礎技術を
惨得することができる。

１

後 30 2 O O 〇

4 ○ 就甲就試験対策講座
就職活動で必要となるスキルとマナーを身につけ、就職活動
に活かすことができる。

２

前
30 2 O ○ ○

5 ○ 機能的解剖学
人体の構造や生理学的な仕組み を学習 し、運動に関わる身体
構造や機能の説明をすることができる。

ヽ

前
30 2 O ○ O

O 機能的解剖学2
人体の構造や生理学的な仕組み

構造や機能の説明をすることが
を学習し、運動に関わる身体
できる。

１

後 30 2 ○ O 〇

7 ○ スポーツ生理学
運動によって生 じる体の変化や適応状態について基礎的な去H
識を持ち、教育によつて起 こる身体的機能変化を理解するこ
とができる。

，

前
30 2 ○ O ○

O スポーツ生理学2
運動によつて生じる体の変化や適応状態について基礎的な知
識を持ち、教育によって起こる身体的機能変化を理解するこ
とができる。

１

後 30 2 ○ O ○

9 ○ 発育発達
発達段階に応じた運動指導を学び、指導を行うことができ
る。

１

後
30 2 O O ○

10 ○ 健康管理概論
健康づ くりや疾病予防の基礎的な知識の考え方を理解 し、年
代層に応 じた健康指導を説明することができる。

２

前 30 2 ○ O ○

11 O ボディケア
ケアの基本的なテクニックを学び、ボディケアを身につけ実
践することができる。

１

前
30 2 O O O

12 O スポーツ障害
運動によって
テーピングを

生 じる整形外科的障害を理解 し
実践することができる。

目的に応 した 村
前
30 2 ○ ○ ○

13 ○ スポーツ医学
スポーツ障害にもならず、内科的疾病を有する人々のスポー
ツ医学や薬物の基礎知識を理解し、障害予防でのリハビリ
テーション、コンディンョニングを修得することができる。

１

後 30 2 O O ○

○ スポーツ心理学 運動指導する際に心理学に関する科学的な専門知識 を身につ

け、指導に活かすことができる。

村

前 30 2 O ○ ○

15 ○ 体力測定法
体力の構成概念に基づいた各要素の知識を深めると共に、
れぞれの正しい体力測定法を理解 し、説明することがで
る。

そ
き
１

前
30 2 O O ○ ○

○ スポーツ栄養学

一般人の健康維持のための栄養・食事摂取の重要性を正しく
理解し、コンアィショニングと競技力向上を目指した食事の
実践方法を説明ずることができる。

１

一刷
30 2 ○ ○ O

17 O スポーツ栄養学2
一般人の健康維持のための栄養 食事摂取の重要性を正 しく
理解 し、コンディショニングと競技力向上を目指 した食事の
実践方法を説明することができる。

１

後
30 2 O ○ ○

18 ○ スポーツ社会学
スポーツの歴史を学び、スポーツが社会へ及ぼす影響につい
て、読み解 く力を身につけまとめることができる。

１

後
30 2 ○ O O



○ プログラムデザイン 対象者別の トレーニングプログラムの作成方法を学び
することができる。

作 成 １

後
30 2 O ○ O

O スポーッパィオメカニクス
スポーツや日常生活にある動作を説明てき
善や障害の予防と関連付けることができる。

スポーツ動作改 ２
前 30 2 ○ 〇 ○

21 ○ スポーップログラミング
トレーエングの原則と効果、ウォーミングアップ、クーリン
グダウン、ストレッチの理論を説明することができる。

２

前
30 2 O ○ ○

22 O コーチング論
運動指導に必要な指導法や、コーチングにおける知識を学ぷ
と同時に、具体例を提示し実用的なコーチングスキルを身に
つけ、まとめることができる。

２

前
30 2 O O O

23 O コンディショニング 身体の調整を行うための技術を身につけ、実際に身体調整を
することができる。

１

前
30 2 O ○ ○

24 ○ フィットネスエクササイズ
エアロビック
ンディショニ

な運動の特性を理解し、正しいステップ
ングの技術を身につけることができる。

筋コ １
前
30 2 ○ O O

○ レジスタンス
トレーニング指導をするうえて必要な知識を学び
したトレーニングの指導をすることがてきる。

目的に応 ヽ

前
30 2 O O ○

26 O レジスタンス2 トレーニング指導をするうえで必要な知識を学び
した トレーエングの指導をすることができる。

目的に応 １
後
30 2 ○ ○ O

27 ○ トレーニング科学 各種 トレーニングの基礎知識、指導方法を学び、 トレーニン
グ指導をすることができる。

２

前
30 2 ○ O ○

28 ○ 水中運動指導法
水の特性を学び、対象者に応した水中運動の指導法を学ぷと
ともに水泳の基本動作を指導することができる。

１

前 15 I O O ○ ○

29 ○ 進路指導
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
の進路を考えることができる。

１

前
30 2 O O O

30 ○ 進路指導2
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
の進路を考えることができる。

１

後
30 2 ○ O O

○ 進路指導3
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
の進路を考えることができる。

２

前
30 2 ○ ○ ○

O 進路指導4
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い
の進路を考えることができる。

自 ら ２

後
30 2 O O O

33 O ゼミ

現場活動を通して求められるスキルやマインドを身につける
とともに、活動で起こる問題について討論を行い、現場力を
身につけることができる。

２

前
30 2 ○ ○ O ○ ○

34 ○ ゼミ2
現場活動を通 して求め られるスキルやマイン ドを身につける
とともに、活動で起こる問題について討論を行い、現場力を
身につけることができる。

２

後
30 2 ○ ○ ○ O ○

35 ○ 進級制作
ゼミ活動を通して研究した成果についてまとめ、発表するこ
とができる。

２

前
30 2 O O ○ 〇

36 ○ 卒業制作
ゼミ活動を通して研究した成果についてまとめ
とができる。

発表す るこ ２
後
30 2 ○ O ○

37 ○ 業界研修
学習 した知識・技術を実践で用い

身につけることができる。
実践力や社会人基礎力を １

後
60 2 ○ ○ ○ O

○ インターンシップ
インターンシップを通して職業観を養い、就職活動に活かす
ことができる。

２

前
60 2 ○ O O ○ ○

39 O 専門実技演習
専門的な実習を通し、より専門性の高い指導や説明すること
ができる。

２

前
30 2 ○ O ○



40 ○ 専門科目
さらに高めたい専門性について学ぶと同時に追求 し、知識と
指導力を向上させることができる。

２

前 30 2 O △ ○ O

○ 専門科目2
さらに高めたい専門性について学ぶと同時に追求し、知識と
指導力を向上させることができる。

２

前 30 2 O △ O O

42 O 専門科目3
さらに高めたい専門性について学ぷと同時に追求し、知識と
指導力を向上させることができる。

２

後
30 2 O △ O O

○ 専門科目4
さらに高めたい専門性について学ぷと同時に追求し、知識と
指導力を向上させることができる。

２

後 30 2 ○ △ O O

44 O イベント・ポランティア活動
学内外て行われる様々なイベントやボランティア活動を通し
てリーダーシップ、フォローヮーシップを体得することがで
きる。

ヽ
通

。
２

涌

60 2 ○ ○ O O

45 O 海外実学研修
海外の歴史や文化に触れ、国際的な感性を養 う。また、施設
の見学を通 して最先端の技術を学び、学んできたことへの理
解を深めることができる。

１

後
時数による ○ O ○

46 O 特別講義
業界で活躍している特別講師を招き、最新の話題についての
講義を受け、理解を深めることができる。

―
通

・
２
穏

○ ○ O

4フ ○ 健康運動実践指導者基礎講座

「健康運動実践指導者」資格を通して、積極的な健康づくり
を目的とした運動を安全かつ効果的に実践指導ができるよう
になる。

２

前
30 2 ○ O O

48 O 健康運動実践指導者筆記試験対策講座

「健康運動実践指導者J資格を通して、積極的な健康づくり
を目的とした運動を安全かつ効果的に実践指導ができるよう
になる。

２

後
30 2 O O ○

49 ○ 健康運動実践指導者実技試験対策講座

「健康運動実践指導者」資格を通して、積極的な健康づくり
を目的とした運動を安全かつ効果的に実践指導ができるよう
になる。

２

後 30 2 ○ O ○

50 O アスリートフードマイスター
ア

と

ス リ―卜のパフォーマンスを最大化するための最適な
ムを学び、クライアントに合わせた食事指導をす
きる。

食フ
るこグラ

がて

１

前
15 1 O O O

○ SAQインストラクター レベル 1試験対策講座
スピー ドシステムや解剖学的な視点から知識や動作を獲得
し、コーチング視点を身につけることができる。

１

前
30 2 ○ O O

52 O 幼児体育指導者

子どもに身体を動かす楽しさや素晴らしさを伝えることがて
きる。理論 指導手順 手本・補助を正しく学び、自信を
持つて指導できるスキルを身につけることができる。

１
通

・
２
稿

15 1 ○ O O

53 O FTPマ ットピラテイス受験対策講座
身体の内側に意識を集中させ、全身をバランスよく動かしな
がら、身体の筋肉を鍛えゆがみのない柔軟性のあるしなやか
な身体を身につけ、指導することができる。

２

前 30 2 ○ O ○

54 ○ ADI筆記試験対策講座
集回を動かす指導力と実演力、様々なグループエクササィズ
に対応できる応用力を身につけることができる。

２

前
30 2 O ○ O

55 ○ ADI実技試験対策講座
集団を動かす指導力と実演力、様々なグループエクササィズ
に対応できる応用力を身につけることができる。

２

前
30 2 O O ○

66 O スキルアップ 集回を動かす指導力と実演力、様々なグループエクササィズ
に対応できる応用力を身につけることができる。

２

前
30 2 ○ O O

57 ○ トレーニング指導者基礎講座
科学的根拠に基づく適切な運動プログラムを作成 ,指導する
ために必要な知識を修得し、スポーツ選手や一般人を対象と
した トレーニング指導ができるようになる。

２

前
30 2 ○ O ○

58 ○ トレーニング指導者受験対策講座
科学的根拠に基づく適切な運動プログラムを作成・指導する
ために必要な知識を修得し、スポーッ選手や一般人を対象と
した トレーニング指導ができるようになる。

２

後
30 2 O ○ O

59 ○ スポーツシューフィッター
足の機能解剖や疾患の評価、治療に関する知識や形態観察と
サイジング技術を修得。目的に合つた正しいシューズ選びと
インツール選択のア ドバイスができるようになる。

１

後 15 1 ○ ○ O

60 O AT受験対策講座

専門的な医学知識を有 し、競技者の健康管理、スポーツ障
害 外傷の予防、救急処置、アスレティックリハビリテー
ション及び体カ トレーニング、ョンディショニングなどがで
きるようになる。

１

後
30 2 ○ ○ O



61 ○ AT受験対策講座 2

専門的な医学知識を有 し、競技者の健康管理、スポーツ鱒
害 外傷の予防、救急処置、アスレティックリハビリテー
ション及び体カ トレーニング、コンディショニングなどがて
きるようになる。

２

前
30 2 ○ O ○

62 ○ AT受験対策講座9

専門的な医学知識を有 し、競技者の健康管理、スポーツ障
害 ,外傷の予防、救急処置、アスレティックリハ ビリテー
ション及び体カ トレーニング、コンディショニングなどがで
きるようになる。

２

後
30 2 ○ ○ ○

63 O AT受験対策講座4

専P月的な医学知識を有し、競技者の健康管理、スポーツ障
害・外傷の予防、救急処置、アスレティックリハビリテー
ション及び体カトレーニング、コンディショエングなどがで
きるようになる。

２

後 30 2 O O O

64 ○ AT実技対策講座

専門的な医学知識を有 し、競技者の健康管理、スポーツ障
害・外傷の予防、救急処置、アスレティックリハビリテー
ション及び体カ トレーニング、コンディショニングなどがで
きるようになる。

２

後
30 2 O O 〇

65 O RF受 験対策講座
バーベルとプレー トを使用したアスレチック トレーニング理
論に基づく、全身の筋力向上を目的とした画期的なプログラ
ムの指導ができるようになる。

２

前 30 2 O O O

66 ○ RF受験対策講座 2
バーベルとプレー トを使用し
論に基づく、全身の筋方向上
ムの指導ができるようになる

たアスレチックトレーニング理
を目的とした画期的なプログラ

２

後 30 2 O ○ O

67 ○ リトモス受験対策講座
各種のダンス (ヒ ップホップ、ラテン、ダンス、サルサト
ン、ジャズ、アラビアン、レゲトン)レ ッスンができるよう
になる。

２

後
30 2 O O O

68 O 健康予防管理専門士受験対策講座
年齢・性別や生活習慣に合わせて健康管理 指導など一次予
防を実施する知識と具体的方法を講しることができるように
なる。

１

後
30 2 ○ ○ O

69 〇 健康予防管理専門士受験対策講座2
年齢・性別や生活習慣に合わせて健康管理・指導など一次予
防を実施する知識と具体的方法を講じることができるように
なる。

２

前 15 1 O ○ ○

70 ○ NSCA受 験対策講座
年齢・性別 経験を問わず幅広い層に対 して トレーエング指
導を行 うため、 トレーニングの知識に加え、医学的、運動生
理学的な専門知識と トレーエング指導ができるようになる。

２

前
30 2 ○ ○ ○

○ NSCA受 験対策講座2
年齢 性別・経験を問わず幅広い層に対して トレーニング指
導を行うため、 トレーエングの知識に加え、医学的、運動生
理学的な専門知識とトレーニング指導ができるようになる。

２

後 30 2 ○ ○ O

72 ○ MOSス ペシャリスト受験講座
ビジネ
うにな
スシーンで必要となるパツコンスキルを惨得できるよ
る。

２

前
30 2 ○ ○ ○

○ MOSス ペシャリスト受験講座 2
ビジネスレーンで必要となるパソコンスキルを修得てきるよ
うになる。

２

後 30 2 O ○ O

74 O 救急法
人工呼吸や心 l載マッサージの方法、 AED(自 動体外式除細
動器 )を 用いた除細動などを修得てきるようになる。

１

後
30 2 ○ O O

75 O グループレッスン
複数で一緒に運動プログラムやリラクゼーションプログラム
を体験するとともに、グループに対する指導スキルを身につ
けることができる。

１

前
30 2 O O ○

76 O ピラテイス 体幹を中心に身体の動きを作り出すストレッチング
ニング方法を学び、実践できる。

トレー １
前
30 2 ○ O O

O ウエイトコントロール
クライアン トー人ひとりの目的 (増量・減量)や年齢に合わ
せた食事のア ドバイスや トレーニングの指導方法を修得する
ことができる。

Ｈ

後
30 2 ○ ○ ○

79 ○ スタジオプログラム
フィットネス業界て流行しているスタジオプログラムを体験
し、スキル・体力を高めることができる。

１

後
30 2 ○ O ○

79 ○ ボディケア2 ケアの基本的なテクニックを学び、ポディケアを身につけ実
践てきる。

１

後 30 2 O ○ O

○ ′`ランストレーニング
バランス トレーニングの様々なツールを使用した指導法を学
ぷ。指導プログラムを立案できる。

１

後
30 2 ○ ○ O

81 ○ フィットネスエクササイズ2
エアロビックな運動の特性を理解し、正しいステップ・筋コ
ンディショニングの技術を身につけることができる。

，

後 30 2 ○ ○ ○



82 ○ 機能解剖学演習
解吉1学的特性を理解し、目的に応じた適切な運動プログラム
を提案することができる。

２

前 30 2 O O ○

83 ○ ヨガ
理論から呼吸法、実践指導にいたるまでのすべてを学び、実
践てきる。

２

前 30 2 ○ O O

84 O 対象者別運動指導
解剖学的特性を理解し、目的に応した適切な運動プログラム
を提案することができる。

２

前 30 2 O ○ ○

85 O パーツナル指導法
クライアントー人ひとりの目的に合つたトレーエングの基礎
知識、指導方法を身につけることができる。

２

前 30 2 O O O

86 ○ スポーツ栄養学3
運動時における栄養燥取サプリメントについて学ぶととも
に、アスリートの食育法を修得することができる。

２

前 30 2 ○ O ○

87 O 評価分析
クライアントの特徴について評価方法を学び、静的アライメ
ント及び動作を評価できる。

２

前 30 2 O O ○

88 O グループレッスン2
複数で一緒に運動プログラムやリラクゼーシヨンプログラム
を体験するとともに、グループに対する指導スキルを身につ
けることがてきる。

２

後 30 2 ○ O ○

89 ○ スタジォプログラム2
フィットネス業界で流行しているスタジオプログラムを体験
し、スキル・体力を高めることができる。

２

後 30 2 O ○ ○

90 O フィットネスエクササイズG
エアロビックな運す力の特性を理解し、正しいステップ・筋コ
ンディショニングの技術を身につけることができる。

２

後
30 2 ○ ○ ○

91 ○ パーツナル指導法2
クライアントー人ひとり
知識、指導方法を身につ

の目的に合った トレーニングの基礎
けることができる。

２

後 30 2 O ○ O

91 科目 173    1

卒業要件及び履修方法 f受菜期間等

卒業要件
当該学年において、履修すべき学科目のうち、履修を認定されない学科目 (不合格)が 1科目以上あれば卒業できな
い。また、履椿すべき学科目のいずれかについて、出席回数が総授業回数の3分の2未満の者は卒業てきない。

1学年の学期区分 2期

履修方法
講義・演習・実技・実習のいずれ力Ч

=よ
り、またはこれらの併用により行う。選択必修科目と自由選択科目を履棒

し、各科目66796以 上の出席し試験等による60点以上の評定て単位取得する。 1学期の授業期間 15週

(留意事項 )
1 -の 授業科目について、講義、演習、実験、実習又は英技の
については、主たる方法についてOを付 し、その他の方法につ

以上の方法の併用により行う場合
を付すこと。

うちニ
いて△

2 企業等との連携については、実施要項の3(3)の 要件に該当する授業科目についてOを付すこと



(別紙株式 4)

令和6年 8月 31日

職業実践専門課程等の基本情報について

福岡医健・スボーツ専門学校 平成14年 4月 1日 古谷野 潔 (住所 )
(雷話 )

812-O032
福岡県福岡市博多区石城町 7番 30号
092-262-2119

学校法人 滋度学園 昭和58年 12月 23日 浮舟 邦彦 (

(

所

話

住

電
東京都江戸川区東葛西 6T目 16番 2号
03-5878-3311

文化・教養 文化・教養専門課程 (ボギィメイキレケト1ッー十一コース】 平成16(2004)年度 平成26(2014)年 度

「職業人教育を通して社会に貢献」をミッションとし、クライアントの要望に応えることのできるパーソナルトレーナーとして必要な解音」学から栄養学などの幅
広い理論に基づいた適切な指導や安全な運動プログラムなどの専門知識や技術の提供だけでなく、怪我予防としてアライメントや身体機能の高めるコン
ディショニング方法やクライアントと共有できるような人間性が身につけられる人材を育成する。

1学
科の特徴

(主な教育内容t取
得可能な資格 等 )

く エ ア〔卜教 育 困 谷 >
スポーツ業界から求められる即戦力を養うため、産学連携教育を柱として人材育成を行い、目標とする資格取得を目指す。
<取得可能な資格>
健康運動実践指導者、NSCA― CPT、 FTPマットピラテイスインストラクター、トレーニング指導者 他

修実年限
金課程の修了

講義 演智 実技

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
力Чこ記入

1,700単位時間

単 位

1.365単 位時間 1110単位時FHう

単位

180単位時間 0単位時間 0単位時間

単 位 単位 単位 単 位

1生徒実員(A) 留学生数(ヽ掟凛Aの内4)(3) 留学生害ll合(B/A) 中退率

9  人 人 0   ヽ O   馬

10
9
9
7

%

%

1

(令和  5  年度卒業者に円する令和6年 5111同 時点の情報)
■主な就職先、業界等

(令和5年度卒葉生)

スポーツクラジ スポーツ施設 整骨院

160 人の内数

就職等の状況

第二者による
学校評―価

評価団体 評価結果を掲殺した
ホームベージURLFえ 常年)]

当該学科の|

ホームページ
URL

http】∠/www kcn acjp/c o urse/spoIミ
=sCに
noc/

企業等と連携した
実習等の実施状況
(A、 Bいずれか
に記入)

(A:単位時間による算定 )

(B:単位数による算定 )

総授象時数 2,655単 位時間

60単位時間

30単位時間

1,275単位aキ問

0単位nキ間

30単位時間

0単位時間

単位

うち企業等と違桟した実験・実習・実校の単位数 単位

うち企業等と連携した演習の単位数 単位

単位

単位

うち必修単位数

単位

(う ち企業等と連携したインターンシップの単位数) 単位

教員の属性 (専任

教員について記

入 )

上記C)～③のうち、実務家教員 (分野におけるおおむね 5年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定)の数 4人

① 専修学校の専開課程を修了した後、♯校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当該専
門:黒程の修業年眼と当該業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

(専修学校設置基準第41条第1項第 1号 ) 0人

②学士の学位を有する者等 (専修学校設置基準第41条第1項第2号 ) 3人

③ 高等学校教諭等経験者 (尊修学検設置基準第41条 第1頂第3号 ) 0人

④ 修士の学位又は専門職学位 (専修学校設置基準第11条 第1項第4号 ) 0人

⑤ その他 (専修学校設置基準第■1条第1項第S号 ) 2人

計 5人



1「専攻分野に関する企業、団体等 (以下「企業等」という。)との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編成を行つていること。ょ関係

(1)教育課程の編成 (授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。)における企業等との連携に関する基本方針

業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体の役職員及び実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業の役職員が
参画する教育課程編成委員会を年2回実施し、業界の動向や変化、それに伴うニーズや必要な人材像を把握すると共に、実施している授業やカリキュラム等を各委員に
検証してもらいアドバイスや意見を頂く。また、教員による実習先訪問や就職担当による企業訪間を通して更なる情報収集を図る。それらを十分に生かしつつ、カリキュ
ラムや授業方法の改善、授業科目の開設等を図り、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施する。

(2)教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程の編成は、理事会の下に設置された教育課程編成委員会において討議した内容を十分に考慮したうえで、
適切な運営は理事会が担保することになっている。また、教員組織規則において、「委員会の審議を通じて示された企
実践的かつ専門的な職業教育を実施する教育課程の編成に努める」ことが明記され、この定めに従つて委員会を運営
す)

学科会議において編成を行うものとし、委員会の
業等の要請その他の情報、意見を十分に生かし、
する。(以下図により、編成意思決定の過程を示

(教育課程編成委員会 )

Han:計 画
(学校・学科)
Do:実イ予

(教育課程編成委員会)
Check:チェック

(学校・学科 )

Act on:改 善

名  前 所    属 任   期 種  別

前田 弘 公益財団法人 日本サッカー協会 医学委員会委員 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) ①

安積 研二 AcroBats株式会社 取締役会長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) ③

土木 住正
福岡医健・スボーツ専門学校
事務局長・スポーツ科学科 学科長

令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

古谷野 潔 福岡医健・スポーツ専門学校 学校長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

河口 青児 福岡医健・スポーツ専門学校 冨げ校長・教務部長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

松原 敏昭 福岡医健・スポーツ専門学校 教務事務部長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

(3)教育課程編成委員会等の全委員の名簿

令和6年 4月 1日 現在

※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
(当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「一」を記載してください。)
①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
地方公共団体等の役職員(1企業や関係施設の役職員は該当しません。)
②学会や学術機関等の有識者
③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

(4)教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

(年間の開催数及び開催時期)

教育課程編成委員会は年2回開催し、第1回 目を毎年5月 、第2回 目を翌年1月 に実施している。今年度開催 (予定)日 時は以下の通り。また、委員会欠席委員に対し
ては個別に意見聴取を行うなど、必要に応じて、適宜適切に分科会等を開催する場合がある。

(開催日時 (実績))
第 1回 令和 6年 5月 17日  15:30～ 17:00
第2回 令和 7年 1月 24日 司3:00～ 15:00(予 定)

(5)教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

専門学校の役割は「各種資格の合格率をあげること」「一つでも多くの資格を取得させること」「希望する仕事・産業界に就職させること」などの意見を多くの委員から頂
いた。
特にAT資格は、医療系国家資格ではないが医療系国家資格よりも難しく1両値は高いので、AT資格の合格率を上げることが重要との意見を頂いた。そこで、通常授業
以外の空いた時間に補講として過去問題をひたすら解く機会を設けると共に、AT理論試験突破に向けた合宿を計画している。また、「やる気スイッチ」。「現場での楽し
さ」などモチベーションを高めていくことにも努めている。
また、良い就職を勝ち取る為には実践力の強化が重要である旨のアドバイスを頂いたので、現場経験の積み重ねや実習の強化として、ソフトバンクホークスでの実習、
女子サッカー福岡」・アンクラスやアメリカンフットボール福岡SUNSでの活動等年間通したゼミ活動の展開などの改善を図つている。



(1)実 習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

本校は、「学校と業界が協力をして、業界が求める即戦力の人材を育成し、業界に送り出す」という「産学共同教育」を開校以来実践してきた。即戦力としての1競業大教
育を行うため、業界と連携して専門知識・技術、人間力を有した人材育成を行つている。このため、特に実習・演習科目に於いては、現場の第一線で活躍するプロに非常
勤講師を依頼するなど、授業内容を業界関係者と共に企画立案し、その実施及び達成度評価を行つている。

連携企業等と講師業務委託契約を交わした上で、現場の第一線のプロが非常勤講師として授業を行つている。学校と非常動講師が協議して作成したシラバスを基に
授業は進行され、成績評価は毎授業での到達目標達成度及び学期ごとに行う定期試験の結果をもって総合的に評価される。また、担当非常勤講師と学科専任教員は
常に連携を密にし、情報を共有しながら授業運営に係る問題解決や授業改善に協力して取り組んでいる。
更に、業界研修・臨床実習等を実施し、企業等の指導担当者の下、現場体験を深め即戦力としての更なる知識・技術の習得に努めている。実習実施前の協議を徹底
すると共に、教員による実習巡回を通して指導担当者と教員の連携・情報共有を図り、協力体制を強化して教育効果の向上に努めている。

(2)実習・演習等における企業等との連携内容

(3)具体的な連携の例※科目数については代表的な5科目について記載。

体力測定法 計1施設

業 界 研 修
3【校外】企業内実習 学習した知識・技術を実践で用い、実践カ 加野病院、スポーツクラブNAS博多、ゴールドジム博多リバレイン、
(4に該当するものを や社会大基礎力を身につけることができ セントラルウェルネスクラブ24野間大池、スポーツクラブエスタクオ

司【校内】企業等から
の講師が全ての授業

体力の構成概念に基づいた各要素の知識
を深めると共に、それぞれの正しい体力測 株式会社ライコ

る

を主担当 定法を理解し、説明することができる。

除く。) リア千早+24 他 計10施設

3.「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行つていること。」関係

学国の定める教職員規定において、専門技術・知識の向上、授業内容・教育技法の改善、クラス運営力の向上、マネジメント能力や指導力の向上などを研修の目的と
して、職歴や能力・経験、職責、担当業務に合わせて、定期的・継続的に業界と連携して研修を実施している。企業・業界団体等が開催する研修会や講習会に専任教員
を計画的に参加させ、業界の変化やニーズを的確に把握すると共に、最新の技術・知識の習得に努めている。

(1)推薦学科の教員に対する研修・研究 (以下「研修等」という。)の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

(2)研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等

研修名 :健康運動実践指導者養成校養成講座主任教員研修会
主 催 :公益財団法人 健康・体力づくり事業財団
実施日:令和6年3月 13日
参加者 :スポーツ科学科専任教員2名
内 容 :健康運動実践指導者資格に関わる実務内容 (テキスト改訂/評価総括/R6年認定試験実施計画など)について
②指導力の修得・向上のための研修等

研修名 :キャリア教育インストラクター研修
主 催 :滋慶教育科学研究所
実施日:令和6年 1月 19日
参加者 :スポーツ科学科専任教員1名
内 容 :キャリア教育を実践するための指導法や評価法について
(3)研修等の計画

O専攻分野における実務に関する研修等

研修名
主 催
実施日
参加者
内 容

第13回 日本アスレティックトレーニング学会
日本アスレティックトレーニング学会
令和6年 9月 14・ 15日
スポーツ科学科専任教員1名
アスレティックトレーニングを支える経験・研究・教育の連携

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名:2024年度 FDミクロレベル研修 I
主 催 :滋慶教育科学研究所
実施日:令和6年 4月 12日

参加者 :スポーツ科学科専任教員2名
内 容 :学生変化に沿つた教授法の基本 (マインドとスキル)を習得



4「学校教育法施行規則第189条において準用する同規則第167条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価を行〕こ当たっては、当i該専修学校
の関係者として企業等の役員又は励員を参画させていること。」関係

(1)学校関係者評価の基本方針

「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、学校関係者として、卒業生、保護者、地域住民、高等学校、企業により構成される学校関係者評価委員会を組織
し、この委員会が、学校が行つた自己点検・自己評価の内容を審議・評1両して、様々な角度からアドバイスや支援を行うことを通して、学校運営の改善に活用することを
方針とする。

(2)「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

(1)教育理念・目標 教育理念・目的・育成人材像

(2)学校運営 学校運営

(3)教育活動 教育活動

(4)学修成果 教育成果

(5)学生支援 学生支援

(6)教育環境 教育環境

(7)学生の受入れ募集 学生の募集と受け入れ

(8)財務 財務

(9)法令等の遵守 法令等の遵守

(10)社会貢献・地域貢献 社会貢献

(11)国際交流

※ (10)及 (11)については

(3)学校関係者評価結果の活用状況

運営部長を始め、学校長、事務局長、教務部長、学科長等で共有し、全スタッフに周知して、多岐に渡る学校運営の改善に努めている。特に、日々の学校運営の中で
直ちに改善・対応が可能なことは、学校長の指導の下、学校全体に係る事案は事務局長・教務部長が中心となり速やかに改善に取り組み、学科に係ることは学科長が
中心となり速やかに改善を図つている。また、改善に新たな予算確保が必要な案件は事務局長が中心となつて次年度に向けて予算組を行い、改善を図つている。加え
て、学則変更等が必要な案件は、学校長の指導の下、教務部長が中心となって学則変更手続きを行いながら改善を図つている。
学校関係者評価委員会を開催し、文部科学省が策定した「専修学校における学校評価ガイドライン」に沿つて実施した昨年度の学校自己点検報告書について、当校に
関係の深い13名 の学校関係者評価委員に評価していただき、各項目について概ね「優れている」との評価を頂いた。また「入学定員の充足」「中途退学者の低減」「地
域との交流を更に深める」など多くのご意見を頂いた。
学校のリーダー会議、学科会議、全体会議などでこれらの意見を共有し、検討・環境整備に取り組んでいきます。

(4)学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名  前 所 属 任   期 種  別

村田 栄治 村田整骨院 院長 令和6年 4月 1日 ～令和7年3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (柔道整復科 )

要 信義 要鍼灸院 院長 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企 業 等 委 員 (鍼 灸 科 )

橋本 修二
岡

令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (¬ 年) 企業等委員 (救急救命公務員科 )

福田 智 医療法人 せと山荘クリニック 統括部長 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (理学療法科 )

丸田 淳司 医療法人誠和会 牟田病院 医療部門科長 令和6年 4月 1日 ～令和7年3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (作業療法科 )

案西 浩平 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (歯科衛生士科 )

平野 千恵美 医療法人相生会 宮田病院 看護師長 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企 業 等 委 員 (看 護 科 )

安積 研二 ats株式会社 取締役会長 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 業等委員(スポーツ科学科)

中西 祐介 ンドラッグ 人事部採用課主任 令和6年4月 1日 ～令和7年3月 31日 (1年 ) 企 業等 委 員 (薬 業 科 )

谷口 貴隆 ―ツ科学科 卒業生 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 業 生 代 表

冨崎 尚美 生 (鍼灸科3年 )保護者 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) =奮 者 代  表

清輔 正孝 県立香椎高等学校 校長 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 等 学 校 関 係

戎崎 淳一 福岡市博多区大浜公民館 館長 令和6年 4月 1日 ～令和7年3月 31日 (1年 ) 地 域 関 係  者

(5)学校関係者評価結果の公表方法 .公表時期

広報誌等の刊行物 。その他 ( ))

URL:httpsi//wwwiken acjp/schoo1/puЫ ic info/

公表時期 :令和6年 5月 31日



5「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該尊修学校の教育活動その他の学校違営の状況に関する情1報を提供していることと」関係

(1)企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

学校で毎年定める事業計画の実行方針で提起された目標 (カリキュラムのイノベーション、中途退学率の低減、就職100%、 国家試験合格率100%等 )を具現化するため
に、企業等からヒアリングを行い、業界の動向を踏まえた実行計画を作成している。その為にも、学校の方針や考え方に加え、様々な詳細情報を十分に理解して頂いた
上で、意見やアドバイス、支援を頂くことが重要となる。企業等への具体的な情報提供方法としては、学校関係者評価委員会や教育課程編成委員会、業界関係者であ
る非常勤講師との講師会、キャリアセンタースタッフによる企業訪問、企業とタイアップして行うイベント等あらゆる機会を活用して、積極的に情報の提供を行つている。

(2)「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

※(10)及 (11)については任意記載。

(3)

その他 ( ))

URL:httpsプ

公表時期 :随時

(2)各学科等の教育



授業科目等の概要

(文 1と '教養募円謀程 スポーツ科学科 ポディメイキングトレTナーヨース)
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○ 英会話
国際化に対応てきる日常英会話 を身につけるとともに、グ
ローバルな感性を養 うことができる。

ヽ

前
30 2 O ○ ○

2 O コミュニケーションスキル 対人援助職として必要なコミュニケーションを行うことがで
きる。

１

前
30 2 O ○ ○

O コンピュータ
ビジネス能力の一つとして、Microsoft officeの 基礎技術を
惨得することがてきる。

１

後
30 2 ○ O O

O 就職試験対策講座
就職活動で必要となるスキルとマナーを身につけ、就職活動
に活かすことができる。

２

前
30 2 ○ ○ ○

5 ○ 機能的解剖学
人体の構造や生理

構造や機能の説明

学的な仕組みを学習し、運動に関わる身体
をすることができる。

１

前
30 2 O ○ ○

○ 機能的解割学2
人体の構造や生理学的な仕組みを学習 し、運動に関わる身体
構造や機能の説明をすることがてきる。

１

後 30 2 O ○ ○

O スポーツ生理学
運動によって生じる体の変化や適応状態について基礎的な知
識を持ち、教育によって起こる身体的機能変化を理解するこ
とができる。

１

前
30 2 O O ○

8 ○ スポーツ生理学2
運動によって生 じる体の変化や適応状態について基礎的な知
識 を持ち、教育によつて起 こる身体的機能変化を理解するこ
とができる。

１

後
30 2 O ○ O

○ 発育発達
発達段階に応 した運動指導を学び、指導を行うことができ
る。

１

後
30 2 O O ○

10 O 健康管理概論
健康づ くりや疾病予防の基礎的な知識の考え方を理解 し、年
代層に応 した健康指導を説明することができる。

２

前 30 2 〇 ○ ○

○ ボディケア
ケアの基本的なテクニックを学び、ボディケアを身につけ妄
践することができる。

１

前
30 2 O ○ ○

O スポーツ障害 運動によって生じる整形外科的障害を理解し
テービングを実践することができる。

目的に応 じた １
前
30 2 ○ ○ O

O スポーツ医学
スポーツ障害にもならず、内科的疾病を有する人々のスポー
ツ医学や栗物の基礎知識を理解 し、障害予防でのリハ ビリ
テーション、コンディショニングを修得することができる。

１

後 30 2 O ○ O

14 O スポーツ心理学 運動指導する際に心 I理学に関する科学的な専門知識 を身につ
け、指導に活かすことができる。

Ｈ

前 30 2 O ○ ○

15 ○ 体力測定法
体力の構成概念に基づいた各要素の知識を深めると共に、そ
れぞれの正 しい体力測定法を理解し、説明することができ
る。

ヽ

一
月‐，
30 2 ○ O ○ ○

16 O スポーツ栄養学
一般人の健康維持のための栄養  食事撰取の重要性 を正 しく
理解 し、コンディショエングと競技力向上を目指 した食事の
実践方法を説明することができる。

１

前
30 2 O ○ O

○ スポーツ栄餐学2
一般人の健康維持のための栄養・食事摂取の重要性 を正 しく
理解 し、コンディシ ョニングと競技力向上を目指 した食事の
実践方法を説明することができる。

１

後
30 2 ○ O ○

O スポーツ社会学
スポーツの歴史を学び、スポーツが社会へ及ぼす影響につい
て、読み解 く力を身につけまとめることができる。

１

後
30 2 ○ ○ O



19 O プログラムデザイン 対象者別の トレーニングプログラムの作成方法を学び、作成
することができる。

１

後
30 2 O ○ ○

20 ○ スポーツバイオメカニクス
スポーツや日常生活にある動作を説明てき
善や障害の予防と関連付けることができる。

スポーツ動作改 ２
前
30 2 ○ ○ ○

21 ○ スポーップログラミング
トレーエングの原則と効果、ウォーミングアップ、クーリン
グダウン、ストレッチの理論を説明することができる。

２

前
30 2 ○ O O

22 O ヨーチング論
運動指導に必要な指導法や、コーチングにおける知識を学ぷ
と同時に、具体例を提示し実用的なコーチングスキルを身に
つけ、まとめることができる。

２

前
30 2 ○ O O

23 O コンディショニング 身体の調整を行うための技術を身につけ、実際に身体調整を
することができる。

１

前 30 2 O ○ O

24 ○ フィットネスエクササイズ
エアロビッ
ンディショ

クな運動の特性を理解し、正しいステップ・筋コ
ニングの技術を身につけることができる。

ヽ

前
30 2 ○ O ○

25 ○ レジスタンス トレーニング指導をするうえで必要な知識を学び
した トレーエングの指導をすることができる。

目的に応 １
前
30 2 ○ ○ ○

○ レジスタンス2
トレーニング指導をするうえて必要な知識を学び
した トレーニングの指導をすることができる。

目的に応 １
後
30 2 ○ ○ ○

27 ○ トレーニング科学
各種 トレーエングの基礎知識、指導方法を学び
グ指導をすることができる。

トレー三ン ２
前
30 2 ○ ○ ○

O 水中運動指導法
水の特性を学び、対象者に応じた水中運動の指導法を学ぶと
ともに水泳の基本動作を指導することができる。

１

前
15 1 O ○ O O

29 ○ 進路指導
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
の進路を考えることができる。

ヽ

前
30 2 O O O

O 進路指導2
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
の進路を考えることができる。

１

後 30 2 ○ ○ ○

31 O 進路指導9
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
の進路を考えることができる。

２

前
30 2 ○ O O

○ 進路指導4
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
の進路を考えることができる。

２

後
30 2 ○ ○ ○

O ゼミ

現場活動を通 して求め られるスキルやマイン ドを身につける
とともに、活動で起 こる問題について討論を行い、現場力を
身につけることができる。

２

前 30 2 O O ○ O O

34 O ゼミ2
現場活動を通 して求められるスキルやマインドを身につける
とともに、活動て起こる問題について討論を行い、現場力を
身につけることができる。

２

後 30 2 ○ O ○ O ○

35 O 進級制作
ゼミ活動を通して研究した成果についてまとめ、発表するこ
とができる。

２

前 30 2 O ○ O ○

36 ○ 卒業制作
ゼミ活動を通して研究した成果についてまとめ、発表するこ
とができる。

２

後 30 2 ○ O ○

37 O 業界研修
学習

身に
した知識・
つけること

技術
がで
を実Ltて 用い、実践力や社会人基礎力を
きる。

１

後
60 2 ○ ○ ○ O

38 ○ インターンシップ インターンシップを通して職業観を養い、就職活動に活かす
ことができる。

２

前
60 2 ○ ○ O O ○

39 O 専門実技演習
専門的な実習を通し、より専門性の高い指導や説明すること
ができる。

２

一削
30 2 ○ O ○



40 ○ 専門科目
さらに高めたい専門性について学ぷと同時に追求 し、知識と
指導力を向上させることができる。

２

前
30 2 O △ ○ O

41 O 専門科目2
さらに高めたい専門性について学ぷと同時に追求し、知識と
指導力を向上させることができる。

２

前
30 2 ○ △ ○ O

42 O 専門科目3
さらに高めたい専門性について学ぷと同時に追求し、知識と
指導力を向上させることができる。

２

後
30 2 ○ △ 〇 O

43 ○ 専門科目4
さらに高めたい専門性について学ぷと同時に追求し、知識と
指導力を向上させることができる。

２

後 30 2 O △ O O

44 O イベント,ボランティア活動
学内外て行われる様々なイベントやポランティア活動を通し
てリーダーシップ、フォローヮーシップを体得することがで
きる。

１
通

。
２

稲

60 2 O ○ ○ O

45 O 海外実学研修
海外の歴史や文化に触れ、国際的な感性を養う。また、施設
の見学を通して最先端の技術を学び、学んできたことへの理
解を深めることができる。

１

後 O ○ ○

46 O 特別講義
業界で活躍 している特別講師を招き、最新の話題についての
講義を受け、理解を深めることができる。

１
通

・
２

誦

O O O

47 ○ 健康運動実践指導者基礎講座

「健康運動実践指導者」資格 を通 して、 1貰極的な健康づ くり
を目的とした運動を安全かつ効果的に実践指導ができるよう
になる。

２

前
30 2 O ○ ○

48 O 健康運動実践指導者筆記試験対策講座

「健康運動実践指導者J資格を通して、積極的な健康づくり
を目的とした運動を安全かつ効果的に実践指導ができるよう
になる。

２

後
30 2 O O ○

49 ○ 健康運動実践指導者実技試験対策講座

「健康運動実践指導者J資格を通して、積極的な健康づくり
を目的とした運動を安全かつ効果的に実践指導ができるよう
になる。

２

後 30 2 ○ O ○

50 O アスリートフードマイスター
アスリートのパフォーマンスを最大化するための最適な食フ
ログラムを学び、クライアントに合わせた食事指導をするこ
とができる。

ヽ

前
15 1 ○ O O

51 O SAQインストラクター レベル1試験対策講座
スピー ドシステムや解剖学的な視点から知識や動作を獲得
し、コーチング視点を身につけることができる。

１

前
30 2 ○ O O

52 ○ 幼児体育指導者
子 どもに身体 を動かす楽 しさや素晴 らしさを伝えることがて
きる。理論  指導手順 ,手本・補助 を正 しく学び、自信 を
持つて指導できるスキルを身につけることができる。

―
通

。
２

輻

15 1 ○ O O

53 ○ FTPマ ットビラティス受験対策講座
身体の内側に意識 を集中させ、全身をバランスよ く動か しな
が ら、身体の筋肉を鍛えゆがみのない柔軟性のある しなやか
な身体を身につけ、指導することができる。

２

前
30 2 O O ○

54 ○ ADI筆記試験対策講座
集団を動かす指導力
に対応できる応用力

と実演力、様々なグループエクササィズ
を身につけることができる。

２

前 30 2 O O O

55 ○ AD:実技試験対策講座
集団を動かす指導力と実演力、様々なグループエクササィズ
に対応できる応用力を身につけることができる。

２

前 30 2 O O ○

56 ○ スキルアップ 集団を動かす指導力と実演力、様々なグループエクササィズ
に対応できる応用力を身につけることができる。

２

前
30 2 ○ ○ O

57 ○ トレーニング指導者基礎講座
科学的根拠に基づく適切な運動プログラムを作成・指導する
ために必要な知識を修得し、スポーツ選手や一般人を対象と
した トレーニング指導ができるようになる。

２

前 30 2 ○ O ○

58 ○ トレーエング指導者受験対策講座
科学的根拠に基づく適切な運動プログラムを作成・指導する
ために必要な知識を惨得し、スポーツ選手や一般人を対象と
した トレーニング指導ができるようになる。

２

後
30 2 O O O

59 O スポーッシューフィッター
足の機能解割や疾患の評価、治療に関する知識や形態観察と
サイジング技術を修得。目的に合つた正しいシューズ選びと
インツール選択のアドバイスができるようになる。

１

後
15 1 O ○ ○

60 O AT受験対策講座

専門的な医学知識 を有 し、競技者の健康管理、スポー ツ障
害 ,外 傷の予防、救急処置、アス レティックリハ ビリテー
ション及び体カ トレーニング、コンディショニングなどがて
きるようになる。

１

後
30 2 ○ ○ ○



○ AT受験対策講座 2

専
害

き

門的
外
な
傷
医学
の予

知識
防、
カ ト

を有 し、
救急処置

競技者の健康管理、スポーツ障

ョン及び体
るようにな

レーニング
アスレティックリハビリテー
ヨンディショニングなどがで

る。

２

前
30 2 ○ ○ O

O AT受験対策講座 9

専門的な医学知識
害・外傷の予防、
ション及び体カ ト
きるようになる。

を有 し、競技者の健康管理、スポーツ障
救急処置、アスレティックリハピリテー
レーニング、コンディショニングなどがで

２

後
30 2 O O ○

63 ○ AT受 験対策講座4

専門
害・

シ ョ

きる

的な医学知識を有し、競技者の健康管理、スポーツ障
外傷の予防、救急処置、アスレティックリハビリテー
ン及び体カ トレーニング、コンディショニングなどがで
ようになる。

２

後
30 2 ○ ○ O

64 ○ AT実 技対策講座

専門的な医学知識を有 し、競技者の健康管理、スポーツ障
害・外傷の予防、救急処置、アスレティックリハビリテー
ション及び体カ トレーニング、コンディショエングなどがで
きるようになる。

２

後
30 2 ○ O O

65 O RF受験対策登寄座
バーベルとプレー トを使用したアスレチックトレーニング埋
論に基づく、全身の筋方向上を目的とした画期的なプログラ
ムの指導ができるようになる。

２

前 30 2 O O O

〇 RF受 験対策講座 2
バーベルとプレー トを使用したアスレチックトレーニング理
論に基づく、全身の筋力向上を目的とした画期的なプログラ
ムの指導ができるようになる。

２

後
30 2 ○ O O

67 ○ リトモス受験対策講座
各種のダンス (ヒ
ン、ジャズ、アラ
になる。

ップホップ、ラテン、ダンス、サルサト
ビアン、レゲトン)レ ッスンができるよう

２

後
30 2 ○ ○ ○

68 ○ 健康予防管理専門士受験対策講座
年齢・性別
防を実施す
なる。

や生活習慣に合わせて健康管理・指導など一次予
る矢a識と具体的方法を講 じることができるように

１

後
30 2 ○ O O

○ 健康予防管理専門士受験対策講座2
年齢・性別や生活習慣に合わせて健康管理・指導など一次予
防を実施する知識と具体的方法を講じることができるように
なる。

２

前
15 , ○ O O

,0 O NSCA受 験対策講座
年齢・性別・経験 を問わず幅広い層に対 して トレーエング指
導を行 うため、 トレーエングの知識に加え、医学的、運動生
理学的な専門知識 と トレーニング指導ができるようになる。

２

前
30 2 ○ O ○

71 O NSCA受 験対策講座 2
年齢・性別・経験を問わず幅広い層に対して トレーニング指
導を行うため、 トレーニングの知識に加え、医学的、運動生
理学的な専門知識とトレーエング指導ができるようになる。

２

後
30 2 ○ ○ O

72 ○ MOSス ペシャリスト受験講座
ビジネス
うになる
シーンで必要となるパソコンスキルを修得できるよ ２

前
30 2 O ○ 0

73 ○ MOSスペシャリスト受験講座2 ビジネ
うにな
スシーンで必要となるパツコンスキルを修得できるよ
る。

２

後
30 2 O ○ ○

○ 救急法
大工呼吸や心l,マ ッサージの方法、AED(自 動体外式除ヤ引
動器)を用いた除細動などを修得できるようになる。

１

後
30 2 ○ ○ O

75 ○ 実践術
各部位の トレーニングテクニックを実際に体感することで理
解を深め、指導力を高めることがてきる。

，

前 30 2 O ○ O

O ピラテイス 体幹を中心に身体の動きを作り出すス トレッチング
ニング方法を学び、実践できる。

トレー １
前
30 2 O O ○

77 ○ ウエイトコントロール
クライアン トー人ひとりの目的 (増量・減量)や年齢代に合
せた食事のア ドバイスや トレーニングの指導方法を習得する
ことができる。

１

後
30 2 ○ O ○

O 実践術2
各部位の トレーエングテクニックを実際に体感することて理
解を深め、指導力を高めることができる。

１

後
30 2 O ○ ○

79 ○ トレーニング演習 対象者を考慮した トレーニング計画を学び、対象者に応した
筋カ トレーニングの指導力を身につけることができる。

１

後
30 2 ○ O O

30 O ボディケア2
ケアの基本的なテクニックを学び、ボディケアを身につけ実
践できる。

１

後
30 2 O ○ ○

O パランストレーニング
パランス トレーニン
ぷ。指導プログラム

グの様
を立案
な々ツールを使用した指導法を学
できる。

１

後
30 2 ○ ○ ○



82 ○ フィットネスエクササイズ2
エアロビックな運動の特性を理解し、正しいステップ・筋コ
ンディショニングの技術を身につけることができる。

１

後
30 2 ○ O O

83 O 機能解割学演習
解割学的特性を理解し、目的に応した適切な運動プログラム
を提案することができる。

２

前
30 2 ○ ○ O

84 O 実践術3
各部位の トレーエングテクニックを実際に体感することで理
解を深め、指導力を高めることがてきる。

２

前
30 2 ○ ○ O

85 ○ パーツナル指導法
クライアントー人ひとりの目的に合つた トレーエングの基礎
知識、指導方法を身につけることができる。

２

前 30 2 ○ ○ O

86 O パーソナルセッション
身体機能改善を目的とし、クライアントの現状把握から修正
方法、 トレーニングと一連の指導法を学び、技術を身につけ
ることができる。

２

前 30 2 ○ ○ O

87 〇 スポーツ栄養学3 運動時における栄養摂取サプリメントについて学ぷととも
に、アスリー トの食育法を習得することができる。

２

前 30 2 O O ○

88 ○ トレーニング総論
「トレーニング」「体養J「栄養」について理解し、対象者
に応した適切な計画を立てることができる。

２

後
30 2 ○ ○ O

O トレーニング演習2
対象者を考慮した トレーニング計画を学び、対象者に応した
筋カトレーユングの指導力を身につけることができる。

２

後
30 2 ○ ○ ○

90 O パーツナル指導法 2
クライアントー人ひとりの目的に合った トレーエングの基礎
知識、指導方法を身につけることができる。

２

後 30 2 O O ○

91 ○ パーツナルセッション2
身体機能改善を目的と
方法、 トレーニングと
できる。

し、クライアントの現状,B握から修正
一連の指導法を学び、実践することが

２

後
30 2 ○ O O

91  不斗目 173     1

卒 栞要件及 び履傍万 法 授業期間等

卒業要件
当
‐
該学年において、履惨すべき学科目の うち、履修を認定されない学科目 (不合格)が 1科 目以上あれば卒業てきな
い。また、履修すべき学科目のいずれかについて、出席回数が総授業回数の 9分の 2未満の者は卒業できない。

1学年の学期区分 2期

履修方法
講義・演習・実技・実習のいずれかにより、またはこれらの併用により行う。選択必修科目と自由選択科目を履修
し、各科目667()6以上の出席し試験等による60点以上の評定で単位取得する。

1学期の授業期間 15週

(留意事項 )
1 -の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
については、主たる方法についてOを付し、その他の方法について△を付すこと。
2 企業等との連携については、実施要項の3(3)の 要件に該当する授業科目についてOを付すこと。



(別紙様式4)

令和 6年 8月 31日

職業実践専門課程等の基本情報について

福岡医健・スポーツ専門学校 平成14年 4月 1日 古谷野 潔 Ｔ師
蔀
福岡県福岡市博多区石城町7番 30号
092-262-2119

学校法人 滋慶学園 昭和 58年 12月 23日 浮舟 邦彦
〒  194-0084
(住所)東 京都江戸川区東葛西 6丁 目16番 2号
(雷膏き)03-5878-3311

文化・教養 文化・教養専門課程 平成16(2004)年 度 平成26(2014)年 度

「職業大教育を通して社会に貢献」をミッションとし、知識・技術の提供だけでなく、解剖学から栄養学などの理論に基づいた安全な運動プログラムの計画や
女性らしいしなやかなカラダづくりなど、一人ひとりに合つた理想の身体に導〈ことができる指導ができるクライアントが望むパーツナルトレーナーを育成す

学科の特徴■
(主な教育内容i取―

得可能な資格1等 )

<主な教育内容>
スポーツ業界から求められる即戦力を養うため、産学連携教育を柱として人材育成を行い、目標とする資格取得を目指す。
<取得可能な資格>健 康運動実践指導者、

「
rPマットビラティスインストラクター 他

修葉年限 昼夜 講義 演習 実験 1実技|

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
心Wi記 入

1700単位時間 1,395単 位時間 1,110単 位時間 180単位,キ間

単位

0単位時間

単位

0単位時間

単位 単 位 単 位 単 位

生徒総定負 生徒実員(A>| 留学生救(生儀案Aの内歳
'(a)

留学生割合(B/A) 中退率

6  人 0 0   ヽ 22  踊

O
日卒業者に占める就職者の割合

100

(令和  5  年度卒業者に関する令和6年 5月 I口 時点の情報)
■主な就職先、業界等

(令和5年度卒業生)

スポーツ施設

160 人の内数

就職等の状況

第三者による
学校評価

四氏間の。l lttT憂 関寺から丼,三吉 。キ1山
※有の場合、,lえば以下について任意記載

評価Π体 〔 受審年月
評45結剪tを掲載した
ホームベージuRL

当―該学科の

ホームページ
URL

https//、v、vw ken ac」 p/COurse/塑 As― scЮ nCeど

企業等 と連1携 した

実習等の実施状況

(A、 8いずれか
に記入 )

(A:単位時間による算定 )

(B:単位数による算定 )

総単位数 単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

2686単 位時間

うち企業等と連携した実験・爽習 ,実技の l受葉時数 60単位時間

うち企楽等と連携した演習の授業時数 30単位時間

1305単 位母手間

0単位時間

うち必体授葉時数

30単位時間

(う ち企業等と違挑したインターンシップの授桑時敬 ) 0単位時間

教員の属性

教員に つい

入 )

(専任
て記

上記①～⑤の
の実務の能力

うち、実務家教員 (分野におけるおおむね5年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
を有する者を想定)の数 4人

O専修学校の専門t誤程を体7した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事 した者であつて、当骸専
開と黒程の修素年限と当散業務に従事 した期間とを通算

(専修学校設置基準第41条第 II員第1号 )

して六年以上となる者

0人

② 学士の学位を有する者等 (専修学校設置基準第11条第1境第2号 ) 3人

③ 高等学校教諭等経験者 (尊修学校設置基準第11条第1頂第3号 ) 0人

④ 修士の学位又は専門職学位 (専修学校設置基準第41条第1項筆4号 ) 0人

⑤ その他 (専嬌学校設置墓幸第41条第1項第5号 ) 2人

百: 5人



1「専攻分野に関する企業、回休等 (以下「企業等」という。)との連携体制を確保して、授業科目のF折写設その他の教育課程の編成を行つていること。」関係

(1)教育課程の編成 (授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。)における企業等との連携に関する基本方針

業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体の役職員及び実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業の役職員が
参画する教育課程編成委員会を年2回実施し、業界の動向や変化、それに伴うニーズや必要な人材像を把握すると共に、実施している授業やカリキュラム等を各委員に
検証してもらいアドバイスや意見を頂く。また、教員による実習先訪問や就職担当による企業訪間を通して更なる情報収集を図る。それらを十分に生かしつつ、力リキュ
ラムや授業方法の改善、授業科目の開設等を図り、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施する。

(2)教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関ずる意思決定の過程を明記

教育課程の編成は、理事会の下に設置された教育課程編成委員会において討議した内容を十分に考慮したうえで、学科会議において編成を行うものとし、委員会の
適切な運営は理事会が担保することになつている。また、教員組織規則において、「委員会の審議を通じて示された企業等の要請その他の情報、意見を十分に生かし、
実践的かつ専門的な職業教育を実施する教育課程の編成に努める」ことが明記され、この定めに従つて委員会を運営する。(以下図により、編成意思決定の過程を示
す)

(教育課程編成委員会 )

劇an計画
(学校・学科 )

Do:実行

(教育課程編成委員会)
Check:チェック

(学校・学科 )

Acuon:改善

名  前 所    属 任   期 種   別

前田 弘 公益財団法人 日本サッカー協会 医学委員会委員 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) ①

安積 研二 AcrOBats株式会社 取締役会長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (可 年) ③

土本 佳正
相 苗l睦促・スボー

事務局長・スポ
ツ専門学校
―ツ科学科 学科長

令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

古谷野 潔 福岡医健・スポーツ専門学校 学校長 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

河日 青児 福岡医健・スポーツ専門学校 目1校長・教務部長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

松原 敏昭 福岡医健・スポーツ専門学校 教務事務部長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

(3)教育課程編成委員会等の全委員の名簿

令和6年 4月 1日 現在

※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
(当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「一」を記載してください。)
①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
地方公共団体等の役職員(1企業や関係施設の役職員は該当しません。)
②学会や学術機関等の有識者
③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

(4)教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

(年間の開催数及び開催時期)

教育課程編成委員会は年2回開催し、第1回 目を毎年5月 、第2回 目を翌年1月 に実施している。今年度開催 (予定)日 時は以下の通り。また、委員会欠席委員に対し
ては個別に意見聴取を行うなど、必要に応じて、適宜適切に分科会等を開催する場合がある。

(開催日時 (実績))
第1回 令和 6年 5月 17日  15:30～ 17:00
第2回 令和 7年 1月 24日 13:00～ 15:00(予定)

(5)教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

専門学校の役割は「各種資格の合格率をあげること」「一つでも多くの資格を取得させること」「希望する仕事・産業界に就職させること」などの意見を多くの委員から頂
いた。
特にAT資格は、医療系国家資格ではないが医療系国家資格よりも難しく価値は高いので、AT資格の合格率を上げることが重要との意見を頂いた。そこで、通常授業
以外の空いた時間に補講として過去問題をひたすら解く機会を設けると共に、AT理論試験突破に向けた合宿を計画している。また、「やる気スイッチ」・「現場での楽し
さ」などモチベーションを高めていくことにも努めている。
また、良い就職を勝ち取る為には実践力の強化が重要である旨のアドバイスを頂いたので、現場経験の積み重ねや実習の強化として、ソフトバンクホークスでの実習、
女子サッカー福岡」・アンクラスやアメリカンフットボール福岡SUNSでの活動等年間通したゼミ活動の展開などの改善を図つている。



本校は、「学校と業界が協力をして、業界が求める即戦力の人材を育成し、業界に送り出す」という「産学共同教育」を開校以来実践してきた。即戦力としての職業大教
育を行うため、業界と連携して専門知識・技術、人間力を有した人材育成を行つている。このため、特に実習・演習科目に於いては、現場の第一線で活躍するプロに非常
勤講師を依頼するなど、摂業内容を業界関係者と共に企画立案し、その実施及び達成度評価を行っている。

(1)実 習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

(2)実習・演習等における企業等との連携内容

(3)具体的な連携の例※科目数については代表的な5科目について記載。

体力測定法 計1施設

業 界 研 修
3【校外】企業内実習 学習した知識・技術を実践で用い、実践力 加野病院、スポーツクラブNAS博多、ゴールドジム博多リバレイン、
(4に該当するものを
除く。)

や社会人基礎力を身につけることができ
る。

セントラルウェルネスクラブ24野間大地、スポーックラブエスタクオ
リア千早+24 他 計10施設

1【校内】企業等から
の講師が全ての授業

体力の構成概念に基づいた各要素の知識
を深めると共に、それぞれの正しい体力浜1 株式会社ライコ

を主担当 定法を理解し、説明することができる。

3「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行つていること。」関係

学園の定める教職員規定において、専門技術・知識の向上、授業内容・教育技法の改善、クラス運営力の向上、マネジメント能力や指導力の向上などを研修の目的と
して、職歴や能力・経験、職責、担当業務に合わせて、定期的・継続的に業界と連携して研修を実施している。企業・業界団体等が開催する研修会や講習会に専任教員
を計画的に参加させ、業界の変化やニーズを的確に把握すると共に、最新の技術・知識の召得に努めている。

(1)推薦学科の教員に対する研修・研究 (以下「研修等」という。)の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

(2)研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等

研修名 :健康運動実践指導者養成校養成講座主任教員研修会
主 催 :公益財回法人 健康・体力づくり事業財団
実施日:令和6年 3月 13日
参加者 :スポーツ科学科専任教員2名
内 容 :健康運動実践指導者資格に関わる実務内容 (テキスト改訂/評価総括/R6年認定試験実施計画など)について
②指導力の修得・向上のための研修等

研修名 :キャリア教育インストラクター研修
主 催 :滋慶教育科学研究所
実施日:令和6年 1月 19日
参加者 :スポーツ科学科専任教員1名
内 容 :キャリア教育を実践するための指導法や評価法について
(3)研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等

研修名 :第 13回 日本アスレティックトレーニング学会
主 催 1日 本アスレティックトレーニング学会
実施日:令和6年 9月 14・ 15日
参加者 :スポーツ科学科専任教員1名
内 容 :アスレティックトレーニングを支える経験・研究・教育の連携
②指導力の修得・向上のための研修等

催
日
者
容

施
加

主
実
参
内

2024年度 FDミクロレベル研修 I
滋慶教育科学研究所
令和6年 4月 12日
スポーツ科学科専任教員2名
学生変化に沿つた教授法の基本 (マインドとスキル)を習得

研修名



4「学校教育法施行規則第 189条において準用する同規則第67条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校
の関係者として企業等の役員又は珂観員を参画させていること。」関係

(1)学校関係者評価の基本方針

「専修学校における学校評価ガイ
し、この委員会が、学校が行つた自
方針とする。

レ韓
」に基づき、学校関係者として、卒業生、保護者、地域住民、高等学校、企業により構成される学校関係者評価委員会を組織
'自 己評価の内容を審議・評価して、様々な角度からアドバイスや支援を行うことを通して、学校運営の改善に活用することを

(2)「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

10 11 つ

(3)学校関係者評価結果の活用状況

運営部長を始め、学校長、事務局長、教務部長、学科長等で共有し、全スタッフに周知して、多岐に渡る学校運営の改善に努めている。特に、日々の学校運営の中で
直ちに改善・対応が可能なことは、学校長の指導の下、学校全体に係る事案は事務局長・教務部長が中心となり速やかに改善に取り組み、学科に係ることは学科長が
中心となり速やかに改善を図つている。また、改善に新たな予算石在保が必要な案件は事務局長が中心となつて次年度に向けて予算組を行い、改善を図つている。加え
て、学則変更等が必要な案件は、学校長の指導の下、教務部長が中心となつて学則変更手続きを行いながら改善を図つている。
学校関係者評価委員会を開催し、文部科学省が策定した「専修学校における学校評価ガイドライン」に沿つて実施した昨年度の学校自己点検報告書について、当校に
関係の深い13名の学校関係者評価委員に評価していただき、各項目について概ね「優れている」との評価を頂いた。また「入学定員の充足」「中途退学者の低減」「地
域との交流を更に深める」など多くのご意見を頂いた。
学校のリーダー会議、学科会議、全体会議などでこれらの意見を共有し、検討・環境整備に取り組んでいきます。

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

(1)教育理念・目標 教育理念・目的・育成人材像

(2)学校運営 学校運営

(3)教育活動 教育活動

(4)学修成果 教育成果

(5)学生支援 学生支援

(6)教育環境 教育環境

(7)学生の受入れ募集 学生の募集と受け入れ

(8)財務 財務

(9)法令等の連守 法令等の遵守

(10)社会貢献・地域貢献 社会貢献

(11)国際交流

(4)学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名  前 所 属 任   期 種   別

村田 栄治 村田整骨院 院長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 3¬ 日(1年 ) 企業等委員 (柔道整復科 )

要  信義 要鍼灸院 院長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企 業 等 委 員 (鋭 灸 科 )

橋本 修ニ
主

令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (救急救命公務員科 )

福田 智 医療法人 せと山荘クリエック 統括部長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (理学療法科 )

丸田 淳司 医療法人誠和会 牟田病院 医療部門科長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (作 業療法科 )

案西 浩平
あんざい歯科クリニック

令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (歯科衛生士科 )

平野 千恵美 医療法人相生会 宮田病院 看護師長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企 業 等 委 員 (看 護 科 )

安積 研二 ats株式会社 取締役会長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 業等委員 (スポーツ科学科 )

中西 祐介 会社サンドラッゲ 人事部採用課主任 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企 業 等 委 員 (薬 業 科 )

谷口 貴隆 科学科 卒業生 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 卒 業 生 代 表

冨崎 尚美 生 (鍼灸科3年 )保護者 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 3可 日(1年 ) 護 者 代  表

清輔 正孝 福岡県立香椎高等学校 校長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 等 学 校 関 係

戎崎 淳― 福岡市博多区大浜公民館 館長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 地 域 関 係  者

(5)学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

広報誌等の刊行物 ・ その他 (

iken acjp/schoo1/pubttc― info/

))

URL /www

公表時期 :令和6年 5月 31日



も「企業等との連携及び協力:の推進に資するため、企業等に対し、当該奪修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情専限を提供していること。」関係

(1)企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

学校で毎年定める事業計画の実行方針で提起された目標 (カリキュラムのイノベーション、中途退学率の低減、就職100%、 国家試験合格率100%等 )を具現化するため
に、企業等からヒアリングを行い、業界の動向を踏まえた実行計画を作成している。その為にも、学校の方針や考え方に加え、様々な詳細情報を十分に理解して頂いた
上で、意見やアドバイス、支援を頂くことが重要となる。企業等への具体的な情報提供方法としては、学校関係者評価委員会や教育課程編成委員会、業界関係者であ
る非常勤講師との講師会、キャリアセンタースタッフによる企業訪間、企業とタイアップして行うイベント等あらゆる機会を活用して、積極的に情報の提供を行つている。

(2)「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

※ (¬ 0)及 (11)については任意記載。

(3)情報提供方法

Φ
URL:httpsノ

公表時期 :随時

その他 ( ))

(2)各学科等の教育
る称号



授業科目等の概要

(文 1ヒ・教養再門課程 スポーツ科学科  トータルピューティーヨース )
分 類
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任

○ 英会話
国際化に対応できる日常英会話 を身につけるとともに、グ
ローパルな感性を養 うことができる。

１

前
30 2 ○ O O

O コミュニケーションスキル 対人援助職として必要なコミュニケーションを行うことがで
きる。

ヽ

前 30 2 O O ○

3 O コンピュータ
ビジネス能力の一つとして、Microsoft officeの 基礎技術を
惨得することができる。

１

後
30 2 O ○ O

○ 就職試験対策講座
就職活動で必要となるスキルとマナーを身につけ、就職活動
に活かすことができる。

２

前
30 2 ○ ○ O

O 機能的解割学
人体の構造や生理学的な仕細みを学習 し
構造や機能の説明をすることができる。

運動に関わる身体 １
単則
30 2 O O ○

6 O 機能的解剖学2
人体の構造や生理学的な仕組みを学習 し、運動に関わる身体
構造や機能の説明をすることができる。

１

後
30 2 ○ O ○

O スポーツ生理学
運動によって生 じる体の変化や適応状態について基礎的な知
識を持ち、教育によって起 こる身体的機能変化を理解するこ
とができる。

１

前
30 2 O O O

8 ○ スポーツ生理学2
運動によって生

識 を持ち、教育
とができる。

じる体の変化や適応状態について基礎的な知
によって起 こる身体的機能変化を理解するこ

１

後
30 2 O ○ ○

O 発育発達
発達段階に応 した運動指導を学び、指導を行うことがてき
る。

１

後
30 2 ○ ○ ○

10 ○ 健康管理概論
健康づ くりや疾病予防の基礎的な知識の考え方を理解 し、年
代層に応 じた健康指導を説明することができる。

２

前
30 2 ○ ○ O

O ポディケア
ケアの基本的なテクニックを学び
践することができる。

ボディケアを身につけ実 １
前
30 2 ○ ○ ○

O スポーツ障害 運動によつて生じる整形外科的障害を理解し

'一
ピングを実践することができる。

目的に応 じた １
前
30 2 ○ O ○

○ スポーツ医学
スポーツ障害にもならず、内科的疾病を有する人々のスポー
ツ医学や薬物の基礎知識を理解 し、障害予防でのリハビリ
テーション、コンディショニングを修得することができる。

１

後
30 2 ○ ○ O

○ スポーツ心理学 運動指導する際に心理学に関する科学的な専門知識を身につ
け、指導に活かすことができる。

ヽ

一刷
30 2 ○ ○ O

15 ○ 体力測定法
体力の構成概念に基づいた各要素の知識を深めると共に、そ
れぞれの正しい体力測定法を理解し、説明することができ
る。

１

前
30 2 O O O ○

16 ○ スポーツ栄養学
一般人の健康辛性持のための栄養  食事摂取の重要性 を正 しく
理解 し、コンディショニングと競技方向上を目指 した食事の
実践方法を説明することができる。

ヽ

前
30 2 ○ ○ ○

○ スポーツ栄養学2
一般人の健康維持のための栄養・食事摂取の重要性 を正 しく
理解 し、コンディショエングと競技方向上を目指 した食事の
実践方法を説明することができる。

１

後
30 2 ○ ○ ○

○ スポーツ社会学
スポーツの歴史を学び、スポーッが社会へ及ぼす影響につい
て、読み解く力を身につけまとめることができる。

１

後
30 2 ○ ○ ○



10 O プログラムデザイン 対象者別のトレーニングプログラムの作成方法を学び
することができる。

作 成 １

後 30 2 ○ ○ ○

20 ○ スポーッパイオメカニクス
スポーツや日常生活にある動作を説明でき、スポーッ動作改
善や障害の予防と関連付けることができる。

２

前
30 2 ○ O ○

21 ○ スポーップログラミング
トレーニングの原則と効果、ウォーミングアップ、クーリン
グダウン、ス トレッチの理論を説明することがてきる。

２

前
30 2 O O O

22 O コーチング論
運動指導に必要な指導法や、コーチングにおける知識を学ぷ
と同時に、具体例を提示し実用的なコーチングスキルを身に
つけ、まとめることができる。

２

前 30 2 ○ O O

23 ○ ョンディショニング 身体の調整を行うための技術を身につけ、実際に身体調整を
することができる。

１

前 30 2 O ○ O

24 ○ フィットネスエクササイズ
エアロビックな運動の特性を理解し、
シディショニングの技術を身につける

正しいステップ・筋コ
ことができる。

１

前
30 2 O O ○

25 ○ レジスタンス トレーニング指導をするうえで必要な知識を学び、目的に応
じたトレーエングの指導をすることができる。

１

前
30 2 ○ O ○

26 ○ レジスタンス2 トレーニング指導をするうえて必要な知識を学び
したトレーニングの指導をすることができる。

目的に応 １
後 30 2 O ○ ○

27 ○ トレーエング科学 各種 トレーニン

グ指導をするこ
グの基礎知識、指導方法を学び、 トレーニン
とができる。

２

前
30 2 O ○ ○

28 ○ 水中運動指導法
水の特性を学び、対象者に応した水中運動の指導法を学ぷと
ともに水泳の基本動作を指導することができる。

１

前 15 1 ○ O ○ ○

29 ○ 進路指導
業界研修、
の進路を考

就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
えることができる。

１

前
30 2 O ○ ○

30 ○ 進路指導 2
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
の進路を考えることができる。

１

後 30 2 O O ○

31 O 進路指導3
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
の進路を考えることができる。

２

前
30 2 O ○ ○

32 O 進路指導4
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
の進路を考えることができる。

２

後
30 2 ○ O O

33 ○ ゼミ

現場活動を通 して求められるスキルやマイン ドを身につける
とともに、活動で起 こる問題について討論を行い、現場力を
身につけることができる。

２

前 30 2 ○ O ○ O ○

34 O ゼミ2
現場活動を通して求められるスキルやマインドを身につける
とともに、活動て起こる問題について討論を行い、現場力を
身につけることができる。

２

後 30 2 O ○ ○ 〇 ○

35 ○ 進級制作
ゼミ活動を通して研究した成果についてまとめ、発表するこ
とができる。

２

前 30 2 ○ O ○ O

36 O 卒業制作
ゼミ活動を通して研究した成果についてまとめ、発表するこ
とができる。

２

後 30 2 ○ ○ O

37 ○ 業界研修
学習 した知識・技術を実践で用い、実践力や社会人基う茫力を
身につけることができる。

１

後 60 2 ○ O O ○

O インターンシップ インターン
ことができ

シップを通して職業観を養い、就職活動に活かす
る。

２

前
60 2 O ○ ○ O ○

39 ○ 専門実技演習
専門的な実習を通し、より専門性の高い指導や説明すること
ができる。

２

前 30 2 ○ ○ ○



40 O 専門科目
さらに
指導力
高めたい専F伺性について学ぶと同時に追求し、知識と
を向上させることができる。

２

前 30 2 O △ ○ O

41 ○ 専門科目2
さらに高めたい専門性について学ぷと同時に追求し、知識と
指導力を向上させることができる。

２

前 30 2 O △ ○ O

42 O 専門科目3
さらに高めたい専門性について学ぶと同時に追求し、知識と
指導力を向上させることができる。

２

後 30 2 O △ O O

43 O 専門科目4
さらに高めたい専門性について学ぷと同時に追求し、知識と
指導力を向上させることができる。

２

後 30 2 O △ O O

44 ○ イベント・ボランティア活動
学内外で行われる様々なイベントやポランティア活動を通 し
てリーダーシップ、フォローヮーシップを体得することがで
きる。

１

通

。

２

稲

60 2 O ○ O O

45 ○ 海外実学研修
海外の歴史や文化に触れ、国際的な感性を養う。また、施設
の見学を通して最先端の技術を学び、学んできたことへの理
解を深めることができる。

１

後
時散による ○ O O

46 O 特別講義
業界で活躍 している特別講師 をl召 き、最新の話題についての

講義を受け、理解を深めることができる。

１
通

・
２
誦

O ○ ○

○ 健康運動実践指導者基礎講座
「健康運動実践指導者」資格 を通 して、積極的な健康づ くり
を目的とした運動を安全かつ効果的に実践指導ができるよう
になる。

２

前
30 2 ○ O ○

48 ○ 健康運動実践指導者筆記試験対策講座

「健康運動実践指導者J資格を通して、積極的な健康づくり
を目的とした運動を安全かつ効果的に実践指導ができるよう
になる。

２

後 30 2 ○ ○ O

49 ○ 健康運動実践指導者実技試験対策講座

「健康運動実践指導者J資格を通して、積種的な健康づくり
を目的とした運動を安全かつ効果的に実践指導ができるよう
になる。

２

後
30 2 O O O

60 O アスリートフードマイスター
アスリートのパフォーマンスを最大化するための最適な食
ログラムを学び、クライアントに合わせた食事指導をする
とができる。

プ １

前 15 1 ○ O ○

51 O SAQインストラクター レベル 1試験対策講座
ス
し
ピー ドシステムや解剖学的な視点から知識や動作を獲得
、コーチング視点を身につけることができる。

１

前
30 2 ○ O ○

52 O 幼児体育指導者
子どもに身体を動かす楽しさや素晴らしさを伝えることがで
きる。理論・指導手順 ,手本 補助を正 しく学び、自信を
持って指導できるスキルを身につけることができる。

１
通

・
２
通

15 1 ○ ○ O

53 O FTPマットピラテイス受験対策講座
身体の内側に意識を集中させ、全身をバランスよ
がら、身体の筋肉を鍛えゆがみのない柔軟性のあ
な身体を身につけ、指導することができる。

く動かしな
るしなやか

２
前
30 2 O ○ O

54 ○ AD:等記試験対策講座
集回を動かす指導力と実演力、様々なグループエクササィズ
に対応できる応用力を身につけることができる。

２

前
30 2 ○ ○ O

65 O ADI実技試験対策講座
集団を動かす指導力と実演力、様々なグループエクササィズ
に対応てきる応用力を身につけることができる。

２

前
30 2 ○ O ○

56 ○ スキルアップ 集団を動かす指導力と実演力、様々なグループエクササィズ
に対応できる応用力を身につけることができる。

２

前
30 2 ○ O ○

57 O トレーエング指導者基礎講座
科学的根拠に基づく適切な運動プログラムを作成 指導する
ために必要な知識を修得し、スポーツ選手や一般人を対象と
した トレーニング指導ができるようになる。

２

前
30 2 ○ ○ O

58 ○ トレーエング指導者受験対策講座
科学的根拠に基づ く適切な運動 プログラムを作成
ために必要な知識を修得 し、スポーッ選手や一般
した トレーニング指導がてきるようになる。

指導する
人を対象と

２

後
30 2 O ○ O

59 O スポーッシューフィッター
足の機能解制や疾患の評価、治療に関する知識や形態観察と
サイジング技術を修得。目的に合った正 しいシューズ選びと
インツール選択のア ド′`イスができるようになる。

１

後 15 1 O ○ O

O AT受 験対策講座

専門的な医学矢a識 を有 し、競技者の健康管理、スポーツ「草
害・外傷の予防、救急処置、アスレティックリハ ビリテー
ション及び体カ トレーニング、コンディショエングなどがて
きるようになる。

１

後
30 2 ○ ○ ○



61 ○ AT受験対策講座 2

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、スポーツ障
害・外傷の予防、救急処置、アスレティックリハビリテー
ション及び体カ トレーエング、コンディショニングなどがて
きるようになる。

２

前 30 2 ○ ○ ○

62 ○ AT受験対策講座 3

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、スポーツ障
害 ,外傷の予防、救急処置、アスレティックリハビリテー
ション及び体カトレーニング、コンディショニングなどがで
きるようになる。

２

後 30 2 ○ ○ ○

63 ○ AT受験対策講座4

専門的な医学知識を有 し、競技者の健康管理、スポーツ障
害・外傷の予防、救急処置、アスレティックリハビリテー
ション及び体カ トレーニング、コンアィショエングなどがて
きるようになる。

２

後 30 2 O O O

64 O AT実 技対策講座

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、スポーツ,草
害 ,外傷の予防、救急処置、アスレティックリハビリテー
ション及び体カトレーエング、ヨンディショニングなどがて
きるようになる。

２

後 30 2 ○ ○ ○

65 〇 RF受験対策講座
バーベルとプレー トを使用したアスレチッ
論に基づく、全身の筋力向上を目的とした
ムの指導ができるようになる。

ク トレーニング
'理画期的なプログラ
２

前
30 2 ○ O O

66 ○ RF受 験対策講座 2
バーベルとプレー トを使用したアスレチック トレーエング理
論に基づく、全身の筋力向上を目的とした画期的なプログラ
ムの指導ができるようになる。

２

後 30 2 O ○ O

○ リトモス受験対策講座
各I重のダンス (ヒ ップホップ、ラテン、ダンス、サルサ ト
ン、ジャズ、アラビアン、レゲ トン)レ ッスンができるよう
になる。

２

後 30 2 ○ ○ O

O 健康予防管理専門士受験対策講座
年齢・性別や生活習慣に合わせて健康管理・指導など一次予
防を実施する知識と具体的方法を講じることができるように
なる。

１

後 30 2 ○ O ○

69 ○ 健康予防管理専門士受験対策講座2
年齢・性別や生活習慣に合わせて健康管理 ,指導など一次予
防を実施する知識と具体的方法を講じることができるように
なる。

２

前
15 1 O O ○

70 ○ NSCA受 験対策講座
年齢・性別・経験を問わず幅広い層に対して トレーエング指
導を行うため、 トレーエングの知識に加え、医学的、運動生
理学的な専門知識とトレーニング指導ができるようになる。

２

前 30 2 ○ O ○

○ NSCA受 験対策講座 2
年齢・性別・経験を問わず幅広い層に対して トレーエング脩
導を行うため、 トレーニングの知識に加え、医学的、運動生
理学的な専門知識とトレーニング指導ができるようになる。

２

後 30 2 ○ ○ O

72 O MOSス ペシャリスト受験講座
ビジネスシーシて必要となるパツコンスキルを修得てきるよ
うになる。

２

前
30 2 ○ ○ O

73 ○ MOSス ペシャリスト受験講座 2
ビジネスシーンで必要となるパソコンスキルを傍得できるよ
うになる。

２

後 30 2 ○ ○ O

74 O 救急法
人工呼吸や心臓マッサージの方法、AED(自 動体外式除争田
動器)を用いた除細動などを修得てきるようになる。

１

後 30 2 ○ ○ O

75 ○ トータルビューティ 美容の知識を総合的に学び、実践できる。
１

前
30 2 O O ○

76 ○ グループレッスン
複数で一緒に運動プログラムやリラクゼーシヨンプログラム
を体験するとともに、グループに対する指導スキルを身につ
けることができる。

ヽ

前
30 2 O 〇 ○

77 ○ ピラティス 体幹を中心に身体の動きを作り出すストレッチング
エング方法を学び、実践できる。

トレー １
前
30 2 O ○ ○

78 ○ ウエイトコントロール
クライアントー人ひと
せた食事のアドバイス
ことができる。

りの目的 (増量 激量)や年齢代に合
や トレーエングの指導方法を習得する

１

前
30 2 O ○ ○

フ9 ○ トータルビューティ2 美容の知識を総合的に学び、実践てきる
１

後
30 2 O O O

80 ○ ボディケア2 ケアの基本的なテクニックを学び、ボディケアを身につけ実
践てきる。

１

後 30 2 O ○ O

81 ○ ′`ランストレーニング
バランストレーニン
ぶ。指導プログラム

グの様 な々ツールを使用した指導法を学
を立案てきる。

１

後
30 2 O ○ ○



82 O フィットネスエクササイズ2
エアロビックな運動の特性を理解し、正しいステップ 筋コ
ンディショエングの技術を身につけることがてきる。

１

後 30 2 O ○ O

83 O 機能解剖学演習
解剖学的特性を理解し、目的に応じた適切な運動プログラム
を提案することができる。

２

前 30 2 ○ O O

34 O ヨガ
理論から呼吸法、実践指導にいたるまでのすべてを学び、実
践できる。

２

前 30 2 O O ○

85 O 対象者別運動指導
解剖学的特性を理解し、目的に応した適切な運動プログラム
を提案することがてきる。

２

前 30 2 O O O

86 O スポーツ栄養学3
運動時におけ
に、アスリー

る栄養摂取サプリメントについて学ぶととも
卜の食商法を習得することができる。

２

前 30 2 ○ 〇 O

87 ○ 評価分析
クライントの特徴について評価方法を学び、静的アライメン
トおよび動作を評価てきる。

２

前 30 2 O O O

88 ○ ′く―ツナル指導法
クライ
知 識 、

アントー人ひと
指導方法を身に

りの目的に合った トレーニングの基礎
つけることができる。

２

前 30 2 ○ ○ ○

89 O フードコーディネート
食ビジネスの全般にわたるデザイン、調理や栄養などの専門
的知識を習得することができる。

２

後 30 2 O O O

90 O 女性の身体的特徴
妊娠 月経・冷えなど女性特有の身体的特徴について正しく
理解し、クライアントに合わせた説明ができる。

２

後 30 2 O O O

91 〇 スタジオプログラム
フィットネス業界で流行しているスタ
し、スキル・体力を高めることができ

ジオプログラムを体験
る。

２

後 30 2 O O O

92 O パーツナル指導法2
クライアントー人ひとりの目的に合つた トレーエングの基礎
知識、指導方法を身につけることができる。

２

後 30 2 ○ O ○

92 科目 175     J

卒 莱要件 及 び蔽倭万法 授業期間等

卒業要件
当該学年において、履修すべき学科目のうち、履俸を認定されない学科目 (不合格)が 科ヽ目以上あれば卒業できな
い。また、履棒すべき学科目のいずれかについて、出席回数が総授業回数の9分の2未満の者は卒業できない。

1学年の学期区分 2期

履棒方法
講義・演習 ,実技・実習のいずれかにより、またはこれらの併用により行う。選択必修科目と自由選択科目を履修
し、各科目66 7()0以上の出席し試験等による60点 以上の評定で単位取得する。

1学期のl受業期間 15週

(留意事項 )
1 -の l受業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2 企業等との連携については、実施要項の 9(3)の 要件に該当する授業科目についてOを付すこと。



(別紙様式4)

令和 6年 8月 31日

職業実践専門課程等の基本情報について

福岡医健・スボーツ専門学校 平成14年 4月 1日 古谷野 潔 (住所)1冨岡県福岡市博多区石城町 7番 30号
(電言舌)092-262-2119

学校法人 滋度学園 昭和58年 12月 23日 浮舟 邦彦
〒  134-0084
(住所)東 京都江戸川区東葛西6T目 16番 2号
(霞話)03-5878-3311

文化・教養 文化・教養専門課程 平成16(2004)年 度 平成26(2014)年 度

学科|の目的
「職業大教育を通して社会に貢献」をミッションとし、ビジネスの基本的なスキルや】Tに関する知識、スポーツ振興に関する仕組みやスポーツ用品の物販、
スポーツを活用した観光やイベントのスポーツ奥行を学び、お客様のニーズに合わせた提供ができるよう実践的なスキル習得し、スポーッを一生涯の仕事
として活躍てきる人材を育成する。

学科の特徴
(主な教育内容、取
得可能な資格 等 )

<主な教育内容>
スボーツ業界から求められる即戦力を養うため、産学連携教育を柱として人材育成を行い、目標とする資格取得を目指す。
<取得可能な資格>健 康運動実践指導者 他

修実年限 昼夜 1演習 実技

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
るヽに記入

1700単位時間 1.620単位時間 1.020単 位時間

単 位

180単位時間

単位

0単位時間

単 位

0単位時間

単 位単位 単 位

生徒総定員 生徒実員(A) A) 中退率

14  人 0   % 7    ヽ

%

こ占める就職者の割合 (E/C)
40

(令れ,  5  年度卒業者にl兵 する令和 6年 5月 1日 時点の情報)
日主な就職先、業界等

(令和S年度卒業■)

スポーツ施設

160 人の内数

就職等の状況

第二者による

学校評価

■民間の。+l山 1麗関寺から嘉三者。+l山
※有の場合、例えば以下について任意記戴

評価団体 :

無

受審年月
評mi結果を掲載した
ホームベージURL

当該学科の

ホームページ

URL
litt,s//vvww ken ac」 p/course/sЁ orts― scにnce/

企業等と連携した
実習等の実施状況
(A、 Bいずれか
に記入 )

(A:単位時間による算定 )

総授業時数 28?0単 位時間

60単位時間

30単位時間

765単 位時間

0単位時間

30単位時間

0単位時間

(B:単位数による算定 )

総単位数 単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

教員の属性 (導任

教員について記

入 )

上記①～⑤のうち、実務家教員 (分野におけるおおむね 5年以上の実務の経験を有し、かつ、高度

')実
務の能力を有する者を想定)の数 4人

① 専修学校の専門課程を体了した1食、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者てあって、当骸専
門課程の修業年限と当:交業務に従事した期間とを通算
して八年以上となる者

(専修学校設置基準第41条第I項第1号 ) O人

② 学士の単位を有する者等 (専修学校設置基準第11条 第1項第2号 ) 3人

③ 高等学校執諭等経験者 (専修学検設置基準第41条 第1項第3号 ) 0人

④修上の学位又は専門職学位 (専修学校設置基準第41祭第1項第1号 ) O人

⑤ その他 (専修学校設置基準第4,条 第1項第5号 ) 2人

計 5人



1「専攻分野に関する企業、団体等 (以下「企業等」という。)との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課琴呈の編成を行つていること。ょ関係

(1)教育課程の編成 (授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。)における企業等との連携に関する基本方針

業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体の役職員及び実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業の役職員が
参画する教育課程編成委員会を年2回実施し、業界の動向や変化、それに伴うニーズや必要な人材像を把握すると共に、実施している授業やカリキュラム等を各委員に
検証してもらいアドバイスや意見を頂く。また、教員による実習先訪問や就職担当による企業訪問を通して更なる情報収集を図る。それらを十分に生かしつつ、カリキュ
ラムや授業方法の改善、授業科目の開設等を図り、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施する。

(2)教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程の編成は、理事会の下に設置された教育課程編成委員会において討議した内容を十分に考慮したうえで、学科会議において編成を行うものとし、委員会の
適切な運営は理事会が担保することになっている。また、教員組織規則において、「委員会の審議を通じて示された企業等の要請その他の情報、意見を十分に生かし、
実践的かつ専門的な職業教育を実施する教育課程の編成に努める」ことが明記され、この定めに従つて委員会を運営する。(以下図により、編成意思決定の過程を示
す)

|

(教育課程編成委員会 )

劇an:計 画

(学校・学科)
Doi実イ予

(教育課程編成委員会)
Check:チェック

(学校・学科 )

Acuon:改善
|

J

名  前 所    属 任   期 種  別

前田 弘 公益財団法人 日本サッカー協会 医学委員会委員 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) ①

安積 研二 AcroBats株 式会社 取締役会長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) ③

土本 佳正
福岡医健・スポーツ専門学校
事務局長・スポーツ科学科 学科長

令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

古谷野 潔 福岡医健・スポーツ専門学校 学校長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

河口 青児 福岡医健・スポーツ専門学校 冨1校長・教務部長 令和6年 4月 呵日～令和7年 3月 31日 (1年 )

松原 敏昭 福岡医健・スポーツ専門学校 教務事務部長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

(3)教育課程編成委員会等の全委員の名簿

令和6年 4月 1日 現在

※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
(当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「一」を記載してください。)
①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
地方公共団体等の役職員(1企業や関係施設の役職員は該当しません。)
②学会や学術機関等の有識者
③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

(4)教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

(年間の開催数及び開催時期)

教育課程編成委員会は年2回開催し、第1回 目を毎年5月 、第2回 目を翌年 1月 に実施している。今年度開催 (予定)日 時は以下の通り。また、委員会欠席委員に対し
ては個別に意見聴取を行うなど、必要に応じて、適宜適切に分科会等を開催する場合がある。

(開催日時 (実績))
第1回 令和 6年 5月 可7日 15:30～ 17100
第2回 令和 7年 1月 24日 13:00～ 15:00(予定)

(5)教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

専門学校の役割は「各種資格の合格率をあげること」「一つでも多くの資格を取得させること」「希望する仕事・産業界に就職させること」などの意見を多くの委員から頂
いた。
特にAT資格は、医療系国家資格ではないが医療系国家資格よりも難しく1両値は高いので、AT資格の合格率を上げることが重要との意見を頂いた。そこで、通常授業
以外の空いた時間に補講として過去問題をひたすら解く機会を設けると共に、AT理論試験突破に向けた合宿を計画している。また、「やる気スイッチ」・「現場での楽し
さ」などモチベーションを高めていくことにも努めている。
また、良い就職を勝ち取る為には実践力の強化が重要である旨のアドバイスを頂いたので、現場経験の積み重ねや実習の強化として、ソフトバンクホークスでの実習、
女子サッカー福岡」・アンクラスやアメリカンフットボール福岡SUNSでの活動等年間通したゼミ活動の展開などの改善を図つている。



ゴ学校と業界が協力をして、業界が求める即戦力の人材を育成し、業界に送り出す」という「産学共同教育」を開校以来実践してきた。即戦力としての職業人教
ため、業界と連携して専門知識・技術、人間力を有した人材育成を行つている。このため、特に実習・演習科目に於いては、現場の第一線で活躍するプロに非常

勤講師を依頼するなど、摂業内容を業界関係者と共に企画立案し、その実施及び達成度評価を行つている。

連携企業等と講師業務委託契約を交わした上で、現場の第一線のプロが非常勤講師として授業を行つている。学校と非常勤講師が協議して作成したシラバスを基に
授業は進行され、成績評価は毎授業での到達目標達成度及び学期ごとに行う定期試験の結果をもって総合的に評価される。また、担当非常勤講師と学科専任教員は
常に連携を密にし、情報を共有しながら授業運営に係る問題解決や授業改善に協力して取り組んでいる。
更に、業界研修・臨床実習等を実施し、企業等の指導担当者の下、現場体験を深め即戦力としての更なる知識・技術の習得に努めている。実習実施前の協議を徹底
すると共に、教員による実習巡回を通して指導担当者と教員の連携・情報共有を図り、協力体制を強化して教育効果の向上に努めている。

本枝は

(2)実 習・演習等における企業等との連携内容

(1)実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

て

(3)具体的な連携の例※科目数については代表的な5科 目について記載

体力測定法
1【校内】企業等から
の講師が全ての授業 計可施設
を主担当

業 界 研 修

共に、それぞれの正しい体力測 株式会社ライコ

3【校外】企業内実習
(4に該当するものを
除く。)

加野病院、スポーツクラブNAS博 多、ゴールドジム博多リバレイン、
セントラルウェルネスクラブ24野間大池、スポーツクラブエスタクオ
リア千早+24 他 計 10施設

や社

した知識・技術を実践で用い、実践力
会人基礎力を身につけることができ

力の構成概念に基づいた各要素の知識

し、説明することができる。

3「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における案務に関する研修を組織的に行つていること。」関係

学国の定める教職員規定において、専門技術 ,知識の向上、授業内容・教育技法の改善、クラス運営力の向上、マネジメント能力や指導力の向上などを研修の目的と
して、職歴や能力・経験、職責、担当業務に合わせて、定期的・継続的に業界と連携して研修を実施している。企業・業界団体等が開催する研修会や講習会に専任教員
を計画的に参加させ、業界の変化やニーズを的確に把握すると共に、最新の技術・知識の習得に努めている。

(1)推薦学科の教員に対する研修・研究 (以下「研修等」という。)の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

(2)研修等の実績

O専攻分野における実務に関する研修等

研修名 :健康運動実践指導者養成校養成講座主任教員研修会
主 催 :公益財団法人 健康・体力づくり事業財団
実施日:令和6年3月 13日
参加者 :スポーツ科学科専任教員2名
内 容 :健康運動実践指導者資格に関わる実務内容 (テキスト改訂/評価総括/R6年認定試験実施計画など)について
②指導力の修得・向上のための研修等

研修名 :キャリア教育インストラクター研修
主 催 :滋慶教育科学研究所
実施日:令和6年 1月 19日
参加者 :スポーツ科学科専任教員1名
内 容 :キャリア教育を実践するための指導法や評価法について
(3)研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等

研修名
主 催
実施日
参加者
内 容

第13回 日本アスレティックトレーニング学会
日本アスレティックトレーニング学会
令和6年 9月 14'15日
スポーツ科学科専任教員1名
アスレティックトレーニングを支える経験・研究・教育の連携

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名:2024年 度 FDミクロレベル研修 I
主 催 :滋慶教育科学研究所
実施日:令和6年 4月 12日
参加者 :スポーツ科学科専任教員2名
内 容 :学生変化に沿つた教授法の基本 (マインドとスキル)を習得



4「学校教育法施行規則第189条において準用する同規則第67条に定める.評価を行い、その結果を公表していること。また、評価を行うに当たつては、当該専修学校
の関係者として企業等の役員又はH載員を参画させていること。」関係

(司 )学校関係者評価の基本方針

「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、学校関係者として、卒業生、保護者、地域住民、高等学校、企業により構成される学校関係者評価委員会を組織
し、この委員会が、学校が行つた自己点検・自己評価の内容を審議・評価して、様々な角度からアドバイスや支援を行うことを通して、学校運営の改善に活用することを
方針とする。

(2)「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

(1)教育理念・目標 教育理念・目的・育成人材像

(2)学校運営 学校運営

(3)教育活動 教育活動

(4)学修成果 教育成果

(5)学生支援 学生支援

(6)教育環境 教育環境

(7)学生の曼入れ募集 学生の募集と受け入れ

(8)財務 財務

(9)法令等の連守 法令等の遵守

(10)社会貢献・地域貢献 社会貢献

(11)国際交流

10 11 こついて

(3)学 校関係者評価結果の活用状況

運営部長を始め、学校長、事務局長、教務部長、学科長等で共有し、全スタッフに周知して、多岐に渡る学校運営の改善に努めている。特に、日々の学校運営の中で
直ちに改善・対応が可能なことは、学校長の指導の下、学校全体に係る事案は事務局長・教務部長が中心となり速やかに改善に取り組み、学科に係ることは学科長が
中心となり速やかに改善を図つている。また、改善に新たな予算確保が必要な案件は事務局長が中心となって次年度に向けて予算組を行い、改善を図っている。加え
て、学則変更等が必要な案件は、学校長の指導の下、教務部長が中心となつて学則変更手続きを行いながら改善を図つている。
学校関係者評価委員会を開催し、文部科学省が策定した「専修学校における学校評1両ガイドライン」に沿つて実施した昨年度の学校自己点検報告書について、当校に
関係の深い13名の学校関係者評価委員に評価していただき、各項目について概ね「優れている」との評価を頂いた。また「入学定員の充足」「中途退学者の低減」「地
域との交流を更に深める」など多くのご意見を頂いた。
学校のリーダー会議、学科会議、全体会議などでこれらの意見を共有し、検討・環境整備に取り組んでいきます。

(4)学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名  前 所    属 任   期 種   別

村田 栄治 田整骨院 院長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (柔道整復科 )

要  信義 院長 令和6年 4月 可日～令和7年 3月 3¬ 日(1年 ) 企 業 等 委 員 (鍼 灸 科 )

橋本 修二 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (救急救命公務員科 )

福田 智 医療法人 せと山荘クリニック 統括部長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (理学療法科 )

丸田 淳司 医療法人誠和会 牟田病院 医療部門科長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (作業療法科 )

案西 浩平
ざし ク I

令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 業等委員 (進l科 衛生士科 )

平野 千恵美 医療法人相生会 宮田病院 看護師長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 業 等 委 員 (看 護 科 )

安積 研二 AcroBats株式会社 取締役会長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 業等委員(スポーツ科学科)

中西 祐介 株式会社サンドラッグ 人事部採用課主任 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 業 等 委 員 (薬 業 科 )

谷口 貴隆 スポーツ科学科 卒業生 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 卒 業 生 代

冨崎 尚美 在校生(鍼灸科3年 )保護者 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 保 護 者 代 表

清輔 正孝 福岡県立香椎高等学校 校長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 高 等 学 校 関 係

戎崎 淳一 福岡市博多区大浜公民館 館長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 地 域 関 係

(5)学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

広報誌等の刊行物 ・ その他 ( ))

URL:httpsノ /www iken acjp/schoo1/puЫ ic― info/

公表時期 :令和6年 5月 31日



も r企業等との連携―及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情報を提供してtヽること。」関係

(¬ )企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

学校で毎年定める事業計画の実行方針で提起された日標 (カリキュラムのイノベーション、中途退学率の低減、就職100%、 国家試験合格率100%等 )を具現化するため
に、企業等からヒアリングを行い、業界の動向を踏まえた実行計画を作成している。その為にも、学校の方針や考え方に加え、様々な詳細情報を十分に理解して頂いた
上で、意見やアドバイス、支援を頂くことが重要となる。企業等への具体的な情報提供方法としては、学校関係者評価委員会や教育課程編成委員会、業界関係者であ
る非常勤講師との講師会、キャリアセンタースタッフによる企業訪問、企業とタイアップして行うイベント等あらゆる機会を活用して、積極的に情報の提供を行つている。

(2)「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

※(10)及 (11)について

(3) 法

その他 ( ))

URL:httpsプ

公表時期 :随時

(2)各学科等の教育

ロ ー



授業科目等の概要

(文化・教養専門課程 スポーツ科学科 スポーツピジネスコース )
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O 英会話
国際化に対応できる日常英会話を身につけるとともに
ローバルな感性を養 うことができる。

グ
ヽ

一
月‐‐
30 2 ○ ○ ○

2 ○ コミュニケーションスキル 対人援助職として必要なコミュニケーションを行うことがで
きる。

１

前
30 2 ○ O ○

○ コンピュータ
ビジネス能力の一つとして、Microsoft officeの 基礎技術を
修得することができる。

１

後
30 2 ○ O ○

O 就職試験対策講座
就職活動で必要となるスキルとマナーを身につけ
に活かすことがてきる。

就職活動 ２
前
30 2 ○ O ○

S ○ 機能的解割学
人体の構造や生理学的な仕組みを学習し、運動に関わる身体
構造や機能の説明をすることができる。

，

一剛
30 2 O O ○

○ 機能的解剖学 2
人体の構造や生理学的な仕組みを
構造や機能の説明をすることがで

学習し、運動に関わる身体
きる。

１

後
30 2 ○ ○ O

7 O スポーツ生理学
運動によって生じる体の変化や適応状態について基礎的な知
識を持ち、教育によって起こる身体的機能変化を理解するこ
とができる。

ヽ

前 30 2 ○ O ○

○ スポーツ生理学2
運動によ
識を持ち
とができる

て生しる体の変化や適応状態について基礎的な知
教育によって起こる身体的機能変化を理解するこ

１

後
30 2 ○ ○ O

○ 発育発達
発達段階に応した運動指導を学び、指導を行うことができ
る。

―

後
30 2 ○ O ○

O 健康管理概論
健康づくりや疾病予防の基礎的な知識の考え方を理解し、年
代層に応した健康指導を説明することができる。

２

前
30 2 ○ ○ O

O ボディケア
ケアの基本的なテクニックを学び、ポディケアを身につけ実
践することができる。

１

一刷
30 2 ○ O ○

12 ○ スポーツ障害 運動によつて生じる整形外科的障害を理解し、目的に応じた
テーピングを実践することができる。

１

前
30 2 ○ O ○

13 ○ スポーツ医学
スポーツ障害にもならず、内科的疾病を有する人々のスポー
ツ医学や薬物の基礎知識を理解し、障害予防でのリハビリ
テーション、コンディショエングを惨得ずることができる。

１

後
30 2 ○ ○ O

O スボーツ心理学 運動指導する際に心理学に関する科学的な専門知識 を身につ
け、指導に活かすことができる。

ヽ

前
30 2 O O ○

○ 体力測定法
体力の構成概念に基づいた各要素の知識を深めると共に、そ
れぞれの正しい体力測定法を理解し、説明することができ
る。

１

前
30 2 O O ○ ○

O スポーツ栄養学

一般人の健康維持のための業養・食事摂取の重要性を正しく
理解し、ヨンディショニングと競技力向上を目指した食事の
実践方法を説明することができる。

１

前
30 2 ○ ○ O

O スポーツ栄養学2
一般人の健康維持のための栄養・食事操取の重要性を正 しく
理解 し、コンディショニングと競技方向上を目指 した食事の
実践方法を説明することができる。

１

後
30 2 ○ ○ ○

18 ○ スポーツ社会学
スボーツの歴史を学び、スポーツが社会へ及ぼす影響につい
て、読み解く力を身につけまとめることができる。

，

後
30 2 ○ O ○



19 ○ プログラムデザイン 対象者別の トレーニングプログラムの作成方法を学び、作成
することができる。

１

後 30 2 O O ○

20 O スポーツパイオメカニクス
スポーツや日常生活にある動作を説明てき、スポーツ動作改
善や障害の予防と関連付けることができる。

２

前 30 2 O ○ O

21 ○ スポーツプログラミング
ト
グ
レーニングの原則と効果、ウォーミングアップ、クーリシ
ダウン、ストレッチの理論を説明することができる。

２

前
30 2 O O ○

22 O コーチング論
運動指導に必要な指導法や、コーチングにおけ
と同時に、具体例を提示し実用的なコーチング
つけ、まとめることができる。

る知識を学ぷ
スキルを身に

２

前
30 2 O ○ ○

23 O コンディンヨニング 身体の調整を行うための技術を身につけ、実際に身体調整を
することができる。

１

前
30 2 ○ O O

24 ○ フィットネスエクササイズ
エアロビックな運動の特性を理解し、正しいステップ・筋コ
ンディショニングの技術を身につけることができる。

１

前
30 2 O ○ ○

25 O レジスタンス トレーニング指導をするうえで必要な知識を学び、目的に応
した トレーニングの指導をすることができる。

１

前 30 2 ○ ○ ○

26 ○ レジスタンス2 トレーニング指導をするうえて必要な知識を学び、目的に応
した トレーニングの指導をすることができる。

１

後 30 2 ○ ○ ○

27 ○ トレーニング科学
各種 トレーニングの基礎知識、指導方法を学び、 トレーニン
グ指導をすることがてきる。

２

前
30 2 O O ○

28 ○ 水中運動指導法
水の
とも
特性を学び、対象者に応じた水中運動の指導法を学ぶと
に水泳の基本動作を指導することができる。

１

前 15 1 O O O ○

29 O 進路指導
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
の進路を考えることができる。

１

前
30 2 ○ ○ O

30 O 進路指導2
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
の進路を考えることができる。

１

後 30 2 ○ ○ O

91 ○ 進路指導9
業界研修、就職活霞力、資格取得に向けての準備 を行い
の進路を考えることがてきる。

自 ら ２

前
30 2 ○ ○ O

32 O 進路指導4
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
の進路を考えることができる。

２

後
30 2 ○ ○ ○

33 O ゼミ

現場活動を通して求められるスキルやマインドを身につける
とともに、活動て起こる問題について討論を行い、現場力を
身につけることができる。

２

前 30 2 O ○ O O ○

94 ○ ゼミ2
現場活動を通して求められるスキルやマインドを身につける
とともに、活動で起こる問題について討論を行い、現場力を
身につけることができる。

２

後 30 2 ○ ○ O O ○

35 O 進級制作
ゼミ活動を通して研究した成果についてまとめ、発表するこ
とができる。

２

前 30 2 O O O ○

36 ○ 卒業制作
ゼミ活動
とができ
を通して研究した成果についてまとめ、発表するこ
る。

２

後
30 2 O O O

37 ○ 業界研修
学習 した知識  技術を実践で用い、実践力や社会人基礎力を
身につけることができる。

１

後
60 2 O ○ O ○

○ インターンシップ インターン
ことができ

シップを通して職業観を養い、就職活動に活かす
る。

２

前
60 2 O ○ O ○ ○

39 ○ 専門実技演習
専門的な実習を通し、より専門性の高い指導や説明すること
ができる。

２

前
30 2 O O ○



O 専門科目
さらに高めたい専門性について学ぷと同時に追求し、知識と
指導力を向上させることができる。

２

前
30 2 ○ △ O O

○ 専門科目2
さらに高めたい専門性について学ぶと同時に追求 し
指導力を向上させることができる。

矢a識 と ２
前
30 2 ○ △ 0 O

42 ○ 専門科目9
さらに高めたい専門性について学ぷと同時に追求し
指導力を向上させることができる。

知識と ２
後 30 2 ○ △ ○ ○

43 ○ 尊岡科目4 さらに高めたい専門性について学ぷと同時に追求し、知識と
指導力を向上させることができる。

２

後
30 2 ○ △ ○ ○

○ イベント・ポランティア活動
学内外て行われる様々なイベン トやボランティア活動を通し
てリーダーシップ、フォローヮーシップを体得することがで
きる。

ヽ
通

・
２
稲

60 2 ○ O O O

45 O 海外実学研修
海外の歴史や文化に触れ、国際的な感性を
の見学を通 して最先端の技術を学び、学ん

解を深めることができる。

餐う。また、施設
できたことへの

'こ

１

後 O ○ ○

○ 特別講義
業界で活躍している特別講師を招き、最新の話題についての
講義を受け、理解を深めることがてきる。

１
通

・
２
誦

○ O ○

47 ○ 健康運動実践指導者基礎講座

「健康運動実践指導者」資格を通して、積極的な健康づくり
を目的とした運動を安全かつ効果的に実践指導ができるよう
になる。

２

前
30 2 O ○ O

○ 健康運動実践指導者筆 Aコし試験対策講座
「健康運動実践指導者J資格を通して、積極的な健康づくり
を目的とした運動を安全かつ効果的に実践指導ができるよう
になる。

２

後
30 2 ○ O ○

49 ○ 健康運動実践指導者実技試験対策講座

「健康運動実践指導者」資格を通して、積極的な健康づくり
を目的とした運動を安全かつ効果的に実践指導ができるよう
になる。

２

後
30 2 O ○ ○

50 O アスリートフードマイスター
アスリートのパフォーマンスを最大化するための最適な食
ログラムを学び、クライアントに合わせた食事指導をする
とができる。

プ ヽ

前 15 1 ○ ○ O

51 O SAOインストラクター レベル 1試験対策講座
スピー ドシステムや解割学的な視点から知識や動作を獲得
し、コーチング視点を身につけることができる。

１

前
30 2 ○ ○ O

52 O 幼児体育指導者
子 どもに身体を動かす楽 しさや素晴らしさを伝えることがて
きる。理論 指導手順・ 手本・補助 を正 しく学び、自信 を
持つて指導できるスキルを身につけることができる。

１
通

・
２
通

15 1 ○ O ○

O FTPマットピラテイス受験対策講座
身体の内側に意識を集中させ、全身をバランスよく動かしな
がら、身体の筋肉を鍛えゆがみのない柔軟性のあるしなやか
な身体を身につけ、指導することができる。

２

前
30 2 ○ ○ O

54 ○ ADI筆記試験対策講座
集団を動かす指導力と実演力、様々なグループエクササィズ
に対応できる応用力を身につけることができる。

２

前
30 2 O O ○

55 O ADI実技試験対策講座
集団を動かす指導力と実演力、様々なグループエクササィズ
に対応できる応用力を身につけることができる。

２

前
30 2 O ○ ○

56 ○ スキルアップ 集団を動かす指導力と実演力、様々なグループエクササィズ
に対応てきる応用力を身につけることができる。

２

一剛
30 2 ○ ○ ○

57 O トレーニング指導者基礎講座
科学的根拠に基づく適切な運動プログラムを作成 指導する
ために必要な知識を修得し、スボーッ選手や一般人を対象と
した トレーニング指導ができるようになる。

２

前
30 2 O O ○

58 ○ トレーニング指導者受験対策講座
科学的根拠に基づく適切な運動 プログラムを作成・

ために必要な知識を修得 し、スポーッ選手や一般人
した トレーエング指導ができるようになる。

指導する
を対象と

２

後 30 2 ○ O ○

59 O スポーツシューフィッター
足の機能解割や疾患の評価、治療に関する知識や形態観察と
サイジング技術を修得。目的に合った正しいシューズ選びと
インツール選択のア ドバイスができるようになる。

１

後
15 1 ○ ○ ○

60 O AT受験対策講座

門的な医学知 i哉 を有 し、競技者の健康管理、スポー ツ膊
・外傷の予防、救急処置 、アス レティックリハ ビリテー

ョン及び体カ トレーニング、コンディショニングなどがで
るようになる。

専
害
シ

き

１

後
30 2 ○ O ○



○ AT受験対策講座 2

専門的な医学知識を有 し、競技者の健康管理、スポーツ障
害・外傷の予防、救急処置、アスレティックリハビリテー
ション及び体カ トレーニング、コンアィショニングなどがで
きるようになる。

２

前 30 2 ○ ○ ○

62 O AT受験対策講座 3

専
害
シ

き

門的な医学知識を有 し、競技者の健康管理、スポーツ障
・外傷の予防、救急処置、アスレティックリハビリテー
ョン及び体カ トレーニング、コンディショニングなどがで
るようになる。

２

後 30 2 O O O

63 ○ AT受 験対策講座4

専門的な医学知識を有 し、競技者の健康管理、スポーツ障
害・外傷の予防、救急処置、アス レティックリハビリテー
ション及び体カ トレーエング、ョンディショニングなどがで
きるようになる。

２

後
30 2 O O O

64 ○ AT実 技対策講座

専門的な医学知識を有 し、競技者の健康管理、スポーツ障
害 ,外傷の予防、救急処置、アスレティックリハビリテー
ション及び体カ トレーニング、コンディショニングなどがで
きるようになる。

２

後 30 2 ○ O O

65 O RF受験対策講座
バーベルとプレー トを使用したアスレチック トレーエング理
論に基づく、全身の筋方向上を目的とした画期的なプログラ
ムの指導ができるようになる。

２

前
30 2 O O O

66 ○ RF受 験対策講座 2
パーベルとプレー トを使用したアスレチックトレーニング理
論に基づく、全身の筋力向上を目的とした画期的なプログラ
ムの指導ができるようになる。

２

後
30 2 O ○ ○

67 ○ リトモス受験対策講座
各種のダンス (ヒ ップホップ、ラテン、ダンス、サルサ ト
ン、ジャズ、アラビアン、レゲ トン)レ ッスンができるよう
になる。

２

後
30 2 ○ O O

68 O 健康予防管理専門士受験対策講座
年齢・性別や生活習慣に合わせて健康管理 指導など一次予
防を実施す る知識と具体的方法を請 しることができるように
なる。

１

後 30 2 ○ ○ O

69 ○ 健康予防管理専門士受験対策講座2
年齢 性別や生活習慣に合わせて健康管理 指導など一次予

ができるように防を実施する知識と具体的方法を講じること
なる。

２

前
15 1 ○ ○ O

70 ○ NSCA受 験対策講座
年齢 性別 経験を問わず幅広い層に対 して トレーニング拍
導を行 うため、 トレーニングの知識に加え、医学的、運動生
理学的な専門知識と トレーニング指導ができるようになる。

２

前 30 2 ○ ○ O

○ NSCA受 験対策講座 2
年齢・性別・経験を問わず幅広い層に対して トレーニング指
導を行うため、 トレーエングの知識に加え、医学的、運動生
理学的な専門知識とトレーニング指導ができるようになる。

２

後
30 2 O O ○

72 ○ MOSスペシャリスト受験講座 ビジネスシーンで必要となるパツコンスキルを修得できるよ
うになる。

２

前 30 2 O ○ ○

○ MOSスペシャリスト受験講座2 ビジネス
うになる

シー ンで必要となるパ ツコンスキルを修得できるよ ２
後
30 2 ○ O ○

O 救急法
人工呼吸や心臓マッサージの方法、 AED(自 動体外式除細
動器 )を 用いた除細動などを修得できるようになる。

１

後 30 2 ○ O O

75 ○ ヨンピュータ
ビジネス能力の一つとして、Microsoft officeの 基礎技術を
惨得することがてきる。

ヽ

前
30 2 ○ O O

76 ○ スポーツビジネス
「スポーツによつて人が動く仕組みづくり」や「スポーッヘ

の参画率を高める仕組みづくり」について説明ができる。

１

前
30 2 ○ O ○

77 O スポーツビジネス2
rス ポーツによつて人が動 く仕組みづくりJや 「スポーッヘ
の参画率を高める仕組みづくり」について説明ができる。

１

後
30 2 ○ ○ O

78 O デザイン
アザイ
ン基礎
ンに関する基礎を学び、ホームページ・広告のデザイ
を身につけることができる。

１

後
60 4 ○ O ○

79 ○ 映像制作
映像制作に関わる一連の知識・技術を惨得 し、自ら企画・制
作できる力を身につけることができる。

１

後
60 4 ○ ○ ○

80 O イベント 資料作成技術、プレゼンテーション能力、ビジネススキルを
身につけることができる。

２

前 30 2 O ○ ○

31 O マーケティング
マーケティングの知識を搭得し、実践的なマーケティングに
おいて解決・対応てきる力を身につけることができる。

２

前
30 2 O O ○



82 ○ WEBマーケティング 日々 変化する情報技術を知り、インターネットを用いたマー
ケティングヘの理解を深め、実践することができる。

２

前
30 2 ○ O ○

83 ○ デザイン2 デザインに関する基礎を学び、ホームページ・広告のデザイ
ン基礎を身につけることができる。

２

前
60 4 O ○ 〇

84 O 映像制作 2
映像制作に関わる一連の知識・技術を修得 し、自ら企画・制
作できる力を身につけることができる。

２

前
60 4 O O 〇

8S ○ マーケティング2
マーケティングの知識を傍得し、実践的
おいて解決・対応できる力を身につける

なマーケティングに
ことができる。

２

後 30 2 O O O

86 O WEBマーケティング2 日々 変化する情報技術を知り、インターネットを用いたマー
ケティングヘの理解を深め、実践することができる。

２

後 30 2 O O O

87 O 映像制作 3
映像制作に関わる一連の知識・技術を修得し、自ら企画・制
作てきる力を身につけることができる。

２

後 60 4 ○ O O

88 O イベント2 資料作成技術、プレゼンテーション能力、ビジネススキルを
身につけることができる。

２

後 30 2 O ○ O

89 O スポーツビジネス3
「スポーツによつて人が動く仕組みづくり」や「スポーッヘ
の参画率を高める仕組みづくり」について説明ができる。

２

後 30 2 O O ○

90 O スポーツショップ演習
スポーツ用品の1耕能や特徴を学ぷとともに
に合わせた商品提供ができる。

お客様のユーズ

１
通

。
２

通

16 1 ○ O ○

91 ○ スポーツイペント演習 イベント運営を経験することて、問題発見や解決策を見いだ
せる実践力を身につけることができる。

１
通

・
２
稿

30 2 ○ ○ ○

1排
不 票要件 及び腰傍方法 僚栗剤間琴

卒業要件
当該学年において、履修すべき学科目のうち、履格を認定されない学科目 (不合格)が 科ヽ目以上あれば卒業できな
い。また、履修すべき学科目のいずれかについて、出席回数が総,受業回数の 3分の 2未満の者は卒業できない。

1学年の学期区分 2期

履修方法
講義・演習・英技・実習のいずれかにより、またはこれらの併用により行う。選択必修科目と自由選択科目を履修
し、各科目66796以 上の出席し試験等による60点以上の評定で単位取得する。 1学期の授業期間 15週

(留意事項 )
1 -の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
については、主たる方法についてOを付し、その他の方法について△を付すこと。
2 企業等との連絡については、実施要項の3(3)の 要件に該当する授業科目についてOを付すこと。



(別紙様式 4)

令和 6年 8月 31日

職業実践専門課程等の基本情報について

福岡医健・スポーツ専門学校 平成14年 4月 1日 古谷野 潔 (住所)福 岡県福岡市博多区石城町 7番30号
(電話)092-262-2119

学校法人 滋度学園 昭和58年 12月 23日 浮舟 邦彦
〒   134-O084
(住所)東 京都江戸川区東葛西 6T目 16番 2号
(・語話)03-5878-3311

文化・教養 文化・教養専門課程 平成16(2004)年度 平成26(2014)年 度

学科の 目的

「職業大教育を通して社会に貢献」をミッションとし、運動の 3大要素である「トレーエング」「栄養」「休養」について、科学的根拠に基づいた知識を自身の力
ラダで実践することにより、クライアントから信頼を得られるカラダづくりを行う。ボディメイクからコンディショニングまで幅広い対象者 (クライアント)が 望む理
想の身体に導くことができる人材を育成する。

学科の特徴
(主な教育内容、取
得可能な資格 等)

<主な教育内容>
スポーツ業界から求められる即戦力を養うため、産学連携教育を柱として人材育成を行い、日標とする資格取得を目指す。
<取得可能な資格>
ボディメイキングトレーナー、パーソナルトレーナー、ストレングス&コンディショエングトレーナー 他

修業年限 昼夜
全課程の修了に必要な総摂業時数又は総

単位数     | | 講義■ |■ 実験 実技

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
わЧこ記入

1700単位時間 1,395単位時間 1,110単位時間 180単位時間 0単位時間 0単位時間

単位単 位 単位 単位 単位 単位

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数 (歳伐芸員φ内敷,(B) 留学生割合(3/A) 1中退率

7  人 0 人 0   %

に占める地元就職者の割合 (F/E)

―       %
日卒業者に占める就職者の割合 (E/C)

(令和  5  年度卒業者に円する令和6年 5月 1同 時点の情報)
日主な就職先、業界等

(令和5年度卒業生)

<令和 6年度新設されたコースのため卒業生はまだいません。>

160 人の内数

就職等の状況

第二者による

学校評価

日民間のぃ卜仙機 関琴から
※有の場合、例えば以下につt

第二看口+仙 :

てヽ任意記載
無

;γ 価団体 : 受帯年月 :

評価結果を掲載した
ホームベージuRL

当該学科の

ホームページ
URL

いttpsと /Ⅵ
"ww iken aojp/虫

urse/spons― sclence/

企業等と連携した
芸習等の実施状況
くA、 Bいずれか
に記入)

(A:単位時間による算定 )

(B:単位数による算定 )

雀単位数 単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

2685単 位時間

うち企業琴と連携した実験 ,実習・実技の授業時数 60単位時間

うち企案等と連携した演習の授業時数 30単位時間

765単位時間

0単位時間

うち必修授案時数

30単位時間

(う ち企業等と連携 したインターンシップの授業時数 ) 0単位時間

教員の属性 (尊任

教員について記

入 )

① 専修学校の専開誤程を俸7した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者てあつて、当骸尊
問課程の修表年眼と当談案務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

(専捧学校設置基本第41乗第1項第 1号 ) O人

② 学士の学位を有する者等 (尊修学校設置基準釘41条第1項第2号 ) 3人

⑥ 高等学校教謙等経験者 (専修学校設置基準第■1条第 1項第3号 ) 0人

④修士の学位又は専門母駐学位 (専修学校設置基準第41条第 1項第4号 ) 0人

⑤ その他 (専修学校設置基準第41条第 1項算6号 ) 2人

計 5人

上:己①～⑤のうち、実務家教員 (分野におけるおおむね 5年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を右する者を想定)の数

4人



「専攻分野に関する企業、団体等 (以下「企業等」という。)との連携体制を確保
して、投業科目!の開設その他の教育課程の編成を行つていること。す関係

(1)教育課程の編成 (授業科目の開設や授業内容・方法の改善
・工夫等を含む。)における企業等との連携に関する基本方針

において討議した内容を十分に考慮したうえで、学科会議において編成を行うものとし、

型1艦き療訴舗離辞桑難建碗飼聴腔9輛婚談納

呼
劃 ｀

|

|

髯獣鰯 躊現會憲般堀堪島記

に」とか
ることになつている。また、教員組織規
を実施する教育課程の編成に努める」

委 貝 の
委課程編成 貝教育の下に設置された理事会 し

な運営 を示過程

(学校・学科 )

Acuon:改著
(教育課程編成委員会)

Check:チエツク
(学校 学科 )

Do実行
(教育課程編成委員会 )

劇an:計 画

逸壽弓三需尊そ輪倍彗与ξttξ写撮と              :与

''彗

格と心皇笠塩講当するか記載する
ことっ

8婁姦虐雷乎鰯 甚能について知見を有する企業や関係施設の役職員

名1 前 所    属 任   期 種  別

前田 弘 公益財団法人 日本サッカー協会 医学委員会委員 令和6年 4月 1日
～令和7年 3月 31日 (1年 ) ①

安積 研二 Bats株式会社 取締役会長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 3¬ 日(1年 ) ③

土本 佳正 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )古谷野 潔 福岡医健・スポーツ専門学校 学校長

河口 青児 福岡医健・スポーツ専門学校 冨1校長・教務部長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

松原 敏昭 福岡医健・スポーツ専門学校 教務事務部長 令和6年4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 )

委員の名簿員会等(3)教
令和6年 4月 1日 現在

(5)教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

※カリキユラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

専門学校の役割は「各種資格の合格率をあげること」
「一つでも多くの資格を取得させること」「希望する仕事

・産業界に就職させること」などの意見を多くの委員から頂

蠅 麟 鵜 訛 緯  脚 孵囀

こ応じ
目を毎年5月 、第2回 目を翌年1

、適宜適切に分科会等を開催す

しに対は 下の通り たま 委 貝会欠席委員予 日定 ) 時 以月 しこ実施 て し る。 度開催今年第 回
合があるる場て

5:30～ 17:00
3:00～ 15!00(予 定)

開催日時 (実績))
第呵回 令和 6年 5月 17日 可
第2回 令和 7年 1月 24日 1

(4)教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

(年間の開催数及び開催時期)



(1)実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

本校は、「学校と業界が協力をして、業界が求める即戦力の人材を育成し、業界に送り出す」という「産学共同教育」を開校以来実践してきた。即戦力としての職業大教
育を行うため、業界と連携して専門知識・技術、人間力を有した人材育成を行つている。このため、特に実習・演習科目に於いては、現場の第一線で活躍するプロに非常
勤講師を依頼するなど、授業内容を業界関係者と共に企画立案し、その実施及び達成度評価を行つている。

(2)実習・演習等における企業等との連携内容

連携企業等と講師業務委託契約を交わした上で、現場の第一線のプロが非常勤講師として授業を行つている。学校と非常勤講師が協議して作成したシラバスを基に
授業は進行され、成績評価は毎授業での到達目標達成度及び学期ごとに行う定期試験の結果をもつて総合的に評価される。また、担当非常勤講師と学科専任教員は
常に連携を密にし、情報を共有しながら授業運営に係る問題解決や授業改善に協力して取り組んでいる。
更に、業界研修・臨床実習等を実施し、企業等の指導担当者の下、現場体験を深め即戦力としての更なる知識・技術の習得に努めている。実習実施前の協議を徹底
すると共に、教員による実習巡回を通して指導担当者と教員の連携・情報共有を図り、協力体制を強化して教育効果の向上に努めている。

0」て

(3)具体的な連携の例※科目数については代表的な5科目について記載。

体力測定法 計1施設

業 界 研 修

3【校外】企業内実習
(4に該当するものを

学習した知識・技術を実践で用い、実践カ
や社会人基礎力を身につけることができ

体力の構成概念に基づいた各要素の知識
を深めると共に、それぞれの正しい体力測 株式会社ライコ

る

定法を理解し、説明することができる。

加野病院、スポーツクラブNAS博多、ゴールドジム博多リバレイン、
セントラルウェルネスクラブ24野間大池、スポーツクラブエスタクオ
リア千早+24 他 計 10施設

1【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

除く。)

3「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組ネ笠的に1,つていること。」関係

学国の定める教職員規定において、専門技術・知識の向上、授業内容・教育技法の改善、クラス運営力の向上、マネジメント能力や指導力の向上などを研修の目的と
して、職歴や能力・経験、職責、担当業務に合わせて、定期的・継続的に業界と連携して研修を実施している。企業・業界団体等が開催する研修会や講習会に専任教員
を計画的に参加させ、業界の変化やニーズを的確に把握すると共に、最新の技術・知識の習得に努めている。

(1)推薦学科の教員に対する研修・研究 (以下「研修等」という。)の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

(2)研修等の実績

O専攻分野における実務に関する研修等

研修名:健康運動実践指導者養成校養成講座主任教員研修会
主 催 :公益財団法人 健康・体力づくり事業財回
実施日:令和6年 3月 13日
参加者:スポーツ科学科専任教員2名
内 容:健康運動実践指導者資格に関わる実務内容(テキスト改訂/評価総括/R6年認定試験実施計画など)について
②指導力の修得・向上のための研修等

研修名 :キャリア教育インストラクター研修
主 催 :滋慶教育科学研究所
実施日:令和6年 1月 19日
参加者 :スポーツ科学科車任教員1名
内 容 :キャリア教育を実践するための指導法や評価法について
(3)研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等

研修名 i第 13回 日本アスレティックトレーニング学会
主 催 :日 本アスレティックトレーニング学会
実施日:令和6年9月 14・ 15日
参加者 :スポーツ科学科専任教員1名
内 容 :アスレティックトレーニングを支える経験・研究・教育の連携
②指導力の修得・向上のための研修等

研修名:2024年 度 FDミクロレベル研修 I
主 催 :滋慶教育科学研究所
実施日:令和6年 4月 12日
参加者 :スポーツ科学科専任教員2名
内 容 :学生変化に沿つた教授法の基本 (マインドとスキル)を習得



4.「学校教育法施行規則第189条において準用する同規則第167条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価を行〕こ当たっては、当―該専修学校
の関係者として企業等の役員又は触員を参画させていること。」関係

(1)学校関係者評価の基本方針

「専修学校における学校評価ガイドライン」こ基づき、学校関係者として、卒業生、保護者、地域住民、高等学校、企業により構成される学校関係者評価委員会を組織
し、この委員会が、学校が行つた自己点検・自己評価の内容を審議・評価して、様々な角度からアドバイスや支援を行うことを通して、学校運営の改善に活用することを
方針とする。

(2)「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

(1)教育理念・目標 教育理念・目的・育成人材像

(2)学校運営 学校運営

(3)教育活動 教育活動

(4)学修成果 教育成果

(5)学生支援 学生支援

(6)教育環境 教育環境

(7)学生の受入れ募集 学生の募集と受け入れ

(8)財務 財務

(9)法令等の連守 法令等の遵守

(10)社会貢献・地域貢献 社会貢献

(11)国際交流

呵 呵 1

(3)学校関係者評価結果の活用状況

運営部長を始め、学校長、事務局長、教務部長、学科長等で共有し、金スタッフに周知して、多岐に渡る学校運営の改善に努めている。特に、日々の学校運営の中で
直ちに改善・対応が可能なことは、学校長の指導の下、学校全体に係る事案は事務局長・教務部長が中心となり速やかに改善に取り組み、学科に係ることは学科長が
中心となり速やかに改善を図っている。また、改善に新たな予算確保が必要な案件は事務局長が中心となって次年度に向けて予算組を行い、改善を図つている。加え
て、学則変更等が必要な案件は、学校長の指導の下、教務部長が中心となつて学則変更手続きを行いながら改善を図つている。
学校関係者評価委員会を開催し、文部科学省が策定した「専修学校における学校評価ガイドライン」に沿つて実施した昨年度の学校自己点検報告書について、当校に
関係の深い13名の学校関係者評価委員に評価していただき、各項目について概ね「優れている」との評価を頂いた。また「入学定員の充足」「中途退学者の低減」「地
域との交流を更に深める」など多くのご意見を頂いた。
学校のリーダー会議、学科会議、全体会議などでこれらの意見を共有し、検討・環境整備に取り組んでいきます。

(4)学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名  前 所 属 任   期 種  別

村田 栄治 村田整骨院 院長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (柔道整復科 )

要  信義 要鍼灸院 院長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (¬ 年) 業 等 委 員 (鍼 灸 科 )

橋本 修二
主

令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (救急救命公務員科 )

福田 智 医療法人 せと山荘クリニック 統括部長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 業等委員 (理学療法科 )

丸田 淳司 医療法人説和会 牟田病院 医療部門科長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 業等委員 (作業療法科 )

案西 浩平
医

令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (歯科衛生士科 )あんざい歯科クリニック 理

平野 千恵美 医療法人相生会 宮田病院 看護師長 令和6年 4月 呵日～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企 業 等 委 員 (看 護 科 )

安積 研二 会社 取締役会長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(スポーツ科学科)

中西 祐介 株式会社サンドラッグ 人事部採用課主任 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 企 業 等 委 員 (薬 業 科 )

谷口 貴隆 スポーツ科学科 卒業生 令和6年 4月 呵日～令和7年 3月 31日 (1年 ) 卒 業 生 代 表

冨崎 尚美 (f歳灸科3年 )保護者 令和6年 4月 1日 ～令和7年3月 31日 (1年 ) 保 護 者 代 表

清輔 正孝 福岡県立香椎高等学校 校長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (可 年) 高 等 学 校 関 係 者

戎崎 淳― 市博多区大浜公民館 館長 令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 (1年 ) 地 域 関 係 者

(5)学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

広報誌等の刊行物 ・ その他 (

ken ac」 p/schOO1/pubttc― info/

))

URL /wwwI

ペ ー

公表時期 :令和6年 5月 31日



5「企業等との連携及び協力Iの推進に資するため、企業等に対.し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情報を提供していること。」関係

(1)企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

学校で毎年定める事業計画の実行方針で提起された日標 (カリキュラムのイノベーション、中途退学率の低減、就職100%、 国家試験合格率100%等 )を具現化するため
に、企業等からヒアリングを行い、業界の動向を踏まえた実行計画を作成している。その為にも、学校の方針や考え方に加え、様々な詳細情報を十分に理解して頂いた
上で、意見やアドバイス、支援を頂くことが重要となる。企業等への具体的な情報提供方法としては、学校関係者評価委員会や教育課程編成委員会、業界関係者であ
る非常勤講師との講師会、キャリアセンタースタッフによる企業訪間、企業とタイアップして行うイベント等あらゆる機会を活用して、積極的に情報の提供を行つている。

(2)「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

※ (10)及 (呵 1)については任意記載。

(3)

その他 ( ))

URLthttps:/

公表時期 :随時

(2)各学科等の教育



授業科目等の概要

(文化・教養専門課程 スポーツ科学科 パーツナル トレーナーコース)
分 類

授業科 1目名 擬菓科目概要

配
当

年
次

・
学

期

授

業

時

数

単

　

位

　

数

lェ
▲業方法 場所 教 員

企
業

等

と

の
連

携

必

　

　

修

選

択

郎
修

自

由
選

択

誇

　

　

義

演

．　
　
習

実

験

。
実

習

，
実

枝

校

　

　

内

挨

　

　

外

専

　

　

任

兼

　

　

任

O 英会話
際化に対応できる日常英会話を身につけるとともに、グ
ーパルな感性を養うことができる。

１

前 30 2 ○ O ○

2 ○ コミュニケーションスキル 対人援助職として必要なコミュニケーションを行うことがで
きる。

１

前 30 2 ○ O O

3 ○ コンピュータ
ビジネス能力の一つとして、‖icrosoft officeの 基礎技術を
惨得することができる。

１

後
30 2 O O ○

○ 就職試験対策講座
就職活動て必要となるスキルとマナーを身につけ、就職活動
に活かすことができる。

２

前
30 2 ○ ○ ○

5 O 機能的解割学
人体の構造や生理学的な仕組みを学習 し、運動に聞わる身体
構造や機能の説明をすることができる。

ヽ

前
30 2 ○ O O

6 ○ 機能的解割学2
人体の構造や生理学的な仕組みを学習し、運動に関わる身体
構造や機能の説明をすることができる。

１

後
30 2 ○ ○ O

フ O スポーツ生理学
運動によつて生じる体の変化や適応状態について基礎的な知
識を持ち、教育によつて起こる身体的機能変化を理解するこ
とができる。

１

前
30 2 ○ ○ O

8 O スポーツ生理学2
運動によって生じる体の変化や適応状態につ
識を持ち、教育によって起こる身体的機能変
とができる。

いて基礎的な知
化を理解するこ

１

後 30 2 ○ O ○

○ 発育発達
発達段階に応した運動指導を学び、指導を行うことができ
る。

１

後
30 2 ○ ○ O

10 ○ 健康管理概論
健康づくりや疾病予防の基礎的な知識の考え方を理解 し
代層に応した健康指導を説明することができる。

年 ２

前 30 2 ○ ○ ○

○ ボディケア
ケアの基本的なテクニックを学び、ポディケアを身につけ実
践することがてきる。

１

前
30 2 O 〇 O

O スポーツ障害 運動によって生 じる整形外科的障害を理解 し
テー ビングを実践することができる。

目的に応 した １
前
30 2 ○ ○ O

13 ○ スポーツ医学
スポーツ,章害にもならず、内科的疾病を有する人々のスポー
ツ医学や薬物の基礎知識を理解し、障害予防でのリハ ビリ
テーション、コンディショニングを修得することができる。

―

後
30 2 ○ O O

14 ○ スポーツ心理学 運動指導する際に心理学に関する科学的な専 P司知識 を身につ

け、指導に活かすことができる。

１

前 30 2 O ○ O

15 ○ 体力測定法
体力の構成概念に基づいた各要素の知識を深めると共に、そ
れぞれの正しい体力測定法を理解 し、説明することができ
る。

１

前 30 2 O O O O

16 ○ スポーツ栄委学
一般人の健康維持のための栄養 食事摂取の重要性 を正 しく
理解 し、コンディショニングと競技方向上を目指 した食事の
実践方法を説明することができる。

，

前 30 2 ○ O O

○ スポーツ栄養学2
一般人の健康維持のための栄養・食事摂取の重要性を正 しく
理解 し、コンディショニングと競技力向上を目指 した食事の

実践方法を説明することができる。

１

後
30 2 ○ ○ ○

○ スポーツ社会学
スポーツの歴史を学び、スポーツが社会へ及ぼす影響につい
て、読み解く力を身につけまとめることができる。

１

後
30 2 O ○ ○



O プログラムデザイン 対象者別の トレーニングプログラムの作成方法を学び、作成
することができる。

１

後
30 2 ○ ○ O

20 ○ スポーツバイオメカニクス
スポーツや日常生活にある動作を説明でき、スポーッ動作改
善や障害の予防と関連付けることができる。

２

前
30 2 ○ ○ ○

21 O スポーップログラミング
トレーエングの原則と効果、ウォーミングアップ、クーリン
グダウン、ストレッチの理論を説明することができる。

２

前 30 2 O O ○

22 O コーチング論
運動指導に必要な指導法や、コーチングにおける知識を学ふ
と同時に、具体例を提示し実用的なコーチングスキルを身に
つけ、まとめることができる。

２

前
30 2 O O ○

23 O コンディショエング 身体の調整を行うための技術を身につけ、実際に身体調整を
することができる。

１

前 30 2 ○ O O

24 ○ フィットネスエクササイズ
エアロビックな運動の特性を理解し、正しいステップ・筋コ
ンディショニングの技術を身につけることができる。

１

前 30 2 ○ O ○

25 O レジスタンス トレーニング指導をするうえで必要な知識を学び、目的に応
した トレーニングの指導をすることができる。

１

前
30 2 ○ O O

○ レジスタンス2 トレーニング指導をするうえて必要な知識 を学び、目的に応
した トレーニングの指導をすることができる。

１

後
30 2 ○ ○ ○

27 ○ トレーニング科学
各種 トレーニングの基礎知識、指導方法を学び、 トレーニン
グ指導をすることができる。

２

前 30 2 O ○ O

28 O 水中運動指導法
水の特性を学び、対象者に応した水中運動の指導法を学ぷと
ともに水泳の基本動作を指導することができる。

１

前
15 1 ○ O ○ ○

29 O 進路指導
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
の進路を考えることができる。

１

前
30 2 ○ ○ O

30 ○ 進路指導2
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
の進路を考えることができる。

１

後
30 2 ○ O ○

31 O 進路指導3
業界研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
の進路を考えることがてきる。

２

前
30 2 ○ ○ ○

○ 進路指導4
業緊研修、就職活動、資格取得に向けての準備を行い、自ら
の進路を考えることができる。

２

後 30 2 ○ ○ O

33 〇 ゼミ

現場活動を通して求められるスキルやマインドを身につける
とともに、活動て起こる問題について討論を行い、現場力を
身につけることがてきる。

２

前
30 2 ○ O ○ O O

34 O ゼミ2
現場活動を通 して求められるスキルやマイン ドを身につける
とともに、活動で起 こる問題について討論を行い、現場力を
身につけることができる。

２

後
30 2 ○ O O ○ ○

35 O 進級制作
ゼミ活動
とができ
を通して研究した成果についてまとめ、発表するこ
る。

２

前
30 2 ○ ○ ○ ○

36 O 卒業制作
ゼミ活動を通して研究した成果についてまとめ、発表するこ
とができる。

２

後
30 2 ○ O O

37 ○ 業界研修
学習 した知識・技術を実践で用い、実践力や社会大基礎力を
身につけることができる。

１

後
60 2 ○ ○ ○ ○

38 ○ インターンシップ インターンシップを通して職業観を養い、就職活動に活かす
ことができる。

２

前
60 2 O ○ ○ O O

39 O 専門実技演習
専門的な実習を通し、より専門性の高い指導や説明すること
ができる。

２

前
30 2 ○ O O



40 ○ 専門科目
さらに高めたい専門性について学ぷと同時に追求し、知識と
指導力を向上させることができる。

２

前 30 2 ○ △ ○ ○

○ 専門科目2
さらに高めたい専門性について学ぷ
指導力を向上させることができる。

と同時に追求 し、知識 と ２
前
30 2 ○ △ O O

42 ○ 専門科目3
さらに高めたい専門性について学ぷと同時に追求し、知識と
指導力を向上させることができる。

２

後 30 2 ○ △ O ○

43 O 専門科目4 さらに高めたい専門性について学ぷと同時に追求し、知識と
指導力を向上させることができる。

２

後
30 2 ○ △ O ○

44 ○ イベントポランティア活動
学内外で行われる様々なイベントやポランティア活動を通し
てリーダーシップ、フォローヮーシップを体得することがで
きる。

１
通

・
２

涌

60 2 O O O O

45 O 海外実学研修
海外の歴史や文化に触れ、国際的な感性を養う。また、施憩
の見学を通 して最先端の技術を学び、学んてきたことへの理
解を深めることができる。

１

後
時散による ○ O O

46 ○ 特別講義
業界で活躍 している特別講師を招き、最新の話題についての
講義を受け、理解を深めることができる。

１
通

・
２
稲

O O O

47 O 健康運動実践指導者基礎講座

「健康運動実践指導者J資格を通して、積極的な健康づくり
を目的とした運動を安全かつ効果的に実践指導がてきるよう
になる。

２

前
30 2 ○ O ○

48 ○ 健康運動実践指導者筆記試験対策講座

「

を
して
的に
、積極的な健康づくり
実践指導ができるよう

になる。

２

後
30 2 ○ O O

O 健康運動実2!妃指導者実技試験対策講座
「健康運動実践指導者」資格を通して、積極的な健康づくり
を目的とした運動を安全かつ効果的に実践指導ができるよう
になる。

２

後 30 2 ○ ○ O

50 ○ アスリートフードマイスター
アスリートのパフォーマンスを最大化するための最適な食ブ
ログラムを学び、クライアントに合わせた食事指導をするこ
とができる。

１

前
15 1 O ○ O

○ SAOインストラクター レベル 1試験対策講座
スピー ドシステムや解剖学的な視点から知識や動作を獲得
し、コーチング視点を身につけることができる。

１

前
30 2 〇 ○ O

52 O 幼児体育指導者

子どもに身体を動かす楽 しさや業晴 らしさを伝えることがて
きる。理論・ 指導手順・ 手本・補助 を正 しく学び、自信 を
持つて指導できるスキルを身につけることができる。

ヽ

通

・
２

涌

15 1 ○ ○ O

53 O FTPマットピラティス受験対策講座
身体の内側に意識を集中させ、全身をバランスよく動かしな
がら、身体の筋肉を鍛えゆがみのない柔軟性のあるしなやか
な身体を身につけ、指導することができる。

２

前 30 2 O O O

54 ○ ADI筆記試験対策講座
集団を動かす指導力と実演力、様々なグループエクササィズ
に対応できる応用力を身につけることができる。

２

前
30 2 O ○ O

55 O ADI実技試験対策講座
集団を動かす指導力と実演力、様々なグループエクササィズ
に対応できる応用力を身につけることができる。

２

前
30 2 O ○ ○

56 ○ スキルアップ 集団を動かす指導力と実演力、様々なグループエクササィズ
に対応てきる応用力を身につけることができる。

２

前
30 2 ○ O ○

57 O トレーエング指導者基礎講座
科学的根拠に基づく適切な運動プログラムを作成・指導する
ために必要な知識を棒得し、スポーツ選手や一般人を対象と
した トレーニング指導ができるようになる。

２

前 30 2 ○ O O

58 O トレーニング指導者受験対策講座
科学的根拠に基づく適切な運動プログラムを作成・指導する
ために必要な知識を修得し、スポーツ選手や一般人を対象と
した トレーニング指導ができるようになる。

２

後
30 2 ○ ○ O

59 ○ スポーッシューフィッター
足の機能解剖や疾患の評価、治療に関する知識や形態観察と
サイジング技術を搭得。目的に合つた正しいシューズ選びと
インツール選択のア ドバイスができるようになる。

１

後
15 1 O ○ O

○ AT受験対策講座

専門的な医学知識を有 し、競技者の健康管理、スポーツ障
害・外傷の予防、救急処置、アスレティックリハビリテー
ション及び体カ トレーニング、コンディショニングなどがで
きるようになる。

１

後
30 2 ○ ○ ○



61 ○ AT受験対策講座 2

専門的な医学知識を有 し、競技者の健康管理、スポーツ障
害・外傷の予防、救急処置、アスレティックリハビリテー
ション及び体カ トレーニング、コンディショニングなどがで
きるようになる。

２

前 30 2 ○ O ○

62 ○ AT受 験対策講座 3

専門的な医学矢a識 を有し、競技者の健康管理、スポーツ陣
害・外傷の予防、救急処置、アスレティックリハビリテー
ション及び体カ トレーニング、コンディショニングなどがで
きるようになる。

２

後 30 2 ○ O ○

69 ○ AT受 験対策講座4

専門的な医学知識 を有 し、競技者の健康管理、スポー ツ障
害・外傷の予防、救急処置、アス レテ ィック リハ ビリテー

ション及び体カ トレーエング、コンディショニングなどがて
きるようになる。

２

後
30 2 O O O

64 O AT実枝対策講座

専門的な医学知識 を有 し、競技者の健康管理、スポー ツ障
害 ,外 傷の予防、救急処置 、アス レテ ィック リハ ビリテー
ション及び体カ トレーニング、コンディショエングなどがて
きるようになる。

２

後 30 2 ○ O O

65 O RF受験対策講座
バーベルとプレー トを使用したアスレチック トレーエング理
論に基づく、全身の筋力向上を目的とした画期的なプログラ
ムの指導ができるようになる。

２

前 30 2 O ○ O

66 O RF受 験対策講座2
バー八ルとプレー トを使用したア
論に基づく、全身の筋方向上を目
ムの指導ができるようになる。

スレチ
的とし
ック トレーエング理
た画期的なプログラ

２

後
30 2 ○ ○ ○

67 ○ リトモス受験対策講座
各種のダンス (ヒ ップホップ、ラテン、ダンス、サルサ ト
ン、ジャズ、アラビアン、レゲ トン)レ ッスンができるよう
になる。

２

後
30 2 ○ O ○

○ 健康予防管理専門士受験対策講座
年齢 性別や生活習慣に合わせて健康管理  指導など一次予
防を実施する知識 と具体的方法を講 じることができるように
なる。

１

後
30 2 ○ ○ O

69 ○ 健康予防管理専門士受験対策講座2
年齢・性別や生活習慣に合わせて健康管理・指導な
防を実施する知識と具体的方法を講じることができ
なる。

ど一次予
るように

２

前
15 十 ○ ○ O

70 O NSCA受 験対策講座
年齢 性別・経験 を問わず幅広い層に対 して トレーニング指
導を行 うため、 トレーニングの知識に加え、医学的、運動生
理学的な専門知識 と トレーニング指導ができるようになる。

２

前 30 2 O ○ ○

71 O NSCA受 験対策講座 2
年齢 ,性別 経験 を問わず幅広い層に対 して トレーニング指
導を行 うため、 トレーエングの知識に加え、医学的、運動生
理学的な専門知識と トレーニング指導ができるようになる。

２

後
30 2 O O ○

72 O MOSス ペシャリスト受験講座
ビジ
うに
ネ
な
スシーンで必要となるパツコンスキルを修得てきるよ
る。

２

前 30 2 ○ O O

73 ○ MOSス ペシャリスト受験講座2
ビジネ
うにな
スシーンで必要となるパソコンスキルを惨得できるよ
る。

２

後
30 2 ○ ○ O

,4 O 救急法
人工呼吸や心臓マッサージの方法、AED(自 動体外式除組
動器)を用いた除細動などを修得できるようになる。

１

後
30 2 ○ ○ O

76 O 実践術 各部位の トレーニングテクニックを実際に体感することで理
解を深め、指導力を高めることができる。

ヽ

前
30 2 ○ O ○

76 O ピラテイス 体幹を中心に身体の動きを作り出すス トレッチング
エング方法を学び、実践できる。

トレー １
前
30 2 O O O

77 ○ ウエイトコントロール
クライアントー人ひとりの
わせた食事のアドバイスや
ることができる。

目
ト
的 (増量
レーニン

・減量)や年齢代に合
グの指導方法を修得す

１

後
30 2 O ○ ○

78 ○ 実践術 2
各部位のトレーニングテクニックを実際に体感することで理
解を深め、指導力を高めることができる。

１

後
30 2 ○ O O

79 O トレーニング演習 対象者を考慮した トレーニング計画を学び、対象者に応した
筋カトレーニングの指導力を身につけることができる。

ヽ

後
30 2 ○ ○ ○

80 ○ ボディケア2
ケアの基本的なテクニックを学び、ポディケアを身につけ実
P立できる。

１

後
30 2 ○ ○ O

O ′`ランストレーニング
バランス トレーニングの様々なツールを使用 した指導法を学
ぷ。指導プログラムを立案できる。

１

後
30 2 ○ ○ O



82 ○ フィットネスエクササイズ2
エアロビックな運動の特性を理解し、正しいステップ・筋コ
ンディショエングの技術を身につけることができる。

１

後 30 2 O O ○

83 ○ 機能解割学演習
解割学的特性を理解し、目的に応した適切な運動プログラム
を提案することができる。

２

前 30 2 O O O

84 O 実践術3
各部位の トレーエングテクニックを実際に体感することて理
解を深め、指導力を高めることができる。

２

前 30 2 O ○ O

85 O パーソナル指導法
クライアントー人ひとりの目的に合つた トレーエングの基礎
知識、指導方法を身につけることができる。

２

前
30 2 ○ ○ ○

86 O ′く―ツナ,レセッション
身体機能改善を目的とし、クライアントの現状把握から修正
方法、 トレーエングと一連の指導法を学び、技術を身につけ
ることがてきる。

２

前
30 2 ○ O O

87 〇 スポーツ栄養学3 運動時における栄養摂取サプリメントについて学ぷととも
に、アスリー トの食育法を修得することができる。

２

前 30 2 O O O

88 O トレーニング総論
「ト
に応
レーニングJ「体養J「栄養Jについて理解し、対象者
した適切な計画を立てることができる。

２

後 30 2 ○ O ○

89 O トレーニング演習2 対象者を考慮した トレーニング計画を学び、対象者に応した
筋カ トレーエングの指導力を身につけることができる。

２

後
30 2 ○ ○ O

90 O パーソナル指導法2
クライアントー人ひと
知識、指導方法を身に

りの目
つける
的に合ったトレーニングの基礎
ことができる。

２

後 30 2 O O O

91 ○ パーツナルセッション2
身体機能改善を目的とし、クライアントの現状把握から修正
方法、 トレーニングと一連の指導法を学び、実践することが
できる。

２

後
30 2 O O ○

91 科目 173     1

卒業要件及び履椿方法 曼葉期間等

卒業要件
当該学年において、履修すべき学科目のうち、履修を認定されない学科目 (不合格)が 1科目以上あれば卒業できな
い。また、履棒すべき学科目のいずれ力Чこついて、出席回数が総授業回数の 3分の 2未満の者は卒業てきない。

1学年の学期区分 2期

履修方法
講義・演習・実技・実習のいずれかにより、またはこれらの併用により行う。選択必修科目と自由選択科目を履修
し、各科目66796以 上の出席し試験等による60点以上の評定て単位取得する。 1学期の授業期間 15週

(超意事項)
1 -の 授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
については、主たる方法についてOを付し、その他の方法について△を付すこと。
2 企業等との連携については、実施要項の 3(3)の 要件に該当するl受業科目についてOを付すこと。
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